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　山を削り出し、幾重にもめぐらされた城壁は、まるで城塞都市の様であった。

　ネテスハイム学園都市における城壁の意味は、いかにも敵からの攻撃に備えたものかに見えるが、その用途はまったく違っている。

　表向きはセキュリティのためだが、実際は城壁で囲まれたそれぞれの区画の階層を視覚的にあらわすために作られていた。

　中心部に位置する第零区ダアト画には巨大な時計塔クロック・タワーが立っている。

　その根元には大聖堂セフィラ・ダアトがあり、その場所は関係者以外立ち入る事が出来ない。

　第零区画ダアトを取り囲む様に作られた第一区画には、この学園都市の中枢となる施設と国内最高ランクの教育施設や研究施設などが建ち並び、さらにネテスハイム財閥の中枢に関かかわる人間だけが住む事を許されている。

　その第一区画を囲む様に第二区画があり、さらに区画は広がっていく。

　つまり区画が下がるほど、ネテスハイムの中枢から離れる事を意味する。

　それでも城壁内に囲まれた場所はネテスハイムの〝洛内らくない〟とよばれ、一般人が住む城下町である〝洛外らくがい〟とは明確に違った場所とみなされていた。

　第零区画ダアトを除いたそれぞれの区画内には、幼稚舎から大学院までの一通りの教育機関やネテスハイム財閥の関連企業があり、さらにその区画で生活する事を許された人々の住宅地や生活のための商業施設などがある。

　基本的には各区画内で生活のほとんどが事足りるように出来ている。

　ただし、街並みが美しい上位の区画には雑多な娯楽街の様なものはほとんどない。

　唯一、城壁を持たない第七区画に、娯楽施設は集中していた。

　第七区画はネテスハイム学園都市の玄関口としての役割を持っており、その中心部にはターミナル駅と巨大な繁華街を有していた。

　ネテスハイム学園都市の七区までは洛内と呼ばれ、その城下に広がる街は洛外と呼ばれ、これらすべてを含めると百万人都市となる。

　第一区画が管理の中央であるならば、第七区画はこの街の雑多さの中心である。

　ネテスハイム洛内と洛外から人が行き交い、非常に活気のある区画とも言えた。

　洛外にも多くの教育機関が存在する。

　だが、そのいずれも洛内のものよりも劣っている。

　だから、最低ランクとされる第七区画の学校だとしてもそのレベルは決して低いものではない。

　七Ｆ高ななえふこーと呼ばれる、この第七区画普通科Ｆ高校と言えどもバカはいない。

　決してバカが入る事は出来ない。

　ハズなのだが……。
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「あの時は困っちゃったよねぇ。あははは！」

　二個目のカップラーメンのフタをペリペリと剝はがしながら小鳥遊たかなし歌乃かのは笑っている。

　実際に困っているのは、歌乃のほうでは無く昕門あさかど止水しすいであった。

「全然届かないからさぁ、ボタンを連打したら、段ボール何個も同じ服が届いちゃって。インターネット通販って一瞬で届くもんじゃないんだねぇ」

　止水の向かいに机を並べた歌乃は二個目のカップラーメンに割り箸をつっこみラーメンをすする、彼女の横では電子ケトルがコトコトと湯気を立てている。

　中に入っているのはお湯ではなくホットミルクだ。

　小鳥遊歌乃はお湯ではなくホットミルクでシーフードラーメンを作るのが好きらしい。

　止水は勧められて口にねじ込まれた事がある。

　たしかに美味おいしいには美味しかったが、胃がもたれそうな味だとも思った。

　いつでも笑いながら食事をする小鳥遊歌乃。

　その横の机では、双子の妹である小鳥遊詩乃しのが小さなランチボックスに入ったサンドイッチを食べていた。

　妹の詩乃は上品に食事をする。

　口元が汚れるほど大口を開けて喋しゃべる姉を時折ハンカチで優しく拭ふいていた。

「お姉さまがネット通販で大量に買い込んだ洋服は、ほぼクーリングオフしました。

　ですが、必要分は残しておりますよ。

　特に幼女用サイズは大切に保管しております」

　昕門止水は、歌乃のみならず、この小鳥遊詩乃の存在にも困っていた。

　小鳥遊詩乃はネテスハイム学園都市の共通入試試験で首位をとった秀才である。

　当然、この七Ｆ高ななえふこーではなく、第一区画の名門ティファレト学園高等学校に首席入学している。

　第一区画ティファレト学園は国内ならず国外からも評価されるほどの高校で、その卒業生は世界各地の名門大学へと進学する。

　そのティファレト学園に首席で入学するという事は、国内でもトップクラスの頭脳という事を意味する。

　つまるところ詩乃がこの七Ｆ高ななえふこーにいる事は相当不自然な事なのだ。

　一卵性双生児である歌乃と詩乃は共に美しい容姿をしていた。

　だが、詩乃はそれに輪をかけて立ち居振る舞いが美しかった。

　ピンと伸びた背筋、歩く姿勢は凜りんとしており、にじみ出る上品さは、ごく一般的な庶民が集まるこの七Ｆ高ななえふこーにおいて注目の的であった。

　白く透き通る様な肌、光沢が輝くふわりとした髪、そして美しい紅い瞳ひとみの詩乃。

　対して、碧あおい瞳の歌乃。

　瞳の色と髪の毛の長さ以外はほぼ同じ小鳥遊姉妹しまいであるが、その似通った姿からは想像出来ないほどのキャラクターギャップがある。

　容姿端麗成績優秀品行方正すべて兼ね備えた小鳥遊詩乃は、ネテスハイムでも最低ランクの七Ｆ高ななえふこーにおいては崇拝される存在である。

　事実、彼女が歩いた後を拝む生徒達も少なからずいた。

　男女ともに彼女に対して抱く感情は〝尊い〟である。

　それに対して姉の歌乃は極端に勉強が出来ない。

　成績は全般的に壊滅的だが、スポーツだけは得意らしく、球技などの団体戦でピンチの時はすぐにかけつけてクラスを大逆転に導いた。

　おしとやかな妹とうってかわり、極端に人なつっこい性格でもあり、話そのものも面白おもしろかった。

　詩乃の近寄りがたいほどの美しさ、それと同じ容姿を持ちながら、人なつっこい歌乃の性格は非常に皆から愛された。

　入学してからまだ一ヶ月も経たたないうちに、すでに十人近くの人間が歌乃に告白してフラれているらしい。

　この正反対の魅力を持つ双子は、新学期がはじまって間もない学園都市において「七Ｆ高ななえふこーの奇跡」と呼ばれ、その名声をとどろかせていた。

　それほどの有名人が小鳥遊姉妹なのである。

　なのだが。

　それすらも、止水の横で小さなお弁当を口に運んでいる少女の存在感の前では霞かすむ。

　彼女は非常に小柄な少女であった。

　七Ｆ高ななえふこーの歴史の中でもこれほど身長が小さな生徒はいなかっただろう。

「幼女用サイズと言った後になぜ詩乃さんは私を見続けるのでしょうか？」

「申し訳ありません、深い意味はありません」

　小さな娘は、詩乃とはまた違った気品に溢あふれている。

　自然な振る舞いからにじみ出る雰囲気は、まさに高貴な人間が持つものであった。

「ただ素晴らしく大人っぽくて可愛かわいい服なのですよ。羽玖はくさま」

「素晴らしく大人っぽくて可愛い服」、その言葉に〝ピクリ〟と反応する少女。

　彼女の名前は雨宮あまみや羽玖という。

　高校生とは思えないほど小柄な身体からだなのは、彼女がまだ十歳になったばかりだからである。

　年齢的には小学四年にあたり、去年までは第一区画ティファレト学園の幼稚舎に通っていた。

　成績優秀なためティファレト学園高等学校に飛び級し、その後、小鳥遊詩乃と共にこの七Ｆ高ななえふこーに転入してきた。

　幼女でありながらも母性すら感じられる包み込む様な優しき気品。

　彼女こそはこのネテスハイム学園都市を運営するネテスハイム財閥の一人娘であり、次期当主となる人物である。

　彼女が持つ独特な雰囲気とは、つまりは王女としての気品なのである。

　学園都市において「七Ｆ高ななえふこーの奇跡」と呼ばれる双子。

　学園都市ネテスハイム次期当主となる姫君。

　その様なそうそうたる顔ぶれの中に、何故なぜかコミュ障で陰いんキャラで成績は中の下の目立たない存在である昕門止水が机を並べて食事をしていた。
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　昕門止水はとある理由から自らの知能や能力を隠していた。

　陰キャラなのは、彼曰いわく、あくまでも演技であり、実際のところは陰かげではなく漆黒スキロス使いなのである。

　これは自称や妄想の類いではなく事実なのである。

　止水は入学当初、自身を目立たなくするために入学試験の点数を合格水準ギリギリに調整したが、そのあまりのあからさまな落第生っぷりに、学園理事長である雨宮透華とうかから「悪目立ち」と指摘された。
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　実は、昕門止水はそれまでの人生で学校という社会に属したことがなく、どの程度だと目立たないかという肌感覚がまったく無い。

　ただ、合格ラインきっちりの点数で入学したのは我ながら安易だったと反省している。

　彼は書籍やインターネットなどを通じて普通の学園生活というものを研究し、その中でもっとも目立たない立ち位置というのを模索した。

　そこから導き出された結論が「成績は中の下ぐらいが一番いい」というものである。

　さらに、休み時間は寝て無くても寝てるふりをして極力他ほかの生徒から話しかけられない様に心がけた。

　昕門止水は教室からいつでもその存在を消していた。

「なんで止水は休み時間になると寝てるふりをするのかなぁ？」

「……」

　黙る止水にさらに話しかける小鳥遊歌乃。

「寝てるふりだよねぇ。そんなにみんなとお話するの苦手なの？」

「っ!!」

　せっかく存在を消し去っているのに、小鳥遊歌乃によってその努力はかくも簡単に泡と消えた。

　漆黒スキロス使いの昕門止水がこの学園生活においてその存在を消す方法。

　その一つが昼食をトイレでとるというものだった。

　当初、この思惑は良好と思われた。

　インターネットで調べて知った方法だが、思いの外ほか心地良かった。

　漆黒スキロスという能力を発動させる必要もなく彼の存在を消し去ってくれる快適空間であった。

　だが、その思惑も数日で台無しとなった。

　男子トイレの個室で食事を取ろうとしていた止水を大声で呼ぶ声。

「止水！　一緒にご飯食べようよ！　中入れてよ！」

　声の主あるじは小鳥遊歌乃であった。

　彼女は片手にカップラーメンと沸騰した電子ケトルを持参して男子トイレまでわざわざ止水を迎えに来てくれたのだ。

　男子トイレに迎えに来るのもかなりのものだが、個室で一緒に食べようという提案はさらにその上を行くインパクトがある。

　動揺するトイレにいた男子生徒達。

　ざわめく廊下の女子生徒達。

　この一件で昕門止水はよりいっそう「悪目立ち」した。

　漆黒スキロスを使い、気配を消し、獲物を狩る、特殊能力者である昕門止水。

　この学園生活という日常は、そんな止水の感覚を鈍らせてしまっているのかもしれない。

　止水は一人うつむいて口元を隠して呟つぶやく。

「だとしても、漆黒スキロスを学園で使うわけにはいかない──」
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　翌日、止水は校舎裏の日陰で昼食を取る事にした。

　昕門止水のお気に入りはカスタード入りデニッシュである。

　これは価格に対して異常にカロリーが高い。

　つまり腹持ちが良い。

　あまり金がない昕門止水にとっては都合の良い食べ物であった。

　そんなこんなで、お気に入りのパンを開けた瞬間に、ふたたび小鳥遊歌乃がやってきた。

　相変わらずカップラーメンと沸騰した電子ケトルを持っている。

　沸騰させてから追いかけてくるあたり計画性があるのかないのか良く分からない。

　だが裏庭ならば歌乃の奇行も別段問題ない。

　校舎裏の日陰でカスタード入りデニッシュを食す男子生徒と、ミルク入りシーフードカップめんをすする女子生徒。

　絵面えづら的にはややおかしいものはあるが、人目に付かないのであれば止水の思惑を崩すようなものでない。

　これで漆黒スキロスを使わなくて済む。

　そう止水は思っていた。

　それからしばらく止水と歌乃は昼休みは校舎裏で昼食を取る様になった。

　何事もなく続く日々。

　このまま卒業までこの平和は続くものだと思っていた。

　だが、その考えも小鳥遊詩乃と雨宮羽玖の二人が転校してきてから変わる。

　ある日、いつも通り校舎裏で食事を取っていると小鳥遊歌乃が二人を連れてきてしまった。

　昕門止水はその場で固まった。

「よろしかったら止水とお食事を共にさせていただけませんか？」

　麗うるわしき姫君雨宮羽玖からこの様な言葉を頂いた。

　陰キャラとか中の下とか隠された漆黒スキロスの使い手とかいろいろな止水の設定が一瞬で吹き飛ぶ。

　ネテスハイム家の姫君である雨宮羽玖にこの様な日陰で食事をさせて良いものではない。

　止水は自分の主義など捨てて、すぐに食事場所の変更を提案した。

「場所を変えましょう！　お姫さま！」

「つまり、トイレの個室だね！」

「そんなわけないだろ!!」

　羽玖の事となると止水は冷静さを失う。

「だってさ、止水は隠れてトイレの個室でご飯食べてたじゃん。

　あれって楽しいからでしょ？」

　楽しかったわけではない。

　それでもわりかし居心地が良かったのはたしかであるが。

「ほー、それはそれは、さぞ楽しかったでしょう。

　一人でおトイレの中でオカズにふけるとは、止水さまらしい素晴らしい趣味です」

　妹の詩乃がニヤリと笑う。

「ジト」

　それに対して冷ややかな視線で返す止水。

　詩乃程度の煽あおりに反応する止水ではない。

「詩乃さん日本語としておかしいです。

〝オカズにふける〟とはどういう意味でしょうか？」

「お姫さま、これは毎度の詩乃の悪ふざけです。気にしたら負けです」

　止水は極きわめて冷静に対処する。

「あ！　いつものヤツですか」

　話が広がるのを阻止されると、詩乃は少しつまらなそうな顔をした。

　本当に詩乃は人をおちょくる事が好きなのだなぁと止水は思った。

　その直後──。

「あ！　なんだ！　止水が個室にいったのって！　あの時に止水はオナぃ──うぐっ！」

　そのまま前のめりで歌乃が倒れる。

　アホの歌乃が下ネタに反応する事を詩乃は予想していた。

　彼女は歌乃を巻き込む事で下ネタ話を続けるつもりだったのだろう。

　だがお姫さまにそんな下品な話を聞かせるべきではない。

　止水は正しき従者としての役割を果たす。

　歌乃には悪いが、禁断の四文字の二つ目〝オナ〟と歌乃が口にした瞬間に、止水は音速拳を撃ち込んだ。

「どうされましたか？　いきなりお腹なかを押さえて」

「ああ、お姫さま問題ありません。

　カップラーメンばかり食べてるからお腹が痛くなるんだよ。

　さぁ教室に行くよ。歌乃」

「止水……こ、ころす……」

　沈黙させる事に成功したが、どうやら気絶はしなかった様だ。

　さすが小鳥遊歌乃といったところか……。
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　そんなこんなで、昼休みは机を四つつなげて四人で食事をする様になった。

　雨宮羽玖、小鳥遊詩乃、そして小鳥遊歌乃。この三人が一緒に食事している姿は絵になる。

　だが、そこに昕門止水が混ざっているとなれば違和感しかない。

　ネテスハイム学園都市で生活するにあたってもっとも注意しているのが「目立たない事」だ。

　それは彼が生きていく上でもっとも有効な戦略であったからだ。

　そんな簡単な事すらままならない。

　昕門止水は自分の感覚が日常という空気で鈍ってきているのではないかと考えていた。

　そんな止水を見て小鳥遊詩乃はこう言った。

「止水さまは、人の心を操あやつるなど造作も無いことだと思っていたのでしょう。

　それは半分正解で半分不正解です。

　止水さまは悪意の世界でこそ悪魔的な頭脳を発揮されますが、この様な平和な世界では通用しません。

　止水さまは善意に対して無防備すぎなのです」

　詩乃はめったに表情を変えない。

　どんな時でも感情の起伏を見せない。

　それが彼女の生存戦略の一つであった。

　この時、小鳥遊詩乃はこう付け加えた。

「日常というままならぬ状況で、私は止水さまとこの様な時間を過ごせて幸せですよ」

　自然な笑顔の詩乃。

　詩乃は良く微笑ほほえむが、どことなく悪意が感じられる事が多い。

　だが、この時の笑顔はあまりに自然で、止水は〝詩乃にもこんな笑顔があるのだな〟と思った。

　日常というままならぬ状況。

　たしかに、それまで止水が生きてきた世界と勝手が違いすぎる。

『悪意の世界』

　彼がそれまで生きていた世界のルールは単純だった。

　生か死か、勝者か敗者か、あるいは得か損か、それらの思惑が生む均衡点しかなかった。

　人の根源的な欲望というのはいい。

　非常に分かりやすい。

　根源には無駄がない。

　欲にも恐怖にも無駄がない。

　欲や恐怖の前で、人は極めて単純に動物的な行動をとる。

　だからこそ止水は容易に過酷な世界の心理を操ってきた。

　だがこちら側の世界というのはまったく違った。

　こちらの世界、いわゆる平和な世界では多様なルールが存在しており、多用な価値観がある。

　人々は多様で小さな〝欲〟を持ち、小さな〝欲〟はさらに多くの感情を作る。

　あまりに多すぎる感情の均衡点は複雑で分かりづらい。

　自分の能力は悪意の世界でこそ有効だが、この世界では通用しない。

　たぶん小鳥遊詩乃が言う事は正しいのであろう。

　微笑む詩乃を見て、止水はため息をついた。

　ままならぬものだが──不思議と悪くは無い。

　その様な感情も少し止水を困惑させていた。

　ままならぬ物がいいわけがない。

　この学園都市に止水を呼び寄せたのはネテスハイム学園都市理事長の雨宮透華だ。

　彼女はたぶんこの状況も想定していたに違いない。

　雨宮羽玖の祖母である雨宮透華は百年以上生きているらしい。

　彼女の前では、天球儀アーミラリースフィアゲームでもっとも恐れられた存在である愚者ザ　フール昕門止水もたんなる〝愚かな人間〟なのかもしれない。

　詩乃と羽玖の転校について透華は「羽玖と小鳥遊詩乃の意志じゃよ」と言っていたが、すべては彼女の思惑通りだと思われた。

　雨宮透華は、天球儀アーミラリースフィアゲームの様な「勝利」と「敗北」だけが支配する単純な世界だけでなく、この複雑な世界すらも自在に操っている。止水にとってはあの人こそ化物だ。

「でもさぁ。その連打で買った服って本当に可愛いんだよー。

　沢山あっても、まぁいいかなぁって感じの服なんだよねぇ」

　先ほどの話を歌乃が続けている。

「大人っぽい素敵な服だと詩乃さんが仰おっしゃってましたね」

「羽玖さまも見てみたいとは思いませんか？」

「はい、詩乃さんは写真など持ってないのですか？」

「写真ですか、写真も良いと思うのですが……どうでしょうか？

　羽玖さまも着てみては？」

「私がですか??」

「それがいいよ。わざわざお姫さまに合うサイズを詩乃がオーダーして買ったんだよ」

「そうなのですか？」

「……」

　なぜか一瞬の沈黙があった。

「その、一度ぐらいは羽玖さまとお揃いでお洋服を着てみたら楽しいかと思いまして……」

　いつも通りの涼しい顔をしているが、詩乃は逸そらすように視線を落としている。

「詩乃でも本心を口にする時はやや恥ずかしいものなのかな？

　微妙に視線逸らしたねぇ」

「気のせいですよ。お姉さま」

　ジロリ……奇妙な笑いを浮かべる詩乃。

　いつも通りの悪意が混ざった笑顔である。

　そんなやりとりを無言で止水は聞いていた。

　いつも楽しそうな三人の会話をよそに、ずっとだまり続けるのが止水スタイルだ。

「止水さまもご興味がありますか？」

　突然話を振られる。

「いや、全然ないけど」

　適当に答えておいた。

「我々のものはヴィクトリアン仕様ですが、羽玖さまのものはフレンチ仕様です」

　羽玖が〝ポン〟と手をたたく。

「その様な形式がある洋服なのですね。

　なんだか本格的なドレスのようですね」

「はい本格的です。

　フレンチ仕様はとても大人っぽく可愛いらしいですよ。

　足も長く見えますし」

「足がですか??　ぜ、是非、着てみたいです！」

「そんなこんなですが、止水さまはご興味はないのですよね」

「フレンチ仕様……」

　止水がその言葉を反芻はんすうする。

「気になりますか？」

「それって？　ガチのフレンチ？　それともフレンチタイプ？」

「両方あります」

　止水は小さく頷うなずいた。

「見たい」

　ああ、ヴィクトリアン仕様とフレンチ仕様という言葉だけで分かるのですね。

　さすが止水さま。

　陰キャラを演じているというか、むしろ陰キャラそのものではありませんか。

　しかもすがすがしいまでのロリとなると。

　単なる陰キャラのオタクですよ！

　と詩乃は心の中でつぶやいた。

　羽玖の前で〝ロリ〟は禁句なのである。
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　帰宅時間、校門の前に二つの人影があるのに止水しすいは気がついた。

　見覚えのある顔がこちらに走ってくる。

　少女が止水の前で立ち止まった。

「この前はどうもありがとうございました」

　その場で頭を下げる。

　その姿は、帰宅途中の生徒達の注目を集めた。

　ほとんどの生徒がその制服に見覚えがない、それは七Ｆ高ななえふこーの生徒が一生接点を持たないほどのエリート校だからである。

　それでも、校章の形から第三区画の学生である事だけは分かった。

　生徒の中から「第三区画ケセド女学院じゃない？」という声が聞こえた。

　七Ｆ高ななえふこーからすれば第三区画ケセド女学院はお嬢様学校である。

　そのお嬢様が七Ｆ高ななえふこーの生徒に頭を下げているのだ、注目を集めないわけがない。

「ん？　誰だれなの？」

　歌乃かのは頭を下げている少女を覗のぞき込む。

「あ、すみません！　私は県あがた咲乃さくのといいまして、昕門あさかどくんにお世話になった者です」

「お世話かー」

　妙に間延びした声で歌乃が止水を見つめる。

「県さん。目立つからそんな頭とか下げないでくれるかな？」

「あ、す、すみませんっ。昕門くん」

「いや、敬語とかもやめてくれないかな？」

「そ、そうですけど」

　七Ｆ高ななえふこーの生徒達は立ち止まりはしないものの、横目でこのやり取りを見ていた。

　せめて、頭を下げる相手がティファレト学園高等科から転校してきた小鳥遊たかなし詩乃しのや雨宮あまみや羽玖はくであったならば誰しもが納得するであろうが、昕門止水はここでは平凡以下の生徒として生活している。

　そんな冴さえない男子生徒に、遙はるか上の存在である第三区の学生が頭を下げる。

　それは相当奇妙な光景に映ったであろう。

「ごめんなさい。一度お礼を言いたくて、こんな場所で迷惑だとも思ったのですけど」

「敬語だけでもやめてくれないかな！」

　止水は笑いながらもやや威圧的に言った。

「ご、ごめんなさいっっじゃなくてごめんっ」

　ふたたび頭を下げる。県。

　そんな姿に止水はため息を漏もらす。

　今さら目立つも何もないか……。

　校門に立つもう一人の影を見ながらそんな事を思った。

　その人物の身長は190㎝近くあり、相当な威圧感を持っていた。

　生徒から「あれって、もしかして第二区のケテル学園のものじゃないかしら？」という声が聞こえる。

　第二区はネテスハイム学園都市において、圧倒的なエリートが住む地域だ。

　彼もまた止水の前まで来ると。

「昕門、申し訳ないが、この前の件で話をさせてくれ」

　県咲乃の様にいきなり頭を下げるという事は無かったが、彼もまた前回の天球儀アーミラリースフィアゲームの事を謝りたい様であった。

　こちらの対応の方がまだスマートではあるけど、どちらにしてもこの男の場合は、存在そのものが目立つ。

　男子生徒の名前は祁答院けどういん一馬かずま。

　女生徒は県咲乃。

　共に前回の天球儀アーミラリースフィアゲームでパーティを組んだ。

　彼らが謝る理由など本来ならば無い。

　ただ成り行きで二人を助けたに過ぎない。

　止水にとってはそれ以上でもそれ以下でも無かった。

「なんか知らないけどさ。なんだったらみんなもウチに来なよ」

　歌乃が二人に提案する。

「君は？」

「小鳥遊歌乃だよ。詩乃のお姉さんなんだ」

「あ、ああ、君達は姉妹しまいなのか。やたら似ているな？」

「まぁ、双子だからね。

　それよりもさぁ。羽玖ちゃんと止水がウチに遊びに来るのだけれども、二人もついてくればいいじゃん。

　そっちのデカい人も止水にお話あるんでしょ？」

「いいのか？」

「うん、ウチはすんげぇでっかいから大丈夫だよ。ねぇ詩乃」

「はい、問題ありません。ちなみに咲乃さまに合うサイズもちゃんと用意してあります。バリバリのビッチ系フレンチ式です」

「え？　な、なんの話かしら？」
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　七区は他ほかの区画と比べものにならないぐらいに大きい。

　ターミナル駅がある七区は、城塞都市の全人口の八割以上が住んでいる。

　当然、移動はバスや路面電車などを使う。

　七Ｆ高ななえふこーから小鳥遊姉妹の家までは路面電車を使う。

　七区の中心部である繁華街を越えて二駅ほど越えると閑静な住宅街が広がっていた。

　その住宅街を歩きながら県咲乃は感嘆の言葉を漏らす。

「七区にもこんな場所があるんですね」

「ここは七区でも結構お金持ちが住んでる地域なんだ。

　ネテスハイム社の人間じゃなくても世の中には金持ちが沢山いるからね」

　止水がそんな説明をしている間に大きな門が見えてくる。

　その前で小鳥遊姉妹は立ち止まった。

「え？　も、もしかして……これが小鳥遊さんの屋敷なのかしら？」

　門には『小鳥遊』と表札がかかっている。

　祁答院もその屋敷に驚いている。

「お、俺おれの家よりも大きいんじゃないか？」

　ネテスハイム学園都市は、その区画によって明確な地位の差が存在する。

　それは中心部に近ければ近いほど財閥の中枢に関かかわっているからである。

　当然、所得はランクが高い区画ごとに上がっていく。

　祁答院が住む第二区の暮らしはほぼ近世における貴族の様な暮らしと考えて差し支えない。

　その祁答院を以もってして巨大と言わしめるほどの大邸宅であった。

「まぁ、入ってよ」

　──ピッ！

　声紋認証で巨大な門が開く。

「これだけ利便性が高いのだから、七区といえども地価が高いのではないのですか？」

「そうだったかなぁ」

　県の質問に歌乃が適当な返答をする。

　門をくぐった後も巨大な庭園が続き屋敷まではかなりの距離があった。

　屋敷はアール・デコ様式で作られたコンクリート造の二階建てで、正面玄関には巨大な女神像のガラスレリーフが飾られており、まさに近代芸術の粋すいを尽くした瀟洒しょうしゃな建物であった。

　レリーフと玄関をこえると、吹き抜けの巨大な大広間が姿をあらわす。

　ガラス照明のみならず、扉を装飾しているエッチング・ガラスまでが美しいデザインであり、壁に取り付けられたラジエーターのカバーまでもが見事なアール・デコ様式で作られていた。

　いかにも執事やメイドなどが出てきそうな雰囲気であるが、人の気配は一切いっさいない。

「ご家族はお出かけですか？」

　県咲乃が屋敷を見回しながら尋ねる。

「違うよ。この屋敷は私と詩乃だけが住んでいるんだよ」

「そ、そうなんですか？　親御おやごさんは出張とかされているのですか？」

「親なんてだいぶ前に死んじゃってるよ」

「そ、そうなんですか。すみません」

　県は申し訳なさそうに頭を下げる。

　羽玖は屋敷を見渡す。

「使用人もいない様ですね」

「うん、人がいると気が散るからねぇ。

　だいたい今の時代はロボットがやってくれるじゃない」

「まぁ、そうかもしれませんけど……」

　屋敷をきょろきょろと県は見渡す。

　たしかにある程度は人工知能が仕事を代行してくれる。

　だが、この時代においても人にしか出来ない仕事が多く残されていた。

　その中の一つが〝使用人〟の存在である。

　人というのは「人間的なもの」に安心感を抱くものらしく、医療現場や介護の現場などでは思いの外ほか人工知能は普及しなかった。

　使用人というものもそれに近いものがあるらしく、巨大な屋敷を持つ者の大半があえて人間の使用人を使っていた。

　生活における雑用やセキュリティなどは、人よりもむしろ人工知能の方が得意分野であり、効率的に仕事を成し遂げる。

　なのだが、巨大な建造物に自分を含めた数人の家族しかいない。セキュリティが万全だとしても、その様な状況にほとんどの人が慣れないらしい。

　鉄筋コンクリート製の小鳥遊邸は、入り口のガラスレリーフの冷たさも相まって、二人の少女だけが住む空間には似つかわしくない雰囲気を放っていた。

「使用人はいないんだけどさ。

　インターネットとか見てたら使用人が着る服が可愛かわいいって事を知ってね」

「使用人の服と言うのはもしかして……」

「そのもしかしてです。羽玖さま」

　両手にメイド服を持った詩乃が立っていた。





§






「じゃーん！　どうだろうか？」

　紅い絨毯じゅうたんの上に白と黒のメイド服を身にまとった四人が並ぶ。

「どうでしょうか？　止水さま」

　詩乃と歌乃が着ているのはヴィクトリアン式メイド服というヤツだ。

　イギリスヴィクトリア朝時代のメイド服を元にしたもので、ロング丈の黒いワンピースに白いエプロンが特徴だ。

　とは言っても厳密にヴィクトリア時代の給仕服ではなく二十世紀末頃ごろにリバイバルされたものである。

「ほらほら、見て見て！」

　歌乃は自らのスカートをめくる。

「かぼちゃパンツがこんな大きいんだよ。

　スカートの中も白い布だらけでえらい事になっているんだよ」

「パンツではありません。ドロワーズです。あとスカートの中はペチコートです」

「な、なんか私達のは少しデザインが違うのですね。詩乃さん」

　羽玖は膨らんだスカートを押さえている。

「そちらはフレンチ式メイドですからね」

「フレンチ式というか、今世紀初め頃に流行はやったメイド服じゃないですか」

「良くご存じで、とは言いましても今の時代にメイド服と言われるものは大半がリバイバルものです」

「私も下着はドロワーズが良いのですが……少し落ち着きません」

「いいえ、羽玖さまそれは違います。

　そのメイド服は白いニーソックスとガーターベルトがセットなのです。

　だからこそ、ヒールが高い編み上げの黒ブーツが似合うのですよ」

「詩乃さんが着ているヴィクトリア式だって編み上げのブーツではないですか」

「はい、そうですが、羽玖さまの方がわかりやすく厚底のブーツになっています。

　足がすらりと長く見えるのですよ」

「たしかに、それはそうかもしれませんけど……」

　少し困った顔をする羽玖。

「編み上げのブーツが映える白いニーソックスに数多くのレース、たしかに足は美しく見えます。なのですが、これだけ足を出してしまうというのは少し……」

　困ったという感じでため息を漏らす。

「すらりと足が伸びてしまったので、少し露出が多いですよね」

　本当に困っている様には見えない。

　彼女の瞳ひとみがキラキラと輝いている。まったく喜びを隠しきれないでいる事をその場にいる全員が分かっていた。

「ちょっとはしたない感じがしますよ？　どうでしょう」

　そう言いながらくるくると回る羽玖。

「中のパニエで見える事はありませんが、こうやって回っているとスカートが舞い上がってしまいます。あまり良くありませんよね」

「あまり良くありませんよね」といいながら何度も回る羽玖。

　なぜか軽かろやかなステップを踏んでいる。

　そのステップはもはや踊っている様にすら見えた。

「うーん。やはり私にはヴィクトリア式の方が良いと思うのですが？

　止水はどう思いますか？」

　誰しもが心の中で「そんな身長が低い人間がロング丈とか着たら、球体関節とかありそうなヤツになる！」と思った。

「いいえ、フレンチ式も素晴らしいと思います。

　ですが、たぶんヴィクトリア式もお似合いになるでしょうね」

　そんな中でも忠実なるイエスマンの止水は羽玖を褒め称たたえた。

「詩乃さん、ヴィクトリア式も着てみたいです」

「それは次回のお楽しみという事でいかがでしょうか？」

「そうですか。でしたら本日はこのままでいましょうか」

　そう言いながらまた一回転する。

　どうやら、大きな腰のリボンがふわりと舞うのが特にお気に入りだった様だ。

「え、えっと私はどうかしら？　昕門くん」

　止水の前におずおずと県咲乃が立つ。

　県のメイド服も羽玖と同じフレンチ式であった。

　ただ、羽玖とは比べものにならないぐらい扇情せんじょう的に見えてしまうのだが……。

「フレンチ式って、本当はもっとスカートが短かったり、布とかレザーだったりするらしいよ。止水」

「まぁ、その呼び方自体が俗称というか、総称みたいなものだから定義とかないんじゃないの？　良く知らないけど」

　知らないという割りに細かく答える止水であった。

「でもさぁ。私が着ているヤツと違って、県ちゃんが着ているメイド服はいろいろとかわいいんだよ！」

　そう言って県のスカートに手をかける歌乃。

「きゃー、なんでスカートをめくろうとするのですかー!!」

「ほらほら見て！　止水！　これガーターベルトって言ってね。このニーソがずり落ちない様にするためにあるんだよ」

「み、見せて説明したいのなら自分で着てください！　歌乃さん！」

「あー、ガーターベルトのヤツはさぁ。なんか付けたらトイレ行けなさそうじゃない？

　いろいろとめんどくさいからやめたんだよねぇ」

「付ける順番が違います！　あれはパンツの下につけるのです。そうすればちゃんとパンツも脱げます！」

「へぇ、そうなんだ。パンツの下に付けると脱げるのかぁ。

　詳しいねぇ咲乃さん。そういうのいつも付けたりしているのかな？」

「ち、違います！　着方なんてネットで調べればすぐ出てきます！」

「え？　着替えている時とかパソコン使ってたっけ？」

「インターネットをパソコンでって、いつの時代の人ですか歌乃さん。

　だいたいスマートコンタクトレンズで調べ物するのが普通じゃないですか」

「何それ？」

「え？　付けてないのですか？」

「だって知らないもの。何それ？」

「眼球に取り付けるレンズ型の端末です。

　ネットにアクセスが簡単にできますから、何でも調べる事が出来ます。

　これ付けないで生活してたら不便じゃありませんか？」

「あー、それかー。私も似たようなもの持ってるよ」

「そりゃそうですよ。いまどき子供でも付けてますよ。

　たぶんこの学園都市で使ってない人間なんていないんじゃないかしら？」

「でも、そんなの使ったらカンニングとかし放題じゃない」

「ほ、本気で言ってるのですか？

　スマートコンタクトレンズは校内では、検索機能などが情報端末にアクセスは出来ない様に設定されています。

　使えるのはメッセージ機能と地図機能ぐらいのものです。この二つは学校でも必要だったりしますからね。

　もし、そのプログラムを書き換えて使用したら、すぐに受信電波を学校のセンサーが探知します」

「なるほどねぇ。インターネットって電波でやるんだもんね。そっかそっか」

「歌乃さんって、なんか浮き世離れしているというか……今までどこで暮らしてたのですか？」

「これまでの暮らし？　すんげぇ楽しい場所で面白おもしろおかしく暮らしてたよ」

「そ、そうですか……」

　よく分からない答えに県はとりあえず相づちを打っておいた。

「でもさぁ。県ちゃんのパンツってさぁ」

「きゃぁああ!!」

「なんでこんなふりふりのフリルがたくさん付いているの？　メイド服にばっちり合いすぎだよね。勝負下着ってヤツかな？」

「違います！　普段からこんななんです！」

「そうなんだ。私も欲しいなぁ。あ！　このリボン可愛いね」


「きゃぁぁ！　なんでめくるんですかぁ!!」



　また歌乃は県のスカートをめくっていた。

「……」

　止水はそんな喧噪けんそうなど関係なく、ジッと詩乃の顔を見つめていた。

「それなりに動きやすさを追求した構造のメイド服だね。詩乃」

「ええ、動きやすいですよ」

「やたら布面積が広い服はいろいろなものを隠せる」

「そうですね。止水さま」

「二人共お揃そろいのメイド服なんだ」

「そうですよ。止水さま」

「……」

　二人の間に一瞬の無言があった。

「わざわざ見せてくれた意図は？」

「羽玖さまのお姿を見せたかったというのが一番です」

「たしかに、お姫さまもうれしそうだし……」

　羽玖は自分の足下を見ている。

　踵かかとをあげたりさげたり、内股にしてみたり、自分の足が長くなった事が相当うれしいらしい。

「羽玖さまが喜ぶ姿が私は好きです」

「それはボクもだよ」

「それ以上に羽玖さまがお困りになる姿も好きですけど」

「それはないかな。たしかにお姫さまの困った顔も可愛いけど」

「でも、羽玖さまが本当に悲しそうなお顔をされるのを見るのはつらいです」

「それは同じだ」

「ですが、世界には〝好き〟と同じ数だけ沢山の〝つらい〟があります」

「……」

　再び二人は無言になる。

　それはとても長い沈黙となった。

「どうしましたか？　止水」

　無言の二人に羽玖が近づいてくる。

「いいえ、羽玖さまがあまりにもかわいらしいというお話をしていただけです」

「その様には見えませんでしたが」

「そうですか？」

　詩乃が羽玖の耳元でささやく。

「いいえ、今のお言葉通りです。

　止水さまは羽玖さまのお姿に魅了されているからこそ、この様な難しい顔をされているのですよ」

「ジトリ……」

　その言葉を聞いて羽玖が詩乃を見つめる。

「いかがなされましたか？」

「また、詩乃さんがからかってくるのかと思いましたので、注視しております」

「なるほど」

　詩乃は少し苦笑いをした。

「正しい反応です。

　私はあまり良い従者ではありませんでしたから、そうやって私を警戒する事は良い事ですよ」

「いいえ、詩乃さんは良い従者ではありますよ。

　ただ少しおふざけがすぎるだけです」

「おふざけですか。

　ですが、やはり私の様な従者は信用しない方が良いでしょう」

「何故なぜ、その様な事を言われるのですか？　詩乃さん」

「羽玖さまを守れるのは昕門止水だけです。他の誰でもありません。

　私など、決して信用しないでください」

「それは……どういう意味でしょうか？」

　羽玖は真剣な目で詩乃を見つめる。

「きゃわわぁぁあ!!」

「本当だ！　ガーターの上からパンツはくと簡単に脱げるんだぁ！」

「どこの世界に本当に脱がす人がいるんですかぁ！　見れば分かるじゃないですか！」

「いや、だって県ちゃん落ち着いてパンツとガーターを見せてくれないんだもの」

「男の人がいる場所で気軽にパンツ見せる人なんていませんよ！」

「まぁ、いいじゃん。減るもんじゃないしさぁ」

「良くありません!!」

「パンツの裏地ってどうなってるの？　なんかこれおしりの部分スケスケな感じがするけど？」

「きゃぁ！　そんな事ありません！　極きわめて普通です！　普通の布です!!」

　羽玖と詩乃と止水の緊張感は、歌乃と県の大騒ぎにかき消された。

「ぎゃわぁ！　ちょ、なに本気で脱がしているんですか！　洒落しゃれになりませんよ!!」

「こうやってさぁ。スカートの下で膝ひざあたりでひっかかったパンツってエッチだよね。私はエロ可愛くてこういうの好きだなぁ」

「知りません!!　そういうのは自分でやってください！」

　急いでパンツを直そうとする県。

「あ、そうやってしゃがむと後ろからおしりが丸見えだよ？」

「っッッ!!」

　急いでお尻しりのスカートを押さえる県。

「あはは、県ちゃんは面白いなぁ」

「面白くなんてありません!!」

「……」

　そんな中、一人の男が沈黙していた。

　その男の名は祁答院。

　まるで仏像の様に動くことがない。

　否いな、動く事も喋しゃべる事ももはや彼には出来なかったのだ。

　ただ、真まっ赤かになるだけであった。





§






「それではまた明日学校でお目にかかりましょう」

　ペコリとお辞儀をする詩乃。

「それでは失礼します」

　黒塗りの車に二人は乗り込み、羽玖も皆に別れを告げる。

　詩乃は従者として第一区の雨宮邸まで自動運転の車で羽玖を送り届ける様である。

「んじゃねぇ！」

　歌乃が自宅から大きく手を振る。

「我々も帰るか、途中までは昕門も一緒だろ？」

「ああ、そうだね。駅方向だから」

　小鳥遊邸を祁答院と県と止水は後にした。

　駅方向に十分ほど歩いた丁字路で祁答院は立ち止まる。

「それではここで失礼するよ、昕門。

　あまり謝罪が出来なかったが、前回の非礼を許して欲しい。

　本当に申し訳なかった。

　自分がどれだけ未熟な人間か思い知った」

「そんな風に、人に何度も頭を下げるものじゃないよ。

　君みたいに位が高い人間ならば尚のことだよ」

「心遣い痛み入るよ」

　祁答院は振り返る。

「では、ここいら辺で我々は別れるか？」

　祁答院は県と共に上層区行きのモノレール方面に向かおうとする。

「あ、わ、私は、ちょっと七区で買い物して帰るから」

「そうなのか？　そろそろ暗くなるから気をつけろよ。

　七区はお前が住んでいる三区とは比べものにならないぐらいに治安が悪い」

「うん。気をつけるね。

　それじゃ、祁答院くん」

　祁答院と二人は別れた。

　その後も二人は七区の住宅街を歩いて行く。

　十分ほど経たっただろうか、それまで無言であった県がはじめて口を開ける。

「す、少し時間頂いていいですか？」

　帰り道、どの分かれ道でも、何故か止水と「同じ方向です」と県は言い続けた。

　なので、止水は自宅ではなく、とある場所に向かっていた。

「ちょうどいいタイミングだ」

　そう言って、止水は近くの公園を指さす。

「あそこで話を聞こうか」

　そこは、木々に覆おおわれた第七区自然公園だった。
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　日が傾き赤く染まる世界。

　そこに立つ二人の影があった。

　昕門あさかど止水しすいと県あがた咲乃さくの。

「昕門くんに頼みがあります」

「何？」

「昕門くん！　私の師匠になってください」

　止水はその言葉に対して返事もせずに、アルカナについて県に尋ねる。

「県さんは、大メジャーアルカナと小レッサーアルカナ、それぞれのランクにおける基礎能力アビリティの差がどれぐらいか知っているかい？」

「め、大メジャーアルカナに関しては良く知りませんが、小レッサーアルカナのランクは階乗かいじょうごとに数値があがっていくと聞きました」

「そう、理由は定かではないけれどもランクの基礎能力アビリティは階乗かいじょうごとに上昇していく」

　階乗とは数学において多々使われる概念である。

　遺伝子工学では、遺伝子配列の組み合わせなどをあらわすために使われており、遺伝子操作出産デザイナーベビーが盛んなこの時代においてはなじみが深いものであった。

「１の階乗は『1!』とあらわされる。

　1!＝１なので小レッサーアルカナにおけるランクの数字は以下の様になる。

　ランク１の基礎能力アビリティの数量は一。

　ランク２は2!＝２×１＝２となり基礎能力アビリティの数量は二。

　ランク３は3!＝３×２×１＝６となり基礎能力アビリティの数量は六。

　ランク４が4!＝４×３×２×１＝24となり基礎能力アビリティの数量は二十四。

　ランク５が5!＝５×４×３×２×１＝１２０となり基礎能力アビリティの数量は百二十。

　ランク６が6!＝６×５×４×３×２×１＝７２０となり基礎能力アビリティの数量は七百二十。

　単純計算すると──

　ランク４である県さんの基礎能力アビリティに対して、ランク５の祁答院けどういんくんは基礎能力アビリティが五倍となる。皇すめらぎくんはランク６だから──」

「それは単純計算した場合です。

　そもそも、守護アルカナの種類によってランク１の時点で基礎能力アビリティは異なります。

　たとえばタロットにおける皇くんのエースは、他ほかの小レッサーアルカナと違い、ランク１の段階で基礎能力アビリティの数字は二アビリティだと聞いてます」

「そうだね。だから皇くんの力はランク６だけど、計算上は『7!』が妥当だろう。

　だとしたら、ランク６エースの基礎能力アビリティはおよそ五千という桁違けたちがいな数字になる。これは小レッサーアルカナでは考えられない数値だ」

「そうなると皇くんは私の基礎能力アビリティの総量の──」

「二百倍以上と考えるのが妥当だろう」

「そうなりますね」

　県はその事実を口にして唇を嚙かむ。

　だが、止水は口調を変えることなく事実をただ述べていく。

「彼が一部で『アルカナ殺し』だと噂うわさされていたのは、彼の基礎能力アビリティの数値がちょうど、大メジャーアルカナのランクⅠと同等だからだろう」

「え？　大メジャーアルカナのランクⅠ相当？　それってもしかして……」

「基本的には、大メジャーアルカナも小レッサーアルカナも基礎能力アビリティの上がり方は同じなんだよ。

　大メジャーアルカナは神の力などと言われているけれども、数字上は小レッサーアルカナのランク７に相当するのが大メジャーアルカナのランクⅠにすぎない。

　ランクⅠの基礎能力アビリティはおよそ五千アビリティ。

　ランクⅡの基礎能力アビリティはおよそ四万アビリティ。

　ランクⅢの基礎能力アビリティはおよそ三十六万アビリティ。

　ランクⅣの基礎能力アビリティはおよそ三百六十万アビリティ。

　ランクⅤの基礎能力アビリティはおよそ四千万アビリティ。

　ランクⅥの基礎能力アビリティはおよそ四億八千万アビリティ。

　まぁ、こんな感じだろうね」

「え？　大メジャーアルカナのランクⅥの基礎能力アビリティって──

　よ、四億八千万もあるのですか??」

「正しくは四億七千九百万千六百だけどね」

「だ、だったら、あの皇くんがまったく歯が立たなかったのも頷うなずけます。

　皇くんの基礎能力アビリティが五千に対して太陽ザ　サンが四億八千万アビリティだったなんて、そんなの相手になるわけがない……」

「大メジャーアルカナが神の力などと言われているけれども、基本的には小レッサーアルカナと同じ法則でその基礎能力アビリティの総量が増えていくんだ。

　ただ階乗は後半になればなるほど桁違いな数字差となる。

　ちなみに、大メジャーアルカナでも例外ナンバーがいくつか存在していて、こいつらの基礎能力アビリティは六十二億以上はあると言われている」

「そ、そんな途方も無い基礎能力アビリティを持っている人がいるんですか!?」

「ボクもさすがに会った事はないけれどもね」

「そんなデタラメなインフレバトルの世界で私達なんかどう戦えばいいのですか？」

「それを言ったら、ボクの愚者ザ　フールも例外ナンバーなんだよ」

「え？　もしかして太陽ザ　サンよりも強いのですか？」

「逆だよ、逆。愚者ザ　フールの守護アルカナ特性は、小レッサーアルカナのランク１が『0!』からはじまるんだよ。

　だから愚者ザ　フールは最高ランクになっても四千万アビリティ程度の力しかない」

「ですけれども、四千万アビリティでも十分強いじゃないですか」

「『太陽ザ　サン』の杵島きしまくんは四億八千万も基礎能力アビリティがあるんだよ。ボクの十倍以上の力がある事になる」

「でも、昕門くんはあの人と互角以上に戦っていましたよね？」

「基礎能力アビリティはあくまでも数字的な魔力オーラに過ぎない。

　与えられた魔力オーラでどの様に固有能力ユニークスキルを使うかが問題だ」

「昕門くんは何故なぜ十倍もの力がある敵と互角に戦えたのですか？」

「杵島くんの《太陽を盗んだ男ザ・キッド・フー・ローブド・サン》って、太陽を作る能力、つまり核融合を起こす能力なんだよ。

　端的にいえば彼は水爆みたいなものをバンバン撃っている。

　当たり前だけど、こんな能力使い物にならない。

　そんな熱量を生み出したら、その場にいる全員が一瞬で蒸発するわけだからね」

「そういえば、ホーエンハイムの女性がそんな事を言ってましたね」

「綿雲わたぐもさんが言っていた通り、彼の《太陽を盗んだ男ザ・キッド・フー・ローブド・サン》は熱を生み出すより遙はるかに多くの力を封じ込める事に使っている。

　正しい数字は分からないけど、たぶん核融合炉と同等と考えれば一億℃ぐらいの熱を封じ込めている事になる」

「それを聞くと、少し非効率的な感じがしますね」

「そういう事。

　それに対して、ボクの固有能力ユニークスキルはあまり魔力オーラを必要としない。

　ボクの漆黒スキロスをただ使うのであれば、皇くんぐらいの五千アビリティでも十分使える」

「え？　だったら余った基礎能力アビリティを何に使っているのですか？　昕門くんって四千万アビリティあるのですよね」

「それは企業秘密。

　能力者が自分の能力を喋しゃべる事ほど愚かな事はない。

　特に『愚者ザ　フール』と言われる守護アルカナは『0!』なんてマイナス要素しかない特性を持っているのだから、いろいろと工夫しないといけない」

「工夫……。

　あ、なるほどたしかに昕門くんは、そのマイナス要素の『0!』ですら、自らのランクをNOノーと誤読させるための道具に使っていました」

「そういう事だね。マイナス要素と思われる特性だって、やり方次第ではプラス要素に変えることが出来る。

　何事も、表面上の数字にとらわれてはダメなんだよ。

　能力は高ければ高いほどいい。

　そう考えがちだが、そうじゃない。

　どんなに巨大な基礎能力アビリティの差があったとしても勝敗は決まらない」

「たしかに天球儀アーミラリースフィアゲームにおいては、必ずしも戦いに勝つ事が目的ではないと教わりました。

　でも、仮にですよ。仮に数千万倍の力を持つ敵に勝てる可能性なんてありますか？

　戦車、いいえ戦艦と虫けらぐらいの戦力差があります」

「そうだねぇ。

　たとえば、大昔のゲームは１ＭＢ程度のフロッピーディスク一枚より容量が少なかったんだ」

「はぁ？」

「今、ボクが自宅で遊んでいるゲームはその二千万倍の容量があるけど、必ずしも容量が大きいゲームの方が面白おもしろいわけじゃない」

「げ、ゲームの話は分からないので、ちょっと例たとえが分からないのですが……」

「えー知らないの？

　昔は16色でとてつもないドット絵を描く人がいたんだよ。

　その絵の綺麗きれいさと言ったら、二兆倍もの色数がある48ビットカラーのＣＧにひけを取らないぐらいでね」

「す、すみません……もっと意味分かりません。

　そもそも、おもしろいとか綺麗とかって主観の問題じゃありませんか？

　勝敗を決める例えとは違うと思えるのですが」

「だったらわかりやすく殺しで例えよう」

　その言葉に、県は少し緊張した。

　ゲームの例え話からなんのためらいもなく殺しの話になる。

　前ならば、なんとも思わなかったかもしれない。

　だが、前回の天球儀アーミラリースフィアゲームで昕門止水の姿を見た県にとっては、それこそが彼の本質の様に思われた。

「この地上で、人間を一番殺しているのが何か知っている？」

「えっと……」

　県は少しだけ考えた後に答える。

「人間を一番殺しているのは、たぶん人間です。

　まだ世界中に内戦がありますし、戦争状態の国だってあります」

「ああ、人間はそれこそあらゆる兵器を作り人間を殺している。

　だけれども不正解だ」

「そうなんですか？　人間以上に人間を殺せる存在なんていますか？」

「ああ、それが虫だよ」

「え？　虫ですか？　どんな虫なのでしょう？」

「蚊だ」

「あ！　そんな話を聞いた事があります。たしか蚊は病原菌の媒介者となるってヤツですよね」

「蚊は熱帯の感染症であるマラリアの媒介として、年間七十二万人以上の人間を殺している」

「その例え話は良く分かるのですけど、

　でも実際問題として、私の固有能力ユニークスキルでは蚊の様に病原菌を媒介させる事も出来ませんし、マラリアの様に敵を内部から破壊する事も出来ません」

「……なるほど」

　県の応こたえを聞いて、止水は腕を組んで黙ってしまう。

「ど、どうされましたか？」

「ボクは前回の天球儀アーミラリースフィアゲームで君たちの戦いを見ていた」

「ミノタウロス戦の事ですか？」

「ああ、あの戦いを見るかぎり、君からは強くなりたいという意志は感じられない」

「な、何故そうなるのですか？

　私だって創意工夫をしています。

　特に皇くんとの固有能力ユニークスキルの合わせ技で、私達はかなりの難局を乗り越えてきました」

「ああ、あれは見事な連携だと思ったよ」

「そうですよ。実際に《跳弾五芒星リコシェディスク》と《断ち切る叡智の十字剣キルウィスダム・スタヴロス》を連携させるには相当な訓練を要しました」

「だとして、その皇くんはいまや不在だ」
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「それに、あれを創意工夫と県さんが言うのはおこがましい。

　あの固有能力ユニークスキルの連携は、ほとんど皇くんが持つ身体能力のたまものだ」

「そ、それは……」

「祁答院くんとのペアで、君がクラスＡやクラスＳのダンジョンを今後生き残る事は出来ない。

　君は実はその事を良く理解している」

「それは、たしかにそうです」

「だから、君は皇くんのかわりに、寄生する相手を探している」

「き、寄生!?」

「ああ、自ら強くなろうとするのでは無く、あくまでもおんぶにだっこ出来る人間を探している様にしか見えない」

「そ、そんな事！」

「きつい言い方かもしれないけれども、君はもう天球儀アーミラリースフィアゲームから降りた方がいいと思う」

「な、何故ですか？　なんでそんな事を言うのですか？」

「理由は簡単だ」

「やはり、私が弱いからですか？　遺伝子操作出産デザイナーベビーとして出来損ないだからですか!?」

「それを言ったらボクは遺伝子操作出産デザイナーベビーではない。

　同じく皇くんも遺伝子操作出産デザイナーベビーでは無かった。

　そういう考えがそもそも間違っている」

「ま、間違っているのなら直します。ちゃんとした考え方にします」

「端的に言おう。

　その言い方がすでに間違っている。

　君は自分で考える事を放棄している」

「そ、それはっ」

「県さんは他人を頼りすぎだ。

　今回に関しても、自分で考えて努力するのではなく、ボクに教えを請こうてきた。

　その依存心があるかぎり、君は決して強くはなれない」

「で、ですけど！　それでも私は！　強くならないと！」

「強くならないと、どうなんだ？

　君が強くならねばならない理由とはなんだ？

　家のためか？　名誉のためか？　よりよい階層の区画に住むためか？」

「そ、それはっッ！」

「君に明確な理由などない。ただ、流されて、その様に思い込んでいる」

「っッ！」

　何か応えようとした。

　だが──何も言い返せない。

　たしかに、止水の言う通り、強くならなければいけない明確な理由などない。

　ただ流される様に、まわりに期待されてきたから、やらなければいけない気になっているに過ぎない。その様に言われた県には反論など出来なかった。

「わ、私はなんのために……」

　それ以上言葉が出ない。

　県はその場でうつむき、ただ黙る事しか出来なかった。

「ボクから言えるのはそれだけだ。

　では失礼するよ」

「うっ……うぅ……」

　うつむいた顔から涙がこぼれるのが見えた。

　それでも、止水はその場を立ち去る。

　これだけ言われれば、県咲乃はあきらめるであろう。

　実際、これ以上、彼女が天球儀アーミラリースフィアゲームに関かかわるのは危険だ。

　前回の『ダイダロスの館』で、雨宮あまみや羽玖はく暗殺計画を知ってしまった人間だ。

　その主犯である皇はもちろん、それに関係してしまった県咲乃、祁答院一馬かずまも、今やネテスハイムの反主流派にとって邪魔な存在である。

　彼らは、この三人の抹殺を考える。

　もちろん地上で殺す必要などない。

　もっとも過酷な天球儀アーミラリースフィアゲームに参加させればいい。

　超難易度のクラスＳ、そして片道切符と言われるクリア不可能なクラスSSダンジョン。

　こういった場所に放り込めばいい。

　前回はなんとかなった。

　だが、次回も全員救う事が出来る保証などない。

　まだ、ネテスハイムの反主流派による羽玖暗殺計画が続いているのであれば、次の天球儀アーミラリースフィアゲームでどんな手段を取るか分からない。

　だからこそ、止水は県咲乃を突き放したのだ。

　彼女を見極みきわめるために──。
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　ネテスハイムの大時計が大きな鐘の音を鳴らす。

　朝、七時の鐘。

　学園都市ネテスハイムにおいては、始まりの時間を意味する。

　鐘の音を聞きながら、校門をくぐろうとすると、止水は大声で呼び止められた。

　県が走ってくる。

　止水の前で立ち止まると、その場で肩で息をしていた。

「昕門くんって朝早いのですね。先に来て待ってようと思ったのですが」

「用件は？」

　止水は昨日と変わらず、突き放した様な口調で答えた。

「できる限りの作戦を考えてみました！　見てください！」

　県がノートを差し出す。

　登校している生徒達が立ち止まり、そんな二人を見つめる。

　当然だ。

　早朝の校門。

　走りながら男子生徒を呼び止める女生徒。

　立ち止まる男子生徒。

　ほとんど言葉を交わさずに、差し出されるノート。

　彼女の目は真まっ赤かに腫はれていた。そして目にクマも出来ていた。

　誰だれの目にも彼女が昨晩一睡も出来なかったのは明白だ。

　誰がどう見ても、告白にしか見えない。

　しかも相手は名門第三区画ケセド女学院である。

　目立つなんてものじゃない。

「明確な理由はないと言われました」

　県は大声で言う。

「たしかに明確な理由なんてありません。

　でも、強くなりたいという気持ちに明確な理由なんて必要でしょうか!?」

　止水はただ黙って聞いている。

　その光景を、立ち止まった生徒達も黙って聞いている。

「私は、あの時、昕門くんと出会ってから、変わりたいと思いました！

　強くなりたいと思いました！

　自分で考えたいと思いました！

　だから、その手助けをしてください！」

　県は頭を下げる。

「お願いします!!」
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　頭を下げたまま差し出されるノート。

　勘違いした生徒達はただ、固唾かたずを呑のんで見守る。

「分かった。では放課後、昨日の場所で」

　県が顔を上げる。

　喜びで目が潤んでいる。

「「おおおっっー!!」」

　何故か、立ち止まった生徒達が大声を上げる。

「ありがとうございます！　それじゃ放課後、あの場所で!!」

　そう言って、県はまた走っていった。

　その姿を確認せずに、止水は下駄げた箱に向かう。

　だが、何故か、見知らぬ男子生徒達に囲まれる。

「すげぇ！　勇気もらった！」

「あんな、可愛かわいくてエリートな娘を告白させるとか！　マジすげぇ！」

「俺おれたちでもイケるって教わったよ！」

「しかもお前みたいな陰いんキャラがよ！」

「来る！　俺たちにも来るんだよな!!　俺たちにもいつか可愛い嫁が告白してくる日が来るんだよな！」

「ああ、それを今日教わったよ！」

　手を握る者。抱きしめる者。止水の髪の毛をぐしゃぐしゃにする者。

　されるがままの止水は始終冷静な頭で考えていた。

　意味が分からない。

　多様な価値観の中では、まったく、自分の思い通りに物事が進まないものだ。

　平和な世の中とはかくもめんどくさいものか、と。

　と同時に思った。

　どんな世界だろうが〝強い欲望〟に火を付けるのは容易たやすいという事を。
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　日が傾きはじめ、影が長くなり始める時間。

　二人は昨日と同じ公園に立っていた。

「県さんのノート読ませてもらった」

「ど、どうでしたか？」

　ノートを開きながら、そこに書かれた事を読み上げる。

「跳弾五芒星リコシェディスクを細かく分割する。

　跳弾五芒星リコシェディスクを一枚にして巨大化させる。

　これら二つの能力変化を使っての戦略がいろいろと書かれていた」

「はい」

「この二つが出来るかどうか試したのかい？」

「一応は出来ました。

　昕門くんが言った通り、六枚しか跳弾五芒星リコシェディスクを出せないなんて事はありませんでした」

「守護アルカナの図像は、あくまでも固有能力ユニークスキルの初期イメージを形作るに過ぎない。

　もちろんそのイメージから、かけ離れた能力は出来ないが、だがマイナーチェンジ程度ならば固有能力ユニークスキルを変化させる事は出来る」

「その通りでした」

「それで？　正直に言ってほしいのだけど、どんな感想を持った？」

「え、えっと──」

　県は少しだけ言いい淀よどんだ後に、

「正直、あまり良くはありませんでした」

「そうだろうね。

　君のイメージの元になったペンタクル６のアルカナは、たしかに六枚の護符が描えがかれている。

　だからといって跳弾五芒星リコシェディスクが六枚と決まっているわけではない。

　理論上は何枚でも跳弾五芒星リコシェディスクを作る事は可能だ。

　だけど、君はその事に気がつかずに、ずっと六枚で跳弾五芒星リコシェディスクを使ってきた。

　長らく六枚で慣れてしまっているのだから、いまさら数を変えても上手うまく動かせない。

　例えるならば、指が突然倍に増えたり半分になったりする様なものだろう」

「そもそも指が増えたとして、人間って動かせるものなんですか？」

「脳には可塑性かそせいというものがあって、指が増えた分だけそれを動かすように対応出来る。ただし数には限界もあるし、かなりの訓練が必要とされている。

　跳弾五芒星リコシェディスクも同じように、現状では県さんの脳が六枚のディスクに対応出来る様にしか出来ていない」

「一枚の場合はそれなりにうまくいきました。跳弾の威力がかなり倍増されました」

「だろうね。でも使う必要などない」

「え？」

「読ませてもらった、結論から言わせてもらえば、どの案も使えない」

「そ、そうですよね。やっぱり──」

「〝やっぱり〟と言うことは、それには気がついたのかい？」

「天球儀アーミラリースフィアゲーム内ほどではないにしても、一応は第三区画ならば固有能力ユニークスキルは発動出来ます。

　もちろん威力はとてつもなく小さなものですけど」

「自分が考えた方法や理論を実際に試したというわけか」

「はい、跳弾五芒星リコシェディスクの数が増やせると分かったので、その使用法をできる限り考えてノートに書き留めました。

　そのすべてを実際に試してみたのですが………

　正直に言いますと、満足のいく結果ではありませんでした」

「だろうね。

　このノートに書かれている戦術を実戦で使うのはまず不可能だろう」

「仰おっしゃるとおりです」

　シュンとする県、だが、止水の態度は変わらない。

「で、ですが、もう一日ください。まだ出来る事があるかもしれませんから」

「もう一日の猶予ゆうよもないよ」

「そんな事言わずに、チャンスをください。必ず何かしら方法を考えますから」

「考える必要はない」

「昕門くん！　お願いします!!」

　県は頭を下げる。

「頭を下げるなんて時間の無駄だよ」

「ですけど！」

　県が頭を上げると、止水はあらぬ方向を向いていた。

「とりあえず、あちらに水飲み場が見えるよね」

「え？　あ、はい」

　たしかに、止水が見ている方向には水飲み場がある。

　だが、それが今の話と何の関連があるのだろうか。

　県はただ混乱していた。

　そんな県の混乱など気にせずに止水は話を続ける。

「君の位置からあの方向に、五メートル先、高さ三メートル、その場所に跳弾五芒星リコシェディスクを一枚出現させてくれるかい？」

　そう言って、止水は空中を指さす。

　県がその方向を見る。

　その場に目印となる様なものはない。

「分かりました。

　あ、ですけど……、この場所って第七区画ですよね」

「この地区でも『門』の力が及およんでいるから、能力を発動させる事は出来るよ。

　たしかにすべての区画の中で一番『門』から離れている。

　出せる能力は万分の一、いやもしかしたらもっと小さいかもしれない……」

「いいえそういう問題ではなくて、固有能力ユニークスキルをこの地区の人に見られるのはマズいんじゃないですか？」

　この第七区画はほぼ無能力な人間しかいない。

　そのため、天球儀アーミラリースフィアゲーム、守護アルカナ、それに関わる一切いっさいの事を知らない。

　否いな、知らされていない。

　第七区画においては能力を見せてはいけない、知られてはいけないというのは、能力者達にとっては不文律であった。

「問題ない。

　この公園全体にボクの力が及んでいる」

「え？　こ、この大きな公園全部ですか??

　そ、そんな事出来るのですか？」

　第七区自然公園はかなり巨大な敷地を有している。

　仮にここが天球儀アーミラリースフィアダンジョン内だとしても、これだけの広範囲に力を及ばせるのは並大抵のことではない。

「身体にはほとんど基礎能力アビリティを宿していないから、ランクは０表記になっているけれども、ボクの漆黒スキロスは愚者ザ　フールのランクⅥ相当だよ。

　大メジャーアルカナ最上位なのだから、その力は伊達では無いよ」

「で、でも守護アルカナもパラメーターも出現していませんが……」

　止水はニヤリと笑う。

「それも含めての大メジャーアルカナの愚者ザ　フールの能力だと考えるべきかな？」

「それが愚者ザ　フールの力……」

　県はその言葉に息をのむ。

　たしかに、このネテスハイム学園都市の内部であれば『門』の力は行使出来る。

　だとしても、この第七区は『門』である天球儀アーミラリースフィアからかなり距離が離れている。

　止水が言う通り、万分の一かそれ以下の力しか出せないだろう。

　にもかかわらず、愚者ザ　フールは、この公園すべてを包み込むほどの広範囲で力を行使する事が出来る。

　信じがたい事実だが、それが小レッサーアルカナと大メジャーアルカナの決定的なほどの差なのだ。

　県の脳裏のうりに、天球儀アーミラリースフィアゲームで出会った恐ろしい敵、太陽ザ　サンの守護アルカナ杵島琉生りゅうきの姿が蘇よみがえる。

　こちら側の生殺与奪せいさつよだつ権をすべて握っているかの様な、絶望的なまでの戦力差。

「っッッ!!」

　県は頭かぶりを振る。

　だとしても、県は今後、その様な存在と対峙たいじしていかなければならない。

　再び『門』をくぐるというのはそういう意味なのだ。

　だから、昕門止水はあれほどきつい言葉を県に投げかけた。

　県咲乃はそう考えている。

　それでも、自分は覚悟を決めたのだ。

　県は目標を見据える。

「それでは、やらせていただきます……」

　県は目をつぶる。

　ここでは基礎能力アビリティを出すだけでも相当な集中力が必要となる。


「ん！　んっッッ……」



　うめき声と共にパラメーターと守護アルカナが出現する。

「ぷはっッ!!」

　息を吐き出す。

　酸素が足りないのか、手の先が痺しびれる。

　守護アルカナを出すだけで一苦労だ。

　そんな思いでやっと出現させた守護アルカナだが、いつもの様な巨大な姿をしておらず、名刺ほどのサイズしかない。

「ち、小さいですね……。

　あと何故か頭の真上に出てますし……」

「あまりに力が小さすぎるから、脳波が一番届きやすい場所に出現したのだと思う。

　守護アルカナは、君の脳波を読み取って、固有能力ユニークスキルを発動させるからね」

「[image: ]……、だからって頭の上にタグみたいについてると、なんか頭悪そうです」

　県の頭の上で守護アルカナはふらふらと浮いている。

　他人が見たら、相当間抜けな光景に見えるだろう。

「それよりも、さっき言った場所に跳弾五芒星リコシェディスクを出現させてほしい。

　場所確認だから一枚だけでいい」

「一枚ですよね……、一枚だと……」

　決められた展開構成の中に、一枚だけを出すというものはない。

　県は頭で《跳弾五芒星リコシェディスク》を一枚だけ出現させる事を想像させて、固有能力ユニークスキルを発現させる。

「五芒星構成……あの場所に一枚だけ!!」
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　間の抜けた音と共に、空中にコインぐらいの五芒星が浮かぶ。


「ぷはっっッッ!!」



　その場で県は大きな息を漏もらす。

　守護アルカナを出すよりも、相当な力が必要な様だ。

「集中すると人は得てして息を止めてしまう。

　だけど、君の様な能力の場合は、ゆっくりと呼吸しながら落ち着いて能力を使わなければ効率的に力を行使する事が出来ない。

　通常時なら跳弾五芒星リコシェディスクが発現した時に音なんて出ないのに、奇妙な音が出たのは、いらぬ力が入った証拠だろうね」

「呼吸と能力って関係あるのですか？」

「もちろん、能力発動と身体からだはほぼ同期していると考えた方がいい。

　あらゆる武術やスポーツにおいて呼吸法は重要だとされている」

「そういえばスポーツの授業でそんな事を言われた記憶があります」

「それほど重要なのに呼吸法の鍛錬はあまり行われない。

　だが、極限の状況下、究極の集中力を必要とする局面では生死を分かつぐらいに重要なものだ」

「主にどんな事を注意すれば？」

「実際は能力の質によって呼吸法は変わるけど、跳弾五芒星リコシェディスクの場合は、丹田たんでんに意識を集中した呼吸法がいいだろうね」

「丹田ってへそのあたりでしたよね」

　県は自分のおへその下をなでて確かめる。

「いや、へその下から五㎝くらい、このあたり」

　そう言うと止水は県咲乃の丹田を押さえる。

「ひゃっ」

　下腹部を押さえられて、思わず声を出してしまう県。

「い、いきなり驚きますっ」

「それは申し訳ない。

　ただ手短に説明したかったので失礼した」

　まったく悪びれる様子もなく止水はそのまま話を続ける。

「そろそろ、答え合わせをしようか」

　県は少なからずムッとした。

　いきなり触られた事よりも、その反応の薄さにである。

　一応は県咲乃も乙女おとめではある。

　自分で言うのも何だが、学園では人気のある方だし、なんと言っても胸が同年齢とは比較にならないぐらい大きい。

　それなのに、いきなり乙女の下腹部を触ったあげく、悪びれるどころかほぼ無関心というか無反応。

　自分をまったく異性として見ていないという事だろうか？

　これが、年齢の離れた師匠ならば納得もするが、止水は同学年であるハズだ。

　女の子の下腹部に触れたのだ、かなりきわどい場所である。だったら止水だって少しぐらいは思うことがあっても良いのではないだろうか？

「なに考えている？

　そんな上の空ならば教えるのやめるよ」

　いつも以上に冷たい声で止水が言い放つ。

「あ、いいえ、ごめんなさいっ」

　県が謝った次の瞬間。

　視界に無数の縦軸と横軸の光線がはしった。

「え？　こ、光線？　いや、これって座標??」

　空間が座標軸で埋められる。

「あまり使った事ないかもしれないけど、君が付けているスマートコンタクトレンズの機能だ。

　スタートボタンを選択して『すべてのアプリケーション』の『機能』の『座標を表示する』で表示可能だ」

「え??　えええ??　なんで私のスマートコンタクトレンズを昕門くんが??」

　県はなにが起きたか分からずに混乱する。

　スマートコンタクトレンズとは、眼球につける視覚一体型のレンズコンピューターである。これはあくまでも電子機器であり、コンピューターウイルスにでも感染しないかぎり、他人が勝手に操作できるものではない。

　そんな県に対して止水は黙って足下を指さした。

「足下？」

「まず、仲間といえども、簡単に他人の言葉を信用しない事。

　ボクはさっき、この公園に誰も入れない様に匂わせた」

「はい」

「そして、さらに守護アルカナが見えない様にしたと思わせた」

「はい」

「あたかもこの巨大な公園すべてを包み込む様な結界を張った様な言い回しだったと思う」

「実際、そうだと思いました」

「いくら大メジャーアルカナだって、第七区でそんな広範囲を包み込む事なんて出来ないよ。

　そもそも、そういう無駄な基礎能力アビリティの使い方こそが、ボクがもっとも嫌うものだ」

「つまり、どういう事なのですか？」

「足下を見て気がつかないかい？

　今、ボクの影と君の影は重なっている。

　ボクの能力を思い出してごらん」

「あっ……」

　県は天球儀アーミラリースフィアダンジョン内で、止水がまとっていた影の様な存在を思い出していた。

　太陽《Theザ Sunサン》の杵島はそれを止水の眷属けんぞく『スキロス』と言っていた。

「昨日、咲乃さんからこの学園都市に住む人間はほとんどスマートコンタクトレンズをつけている事を聞いた」

「だって付けてないと不便じゃないですか」

「うん、たぶん便利なんだろうね。

　ただ、その便利さは諸刃もろはの剣つるぎでもある。

　最小の力で、他人の視覚を奪うにはどうするのが一番だと思う？」

「え？　もしかして、私のスマートコンタクトレンズに能力を干渉させていたのですか？」

「うん、干渉というか、直じかに操作してた感じかな？

　ボクの能力は、基本的には伸び縮みする触手みたいなものだ。

　問題点は、その伸び縮みするスキロスは黒いので、影がない場所だと案外目立ってしまう事だね。

　なので、わざと君と影を重ね、能力を見えづらくした」

「だとしても、固有能力ユニークスキルを発動させた瞬間は守護アルカナが見えるハズです」

「だから、指ゆびさして跳弾五芒星リコシェディスクの出現させる場所を指定した。

　指をさされれば誰だってその場所を確認する」

「え？　あの瞬間？

　私がそっちを見た時に、能力を発動させてそのままスマートレンズを操作したという事ですか？」

「そうだね」

「あ！　たしかに、レンズの設定が勝手にいじられてます!!」

「ちなみに、この公園全体を能力で囲っているなんて大噓うそ。

　ただし、この公園に入ってきた人間に対して、我々の姿を見せない様にさせているのは本当」

「どうやるのですか？」

「この公園は森林が多い、当然、樹木が沢山の影を作ってくれる。

　その影の枝は、ほぼ公園全体に広がっている。

　この影に紛まぎれて極限まで細くしたスキロスを網のように公園全体に広げる。

　もちろん、それほど極限に細くしたものだから出来る事は少ない。

　だけどもその影を誰かが踏んでいる事は分かる。

　張り巡らされたスキロスで、この公園にどの程度人がいて、どの場所にいるかはすべて把握出来る。

　もし仮に、誰かがある程度近づいてきたとしたら、君にやった様にその人の視覚をいじればいい」

「そ、そうなんですか、大メジャーアルカナともなると、結界みたいなものを作ってこの公園全体をすっぽり覆おおうことができるのかと思いました」

「そう思わせる事が重要なんだ。

　ただのブラフだけど、事実、広範囲の感知能力はあるわけだから、公園全体を覆い、他人の行動を強制させるぐらいすごい能力にも見える」

「はい、こんな場所でそれが出来るのだからとてつもない基礎能力アビリティなのだなぁと思いました」

「県さんには、ボクがとてつもない能力者の様に見えた。

　これが敵だったら、相手はかなり慎重な行動を取らざるを得ない。

　つまり敵の行動パターンを制限させる事が出来る」

「なるほど……、昕門くんはこれを狙ねらって、わざわざ森林が多い公園を選んだ。

　時刻も夕方と影が一番伸びる時間。

　ちゃんと準備と段階を踏んでから実行している」

「いい回答だ。

　ただ感心したり驚くだけじゃなくて、ちゃんと状況を分析している。

　それはとても大事な事だ。

　以後も観察と分析は怠らない様にするといいよ」

「あ、ありがとうございますっ」

「それよりも、君が出した跳弾五芒星リコシェディスクの場所を見てごらん」

　止水が指さした方向を見つめる。

「あ……」

　それを見て愕然がくぜんとした。座標に出された数値は、指定された位置から相当ズレている。

「こんなにズレているなんて……」

「転送系能力や具現系能力全般に言える事なのだけど、正しい空間座標に固有能力ユニークスキルを出現させるのはかなり難しい。

　相当な訓練が必要となる」

「あ、でも、このスマートレンズを使えば！」

「ＧＰＳ機能は人工衛星から送られる電波を使って座標を出しているのだから、天球儀アーミラリースフィアダンジョンでは使えないよ。

　県さんだって天球儀アーミラリースフィア内ではそのコンタクトは外しているだろ？」

「そうでした……。そんな単純な事すら忘れていました」

「どちらにしても、手軽で便利な道具には落とし穴がある。

　視神経ししんけいと直にコンピューターが繫つながっている様なものなら、ボクのスキロスで侵入なんて出来ないけど、咲乃さんが使っている様な一般的なものならばあらゆる方法で操作が可能だ」

「視神経と直接つながっている様なスマートコンタクトレンズもあるのですか？」

「コンタクトレンズじゃないけどね。そういうものは手術が必要な疑体ぎたいパーツだよ」

「疑体パーツ？」

「主に医療用に使われるものなんだけど、その利便性から軍事利用もされている。

　このタイプは『門』をくぐった先でも使うことが出来る。

　さらに、視神経にそのまま繫がっているので、ボクの漆黒スキロスで外部から操作するのは不可能だ」

「へぇ、でもそれもＧＰＳ機能使っているんじゃないですか？」

「いいや、ＧＰＳ無しでも十分使用に耐えられる。というかむしろ疑体はスタンドアローンで使用することが前提だし、さらに軍事用ともなれば、あらゆる過酷な状況下で使用に耐えられるものじゃないといけない。

　衛星の電波が届かない場所で使えないのなら汎用性は低い」

「凄すごいですね。少し欲しいなぁ」

「実質、自分の眼球が失われて機械で代用するわけだから、いろいろと大変だよ。

　興味本位で使うものじゃないし、そもそも軍事用は桁違いの金額だから、一般人が買えるもんじゃない」

「そうですか……」

「強くなりたいのなら、まず鍛えるのは身体だ。

　基礎能力アビリティを使うのはあくまでも人間の身体でしかない」

「それって、もしかして筋トレをしろという意味ですか？」

「身体というのは筋肉だけではないよ。

　視覚しかく、聴覚ちょうかく、触覚しょっかく、嗅覚きゅうかく、時には味覚ですら武器になりえる。

　あと、身体能力を高めると言っても、鍛えるのは基本的に脳だという事も忘れない方がいい」

「え？　身体能力を鍛えるのに何故脳なのですか？」

「動物は驚異的な身体能力を持っている。

　たとえばハヤブサは自身の速度に落下速度を加え、時速400㎞近い速度で小動物を捕獲する。

　人間ならば、そんな速度で小さな獲物を見る事すら出来ないし、速さに反応できずに間違いなく地面に激突するだろう。

　ハヤブサの様な猛禽もうきん類はあらゆる動物の中で特定の部位がもっとも発達している」

「え？　もしかして脳なのですか？」

「その通り、運動を司つかさどる部位である小脳は人間よりも遙かに発達している。

　人は脳が進化した動物と言われているけど、必ずしも一番脳が進化した動物とも言えない」

「人間の小脳ってたしかかなり小さいものだったと記憶しています」

「容積は小さいけれども、脳全体の総ニューロン数のうち四分の三が小脳に集中している」

「え？　小脳って、たしか意識とか司らない部位ですよね」

「それだけ運動に関わる機能は重要という事だ。

　固有能力ユニークスキルの操作は極きわめて身体的だ。

　実は、この部分を大半の守護アルカナ使いは分かっていない。固有能力ユニークスキルを単に魔術的な道具としてしか捉とらえていない。

　だが、固有能力ユニークスキルと身体性の関係に気がつけば、魔術的戦いは、奇術的な戦いに変化する」

「奇術的？」

「端的に言えば手品って事かな？　種も仕掛けもある戦いという事だね」

「それってどんな？」

「大がかりな奇術をするには、事前にどれだけ多くの種と仕掛けを仕込み、手際よく作業を完了させるかが大事だ。

　本質を見せない、あくまでも錯覚を見せる。

　そして敵を翻弄ほんろうする。

　それが出来れば、どれだけ巨大な力を持っている相手だとしても、十分に勝算を見込める」

「魔術的戦いから奇術的戦いですか……」

「それと……アドレスはこれでいいのかな？」

　県の視界に突然メッセージ通知の文字が表示される。

「って！　わぁ!!　いきなりダイレクトメッセージがきました!!」

「夜の十一時から朝の五時までは睡眠時間にするから。かならずその時間は就寝する様にしてほしい」

「あの……このアカウントは昕門くんのものですか？」

「ああ、そうだけど」

「そうなんだ」

　県はうれしそうな顔をする。

　そんな表情など意に介さず止水は説明を続ける。

「六時間以下の睡眠はかならず効率を低下させる。

　本人に自覚が無くてもその疲労がたまりエラーの回数が増え続ける」

「えへへ、ＳＮＳに登録してもらえたんだ」

「県さん。説明やめるよ？」

「え？　あ、な、なんでですか!!」

「そんなヘラヘラされたら教える気がなくなる」

「そ、そんなヘラヘラしてましたか？　じ、自覚ありませんでした。申し訳ありません!!」

「今度、不真面目まじめな態度取ったら、即刻、説明をやめるよ」

「すみません！　以後絶対にヘラヘラしませんっッ！」

「それで？　ボクが今何を説明したか、聞いてた？」

「え？　あの、その、このアカウントが昕門くんのもので」

「なに？　それ？」

　止水の表情はほとんど変わらない。だがその視線の冷たさが半端はんぱない。

「ご、ごめんなさい。でも、少しうれしくて」

「何がだい？」

「アドレス交換したし、昕門くんが本当に師匠になってくれるんだって思って……」

「感謝は結果で返してくれた方が助かる。無駄な感情は迷惑だ」

「はい……」

　県はシュンとする。

「六時間以下の睡眠は効率を下げる。だから六時間は絶対に寝る事！」

「分かりました！」

「夜の十一時から朝の五時までは睡眠時間とする、それ以外は絶えずダイレクトメッセージを送信する。

　その指示に従って跳弾五芒星リコシェディスクを出す訓練をしてほしい」

「絶えずってどれくらいですか？」

「基本、毎日一時間くらいだけど、三十分、十分などさまざまなタイミングで出す」

「授業中は？」

「もちろん、やってもらう。そもそもコイン程度の跳弾五芒星リコシェディスクなのだから誰にも気がつかれないハズだ」

「で、でも、私、地上だと出すときに結構集中力を必要とします」

「教師に気がつかれた場合は、素直に怒られる事。

　それでもやり続ける」

「え？　そ、そんな事したら呼び出しとかになっちゃいますよ！」

「だから、気がつかれない様に、できる限りスマートに出せる様に訓練してほしい。

　あとこれを持って行ってくれ」

　そう言うと止水は小瓶こびんを県に渡した。

「え？　なんか七色にキラキラと光ってます!!

　も、もしかしてプレゼント的なヤツですか!!」

　県が小瓶の中身よりも輝いた目で止水を見つめる。

　止水はそんな県の表情など意に介さずに応える。

「中には訓練に使うビーズが入っている。

　使い方はメッセージする。

　目標は一粒も無くす事なく、ボクに返す事」

「訓練用かぁ」

　少し残念そうに県はつぶやいたが、その後に、

「でも、七色のビーズもらえるだけでもうれしいです」

　そんな県に対して、止水は冷たい口調で、

「毎日、その瓶びんは返してくれ。どのぐらい無くなったか確認するから」

「え？　か、返すのですか？」

「当たり前だ。あくまでも訓練用なのだから」

「返す──

　あ！　そ、それって毎日、昕門くんに届けに行くって事ですよね！」

「ああ、下駄箱にでも入れておいてくれたらいい」

「直に渡すのは無しですか？」

「時間の無駄だ。これから次のゲームまで一分一秒も無駄にしたくない」

「そ、そうですよ……ねぇ」

　キラキラした県の目が一気に暗いものとなった。

「最後に──」

「はい」

「たぶん君が思う以上に過酷な数週間になると思う。

　だが、この試練を乗り越えなければ、必ず君は次のゲームで死ぬ」

「し、死ぬ……」

　県は生唾なまつばを飲み込む。

「だから、この困難な特訓を必ずやり遂げてくれ」

「は、はい！」

　止水は一切、特訓の意味するところは教えなかった。

　ただ、それがとてつもなく過酷なものである事は告げた。

　実際、この日から一ヶ月ほど、県はこれまでの人生でもっとも過酷と思える訓練を続ける事となった。

　メニューは次第に増えていくが、その意味も分からず、その真意も分からず。

　ただ、止水に言われた特訓を県は続けていった。

　止水は、県から「この特訓に何の意味があるのですか！」という不平が一度は来るものだと思っていたし、その対応も考えていた。

　だが、止水の思惑は外れた。

　県はただ愚直に特訓を続けた。

　その効果がどの様なものか分からず、何のためのものかも分からずにいたが、それでも県咲乃は過酷な訓練を続けた。

　県はただ止水を信じていた。

　県は決して優秀な遺伝子操作出産デザイナーベビーではない。

　優秀な遺伝子操作出産デザイナーベビーからみれば才能などない。

　なのだが、県咲乃は止水が想像していた以上に、誰よりもただ愚直であった。

　その愚直さの先にあるものを止水は見据えていた。
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　天球に変化があらわれた時、再び『門』が起動する。

　異世界ダンジョンを召喚する魔術機械天球儀アーミラリースフィア。

　その夜に天体にあらわれた星々が、召喚されたダンジョンの謎なぞとなる。

『世界秩序』をかけてその『門』を所有する十三血流じゅうさんけつりゅうが、その威信を賭かけて隠された至宝を奪い合う。

　その手札となるのが守護アルカナ。

　再び、大聖堂セフィロト・ダアトへの案内状が届けられた。

　止水しすいは受け取ったカードを見て少し困惑した。

「青銅ブロンズカード??」

　青銅ブロンズのアルカナカードは、今回のダンジョンがＣクラスである事を意味している。

　これは上から五番目のクラスのダンジョンであり、決して厄介やっかいなダンジョンではない。

「お姫さまが関わるからこそ、ボクが召喚されたわけだけど、何故なぜこんな低いクラスのダンジョンなんだ？」

　通常、上位ランカーはＡクラス以上のダンジョンを任せられる。

　小レッサーアルカナ最高ランカーの雨宮あまみや羽玖はくがこんな低レベルのダンジョンに召喚される事はほとんどない。

　ましてや、反主流派は率先して厄介なダンジョンを羽玖に押しつけたがるだろう。

　いくら、雨宮あまみや羽玖はくの保護者がこの学園都市のトップと言えども、作為的に羽玖を難易度が低いダンジョンだけに送り込むことは出来ない。

　異世界ダンジョンへのメンバーは、基本的にはネテスハイム学園都市理事会で決められる。

　預言者によってはじき出された計算で、そのダンジョンの難易度はだいたい分かる。

「意図的に反主流派が低いクラスのダンジョンを選んだ事になる。

　という事は──」

　今回はネテスハイム学園都市の理事長である雨宮透華とうかからなんの説明も受けていない。

「理事長がボクに相談出来ない様な事情があると考えるべきか」

　青銅ブロンズのカードを手に取り、ドアを開ける。

　ドアの先には大聖堂セフィロト・ダアトの暗闇くらやみが待っている。
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　天球儀アーミラリースフィアの前に集まったメンバーを見て、止水しすいはだいたいの状況を理解した。

　なるほど、これならばダンジョンのクラスなど関係ない。

　いや、むしろ、下手な謎なぞが関かかわる高クラスのダンジョンは、反主流派にとって目的の妨げになりかねない。

　問題は、なぜ理事長が自分に説明しなかったという事だが──。

「何、考えてるのー？　止水ー」

　天球儀アーミラリースフィアの大空間という異質な場所で、やけに脳天気な声で話しかけてくる。

「いや、なんでもないさ」

「そう？　私達姉妹しまいがメイド服で驚いた？　萌もえちゃったりした？」

「前回も言ったが、何も思う事はないよ」

「何も思わないって顔じゃないけどなぁ。すげぇ考えてるって顔だと思うよ」

「ああ、いろいろ考えはするさ」

「止水はさー。いつも考えすぎなんだよー。

　もっと考え無しに生きないとダメだよ。そんなんじゃ人生が窮屈きゅうくつになっちゃうよー」

「お姉さまが考え無さすぎなだけです」

　歌乃かのに対して、双子の妹詩乃しのがいつも以上に冷たい口調で応こたえる。

「なんだよー詩乃。姉批判かー？」

「いいえ、ただ事実を言ったまでです」

　ニヤニヤする歌乃を見つめる詩乃の視線はまるで睨にらんでいるかの様であった。

「今回の参加者は、第二区画ケテル学園祁答院けどういん一馬かずま、第三区画ケセド女学院県あがた咲乃さくの、第七区画普通科Ｆ高校昕門あさかど止水、第七区画普通科Ｆ高校雨宮羽玖、そして第七区画普通科Ｆ高校小鳥遊たかなし歌乃と小鳥遊詩乃」

『門』の管理者、神氏しんしがそれぞれの名前を読み上げる。

「第七区画普通科Ｆ高校にここまで偏かたよったパーティというのも珍しいものだ」

「そんな事をいちいち確認するために読み上げたのですか？

　時間の無駄です。早く『門』への手続きを終わらせてください」

　めずらしく、詩乃が感情的な声を出す。

「そうか。早く済ませたいのか、それはそれは仕事に忠実なことだな。小鳥遊詩乃よ」

　神氏がコツコツと歩くと地面に波紋の様な文様が浮き上がった。

「こと座流星群が見られた事は知っているだろう。その時に天球儀アーミラリースフィアが反応した。

　これを受けて預言者は今回のダンジョンを『オルフェウスの歌』と命名した」

「はいはいそういうのはいいからさぁ。

　んじゃ、いつものヤツを私がやるね」

　神氏の説明を遮さえぎって歌乃が手をかざす。

　やれやれといった感じで神氏もその手を見守る。

　歌乃の手が小さく光りパラメーターが表示される。

　その表示は──





Noノー Affiliationアフィリエーション

～Notノット foundファウンド～






　その場にいる全員がその表示を見て黙る。




　No Affiliation──所属無し

　Not found──（守護アルカナ）見つからない




　この言葉の意味をそのまま捉とらえる人間はそこにはいない。

　小鳥遊歌乃。

　彼女が無能力者で単なる第七区画普通科Ｆ高校の生徒であるなどと思う人間などいない。

　そもそも『所属無し』などという表記をほとんどの人間が見たことがない。

「英語だねぇ。読めないや。神父さま何これ？」

「君には毎度同じ説明をしていると思うが。

『門』の中に入ればいかなる言語にも対応出来る。

　中でゆっくりと確認するのだな」

「あ、あの！　歌乃さん」

「なに？」

「え、えっと、〝No Affiliation〟って所属無しって意味だと思うのですよ。

　でも歌乃さんってネテスハイムの学園都市に所属してますよね」

「所属？　所属って意味が良く分からないなぁ。

　私は歌乃だよ。

　小鳥遊歌乃。

　それ以上でもそれ以下でもないからね」

「で、でも」

「ほら、詩乃だって同じだよ」

「え？」





No Affiliation




～Rankランク6 Pentaclesペンタクル10～






　小鳥遊詩乃のパラメーターが浮き上がる。

　守護アルカナの表記は前回と同じだ。

　だが、所属のパラメーターが変わっている。

　小鳥遊歌乃と同じく『所属無し』となっている。

「ど、どうして？　だって詩乃さんって」

「前回、私は羽玖さまの従者です。と発言したハズです」

「それって、つまり？」

「県よ。次はお前の番だ、パラメーターを表示させろ」

　神氏が会話を中断させる様に、パラメーター表示を県に促す。
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　すべてのパラメーター表示が終わる。

　小鳥遊姉妹以外は以前とまったく同じ表記となった。

「至宝の鍵かぎについて説明しておこう。

　今回のダンジョンは『オルフェウスの歌』と命名されているが、それに対応するように鍵は一つの音を奏かなでる。

　預言者曰いわく、今回はこの鍵の奪い合いになるとの事だ。

　出来る限り多くの敵から鍵を奪い至宝を手に入れて欲しい」

「至宝って何なの？」

「『オルフェウスの竪琴たてごと』。人の心身を癒いやす至宝との事だ」

「アロマ的な何かみたいな至宝だねぇ」

「青銅ブロンズのダンジョンだからな」

「まぁ、いいか、それよりも二つの鍵の所有権なんだけどさぁ」

「出口は昕門止水さま、至宝の鍵は雨宮羽玖さまで問題ないと思います」

　歌乃の言葉をそのまま詩乃が続ける。

「羽玖さまはこの学園を統治される血脈の方。

　止水さまはこの中で唯一の大メジャーアルカナであり、彼女の守護者。

　誰だれもこの鍵の授与に問題はないかと思いますが？」

　全員が黙る。

　たしかに、詩乃の言う通りだが、前回の詩乃と雰囲気が違いすぎる。

　その事に、祁答院と県は動揺していた。

「詩乃さん。いつかの言葉はこういう意味でしたか」

「はい、羽玖さま。あの時の言葉通りです。

　あなたを守れるのは昕門止水だけです。他ほかの誰でもありません。

　私など、決して信用しないでください」

「詩乃さん……。

　それでも、まだなのですよね」

「はい、『門』をくぐるまでは、私は羽玖さまの従者でありたいと思っています」

「でしたら、言わせてください」

「なんでしょうか。幼女さま？」

「幼女さまは大変ご立腹です!!

　帰ってきたら、詩乃さんにはキツイお仕置きをしますからね！」

「それは、つまり、えすえむ的なヤツでしょうか？」

「その言葉の意味は分かりませんが、たぶん全然違います」

「出来たら、えすえむ的なヤツを詩乃は望みます」

「詩乃さんが望む事をやったらお仕置きにならないのではないでしょうか？」

「いいえ、えすえむ的なヤツはお仕置きなのです」

「分かりました。でしたら、えすえむ的なお仕置きとやらをします」

「うれしいです」

「ですから、お互い生きて帰ってきましょう」

「羽玖さまがそう仰おっしゃると信じてましたので、アマゾヌゾヌで幼女さま用ボンデージをポチッておきました。明日の午前中に届くでしょう」

「ぼんでーじ？」

「お召し物でございます。黒くてツルツルした、大人っぽいヤツです。

　ピンヒールなので身長が八センチほど高くなり、足もすらりと長くなります」

「ほ、本当ですか？」

　それまで暗かった羽玖の表情が明るくなる。

　こんな状況でも、羽玖にとって、身長が高くなるというのは、それほど魅力的な事なのだ。

「はい、そのボンデージにはディルドーが装着される仕様になっています」

「でぃるどー？　ですか？」

「はい、ぐるぐると回転するヤツです」

「回転するのですか？　その様なものが付属されるのであれば、少しメルヘンな服なのでしょうね」

「そうですね。とてもメルヘンな洋服ですね。

　そのメルヘンを、私亡き時には止水さまに存分に使ってあげてください」

「そんなの嫌です！

　詩乃さんもちゃんと帰ってきてください」

「詩乃、ボクもそれイヤなヤツだから」

「えぇ!?」

　詩乃は最大限の驚きの表情を見せる。

「あ、あの……逆ア○ルですよ？　幼女さまに掘ってもらえるのですよ？　それって止水さま的にはご褒美じゃ？」

「詩乃、無駄に動揺している表情作るのやめてくれるかな？」

「作ってません。普通に動揺してます」

「だったら、帰ってきた時に、その回転するヤツとやらを鼻から入れて自分の脳みそをかき混ぜた方がいいんじゃないかな」

「いいえ。昕門止水。

　私が帰ってくるという事は、

　あなたが帰ってこないという事です」

「それはどうかな？」

「昔とは違います」

「ああ、分かってる」

「でしたら、殺す気でやってください」

「何言ってるんだよ。詩乃」

　止水は表情をまったく変えずにこたえた。

「いつでも、そうしてきた」

「──」

　詩乃の眉まゆが少しだけ動く。

「なるほど、そうでしたね」

　そして、悲しそうに詩乃は笑った。
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『門』をくぐるとそこは廃墟であった。

　高い青空、生い茂るツタ科の植物に浸食されるコンクリート。

『門』から出てきた場所は駅前であったらしく広いロータリーの様な場所であった。

　天球儀アーミラリースフィアダンジョンと言われるが、もはやそこはダンジョンでも何でも無く、異世界そのものであった。

「わぁ、懐なつかしいなぁ」

　その風景を見て、小鳥遊歌乃は声をあげる。

「歌乃さんはこの廃墟の街を知っているのですか？」

「知ってるも何も、ここは元々私達がいた世界だもの」

「え？　歌乃さん達がいた世界？」

「そう、あの頃ころは第四閉鎖空間阿佐ヶ谷あさがやって言われてたかなぁ。

　今はここがなんて言われているか知らないけど」

「こと座流星群が確認された。

　預言者はここを天球儀アーミラリースフィアダンジョンの一つ、『オルフェウスの歌』と名付けたと先ほど神父さまが説明していたよ」

　歌乃の疑問に止水が答えた。

「なんだそりゃ？　全然イメージと違くない？」

「今はそう言われている。過去がどうであったかは関係ない」

　止水と歌乃、二人の視線が交差する。

「ふーん。そうなんだ。

　ま、いっか、そんな事は！

　止水って、『門』をくぐるとほんの数ミリだけ身長が伸びるんだね」

「ああ、その通りだ。

　歌乃の眼球デバイスならそれ以上の情報だって分かるだろう」

　歌乃は、ネテスハイムパーティの顔ぶれを確認する。

「へぇなるほどねぇ。守護アルカナとか言うヤツに関しては分からないけど、面白おもしろい取り合わせだねぇ。止水」

「そう思うか？」

「うん、なかなか考えられてるんじゃないの？

　そこの二人に特訓してあげたみたいだね」

　そう言って、歌乃は県と祁答院を指さす。

「「え!?」」

　二人は顔を見合わす。

「け、祁答院くんも昕門くんに？」

「お、俺おれはいつだって強くなりたいと考えている。

　だから昕門に頭を下げて特訓してもらった。

　それより俺から言わせればお前の方が意外だよ。

　県がそんな事をするタイプだとは思わなかった」

「わ、私だって強くなりたいわよ。なんで私だと意外になるのよ」

「今まで、県は能動的に動くタイプでは無かっただろ？」

「そ、それは──。

　だ、だから私は変わりたくて！」

「ストップ！」

　歌乃が話を中断させる。

「無駄なおしゃべりで時間つぶすのもったいないんだよね。

　ごめんね。つもる話もあると思うけど、あの世で二人仲良くしてくれるかな？」

「な、なんだと!?」

「か、歌乃さん。

　私は、ずっと変に感じていました。

　すごく肌がピリピリするような、突き刺さる様な空気があなたから出ています」

「へぇ、こんな温室育ちみたいな娘が、私の殺気を読めるんだぁ。

　とは言っても、今日のゲームは楽しみすぎだったから、最初から殺気がダダ漏もれだっただろうけど」

「殺気!?　そんなものを県は感じ取る事が出来るのか？」

「あ、たぶんショック療法というか、太陽ザ　サンと昕門くんの戦いを見た時に、そういう感覚が身についちゃったのかもしれない。

　殺意を向けられるって感覚が少し分かるようになったというか」

「なるほどねぇ。私はさぁ。結構県ちゃんの事好きだったんだよね。

　だけど、惜しかったねぇ。

　たぶん生きてたら、県ちゃんは相当強くなったかもしれないのに」

「わ、私が？」

「弱い人間って臆病おくびょうだから、危険を察知する能力に長たけているんだよ。

　ただ、淘汰とうたの中で、臆病なだけの戦略では生物は生きていけない。

　一番優れた戦略は、臆病であり、かつ大胆な事」

「たしかに私は臆病だけど、大胆さなんてないし、あまり当てはまらない様な気がしますけど」

「そんな事ないよ。県ちゃんはそのままだよ。

　優れた生存戦略は、臆病であり、かつ忍耐強く、刃を磨き、そして敵を狩るチャンスを待つ事が出来る者だよ」

「わ、分かりませんが。強くなるための努力は欠かさない様にしたいとは思ってます」

「止水、なかなか面白いものを見つけたね。

　ただ、まだまだ未完成だ。

　今の状態なら少し格上な相手と戦っても県ちゃんはすぐ死ぬよ」

「ああ、分かっている」

「分かってるんだー。

　なるほどねぇ、つまり止水はこの天球儀アーミラリースフィアゲームの中で彼女が成長する事を期待しているんだねぇ」

「一応、二人とも期待はしている。

　だが、結果などその時が来ないと分からないものだ」

「そっか。まぁ、そうだよね。

　淘汰については私達以上に知る人間はいない。

　淘汰の本質は運。

　偶然という名のサイコロが運命を決める。

　人に出来る事は、そのサイコロに細工を仕掛けるぐらいのものかな」

「神が振るサイコロに細工を仕掛けられるとしたら、それは人間じゃない。神か、いや、悪魔と言ってもいいだろう」

「悪魔？　いいや、私達は悪魔じゃないよ。私達は死の道化師」

「そうだったな」

「うん」




　──パンッ




　渇いた破裂音の後に、金属の薬莢やっきょうが地面に落ちる音がする。

　いつから握られていたのだろうか？

　モーションなど一切いっさいなかった。

　小鳥遊歌乃の手に収まった拳銃のバレルから火薬臭い煙が立ちこめている。

　その銃口は昕門止水に向けられていた。







[image: ]







「な！　何を！」

　祁答院が声を上げるが、昕門も羽玖も県も表情は変わらない。

「な、何故なぜだ!?　なぜいきなり昕門に銃を向けた」

「んー、もっといろいろな人間が驚くと思ったけど、驚いているのはその大きい人だけだねぇ」

　止水は変わらず歌乃と対峙たいじしていた。

　県は羽玖をゆっくりと歌乃と詩乃から遠ざける。

「お姫さま、ごめん。前回の約束は今回は守れないかもしれません」

　止水は歌乃を見つめたまま告げる。

「──はい」

　前回の約束。

　それは羽玖が「全員の命を守ってください」と言った事をさしている。

　前回の天球儀アーミラリースフィアゲーム『ダイダロスの館』。

　そこには数々のトラップがあり、そしてその最後には、大メジャーアルカナの太陽ザ　サンの杵島きしま琉生りゅうきとの壮絶な戦いがあった。

　全員が生きて帰るのは不可能と思える過酷なダンジョンであったが、止水はそれを見事に成し遂げた。

　その止水をして「今回は約束は守れないかもしれない」と言わしめる。

　たぶん、それが目の前の少女なのだ。

　止水と歌乃は一定の距離をすり足で保つ。

「小レッサーアルカナのランク１でも、自らを覆おおう固有領域で９㎜パラベラム弾程度ならば無力化出来る。

　ランク１アビリティ一１、守護アルカナ持ちからすれば最弱なんだろうけど、そんな奴やつらですら拳銃の弾なんて避よける必要なんてないんだ」

　歌乃の言葉を瞬きもせずに聞く止水。

「ましてや大メジャーアルカナの固有領域の堅さは相当なもんでさ、通常の物理攻撃でそいつの肉体を破壊するのはほとんど不可能なんだよねぇ」

　談笑でもするかの様に話す歌乃。

　だが、彼女もまばたき一つせずに止水を視界で捉えている。

「止水ってさー、それこそ最上級の能力者なはずなのに、いちいち弾丸避けるよね」




　──カラン




　止水の目の前に展開されていた漆黒スキロスの中から鉛が甲高い音を立てて地面に跳ねて落ちた。

「歌乃は大メジャーアルカナを殺しているから、彼らがどの程度の防御力か知ってるんだよね」

「な、なんだと？」

　止水の言葉に、祁答院の表情が固まる。

　最初に出会った日、彼女の屋敷に行った。その時の小鳥遊歌乃はただ天真爛漫てんしんらんまんにはしゃいでるだけの少女であった。

　小鳥遊姉妹はあの日と同じ格好をしている。

　あの日着ていたメイド服を着ている。

　にもかかわらず──、

　彼女たちは大メジャーアルカナを殺している。

「あいつら殺すのって金かかるんだよねぇ。

　一発数億もする高級品の弾丸でやっと仕留めたよ。

　この片目も代償だよ。

　義眼生活って大変なんだよー」

　歌乃の片目の瞳孔内部がせわしなく回転している。

　彼女の片目に埋め込まれた眼球デバイスが目の前の獲物の情報を正確に的確に迅速に処理している。

「大メジャーアルカナの最高ランク昕門止水が９パラの弾丸程度で、漆黒スキロスを出して身を守る。これってどういう事だろうねぇ」

「いきなり攻撃されたら反射的に避けるのは当たり前だ」

「そうかなぁ。

　拳銃を向けられて、とっさに固有能力ユニークスキル使うヤツなんて見たことないけどなぁ」

「今のがもし術式弾頭だったら固有領域で防ぐ事は出来ない」

「術式弾頭？　あ、あれか、弾丸一個ずつに術式を埋め込んでるヤツでしょ。弾丸ごと呪のろいを相手の身体からだに撃ち込んで、確実に殺すとか、なんとか」




　──パンッ！　パンッ！




　さらに歌乃は撃ち込む。

「でもさぁ。ただの術式弾頭じゃ大メジャーアルカナの固有領域を突き抜けない。

　あいつらは桁違けたちがいの基礎能力アビリティを持っているからね」

「術式にはいろいろあるだろ。

　固有領域の壁を貫通させる事に特化したものだってある。

　術式を複雑に重ねた超立体階層型術式だったら、貫通、目標到達、呪い発現、ここまで高い率で約束してくれる」

「そんな強力な貫通力だったら漆黒スキロスで弾止めるのって、浅はかじゃない？　貫通する可能性があるじゃん」

「かもしれないね」

「大噓うそだよね。

　止水なら、そもそも超立体階層型術式弾頭がこんな片手に収まる拳銃なんかで撃ち込めない事ぐらい知っているよね。

　止水は９パラの拳銃で私が攻撃する事が分かっていた。

　にもかかわらず漆黒スキロスで止めた」

「どうだろう？　案外、この漆黒スキロスって自動オートなのかもしれないよ」

「止水がそんなことするわけないじゃん。

　止水にとって殺し合いは生きがいだよ？　大好きな緊張感を自動オートに任せるなんて真似まねはしないよ」

「殺しは生きがいではないよ。

　ただ必要なら殺すし、必要じゃなければ殺さない」

「昔から変わらないね止水。

　でも、私より殺しが上手うまい昕門止水が、殺しを好きじゃないわけない。

　何事も『好きこそ物の上手なれ』だよ」

　笑顔を絶やさない歌乃。

　いつもの変わらない口調。

　まるで教室にいる時の様に、人なつっこい表情で、似つかわしくない言葉を吐く。

「愚者ザ　フールって、固有領域がほぼ検出されないので有名じゃない。

　前から思ってたんだよ。

　これって検出されない特殊な固有領域を持っているのか、それとも、そもそも固有領域を持っていないか」

「固有領域を持たないとしたら、その身体の強度は通常の人間と変わらない」

「止水って、間違いなく拳銃でも殺せるよね」

「それはどうかな？　さすがにボクの漆黒スキロスを舐なめすぎじゃないかな？」

　ジリっと二人が間合いを詰めていく。

「少し質問してもいいですか！　歌乃さん!!」

　県が二人の会話を中断する。

「殺気がするので、こうなる事は予想してました。

　ですが、何故、歌乃さんが私達を襲うのですか？

　歌乃さんは反主流派に属するのですか？」

「だから、私はどこにも属さないよ。

　主流派とか反主流派とか関係ないし、そもそもネテスハイムとも関係ないよ。

　前回のゲームだと暗殺者が紛まぎれてお姫さまを殺そうとしてたって聞いてるけどさ」

「それって皇すめらぎくんの事ですよね」

　県の言葉に歌乃がピクリと反応する。

「皇くんかー。今となっては懐かしいなぁ。

　弱いくせに中途半端ちゅうとはんぱにピリピリした空気出すからさぁ。

　気になって仕方が無かったんだよねぇ」

「歌乃は皇くんに対して言ってたね。

　昔なら死んでるって」

「うん、皇くんは冗談だと思っただろうねぇ。

　でもさ。今はだいぶ丸くなったから、後ろの席だって理由で殺したりはしないよ」

　県は生唾なまつばをのみ込む。

　彼女からは、一切の基礎能力アビリティを感じない。

　魔術的な力は一切感じられない。にもかかわらず、とてつもない殺気を感じる。

　その感覚は、昕門止水が杵島琉生と対峙した時に出したものに似ている。

「歌乃さん。

　私は、絶対的な力を持つ大メジャーアルカナに対しては、小レッサーアルカナでは、どんなにランクが高くても勝負なんかにならないと聞いてます。

　実際、その脅威を体感した事もあります。

　ただ、一つだけ例外があるとも聞いてます」

「例外？　うーん咲乃ちゃんは分かってないなぁ。

　世の中に例外なんてないんだなぁ。

　必然があるだけだ。

　弱いヤツが死に、強いヤツがそれを喰くらう。

　自然の摂理ってやつだねぇ」

　歌乃の話を中断するように詩乃が口を開く。

「お姉さま、そろそろ──」

　詩乃の背後には守護アルカナがあらわれている。

「そうだねぇ。そろそろおしゃべりも飽きてきたかなぁ」

「では、いきます。お姉さま……」




　──ボッ




　詩乃の守護アルカナが黒い炎に包まれる。

「え？　な、なんだ!?」

　祁答院が驚く。

　県と羽玖は緊張はしていたがその姿から決して視線を外さない。

　二人はすでに分かっているのだろう。

　彼女達が何者であるか。

　詩乃の守護アルカナが黒い炎に包まれると同時に歌乃の背後にも黒い炎が立ち上る。

「二人に？　黒い炎??　そんなの見たことないぞ」

「見たことあるわけないじゃん。

　だって、これ見たヤツらは大抵死ぬのだから」

　大メジャーアルカナには死神デスというカードがある。

　大鎌を持つ、その姿は骸骨である。

　二人の背後に現れた守護アルカナは大鎌かまを持つ死神デスに似ている。

　大鎌を持ちこちらを見て笑っている。だがその姿は骸骨ではなく道化師ピエロであった。

　そのカードには、こう記されている。




《Jokerジョーカー ofオブ Deathデス》




　大鎌を持った道化師ピエロのカードと共に、二人のパラメーターが出現する。

　それは、羽玖も県も祁答院も見たことがない、まったく奇妙なものであった。








No Affiliation




～Joker of Death～






　所属無し、ランクも書かれず、ただ《Jokerジョーカー ofオブ Deathデス》とだけ表記されている。

「あ、あれはなんだ……昕門」

「死の道化師ジョーカー・オブ・デスと呼ばれる存在。

　数々の大メジャーアルカナを喰らう特殊カード。

　二枚で一対、アルカナに属さない。最強の切り札」

「そう、死のジョーカーはどこにも属さない。

　アルカナにも属さない、どの組織にも属さない。

　私達は仕事としての殺しを請うけ負おうだけ」

「死の道化師ジョーカー・オブ・デスって、複数人の大メジャーアルカナを殺したと言われているヤツか？　単なる伝説にすぎないと思っていたが、実在していたのか」

「例外カードJokerジョーカーよりもさらに特殊なカード。

　子供の時からトランプ買うとなんで二枚のジョーカーが入っているか不思議だったけれども……。

　二枚で一対として死の道化師ジョーカー・オブ・デスと呼ばれているなんて……」

　県はさらに後退あとずさりする。

　大メジャーアルカナとはまた違った奇妙なプレッシャーを感じる。

「元々は、Jokerジョーカー ofオブ Deathデスも愚者ザ　フールも似た存在だったんだけどねぇ。

　殺しを専門に請け負うのは止水だって同じだったし」

「今は、お姫さまの永久契約なので、他の仕事は請け負ってないよ」

「つっまんない男になったよねぇ!!　止水ってばさぁ!!

『淘汰プロジェクト』卒業とは思えないよねぇ」

「ああいうのは卒業とは言わないよ」

「淘汰プロジェクト？」

「ああ、県ちゃんあたりは知らないんだろうね。

　まぁ、君たちは、自分たちの元になったゲノムがどこから来たのかなんて考えた事もないんだろうねぇ」

「どういう事だ？　昕門」

　祁答院が止水に尋ねる。

「まぁ、いろいろとね。彼女たちとボクは訳ありってだけだよ」

「詩乃さん」

　羽玖が詩乃の名前を呼ぶ。

「無駄だよ。お姫さま。

　私と詩乃は二人でセット。

　二枚あるから死のジョーカーなんだよ」

「でも、詩乃さんは『ダイダロスの館』で雨宮さんを守ってました。従者だと言ってました」

「一枚の守護アルカナとしてだったら、詩乃はそうかもしれない。

　あくまでも小レッサーアルカナ最上級ランカー。

　転送を得意とする能力者。

　けど、私と一緒だと妹は変わるんだよ。

　私と詩乃は数え切れないほどの人間を殺してきた。

　物心ついた時からずっと殺しの人生なんだ」

「昕門くん、認識として、詩乃さんは守護アルカナ持ちで、歌乃さんは能力無しって考えでいいのかしら？」

　県が止水に尋ねる。

「なぜ、そう思う」

「殺気は凄すごいのだけど、やっぱり歌乃さんからは基礎能力アビリティはまったく感じられないから」

「良く観察しているねぇ。

　だいたいの奴らはこのカードの姿を見て、慌あわてふためくだけで、そんな冷静に判断出来ない。

　止水。いい娘を手に入れたねぇ。

　ほんと、県ちゃんはここで殺すのがもったいないぐらいいい娘だよ！」

「た、たしかに県の言う通りだ。

　だが、そう言われてみると、小鳥遊詩乃の基礎能力アビリティも増大した感じはしない。今までと変わった感じはしない。

　本当に、彼女たちが〝大メジャーアルカナ殺し〟なのか？」

　祁答院は疑問を挟む。

「〝大メジャーアルカナ殺し〟かぁ。

　つまらない称号だよねぇ。

　基礎能力アビリティだか固有能力ユニークスキルだかなんだか知らないけどさぁ。

　みんな能力ばっかり頼って、ホント殺しに関しては素人しろうとでダメダメ。

　あんなの私からしたらスポーツだよね。

　だけど、やっぱり殺し合いはさぁ！　スポーツと違う！」




　──ガチャッ




　どこから出てきたのだろうか？

　その場にいる全員、いや、昕門止水以外は我が目を疑った。

　先ほどまで手にしていた拳銃は消え、かわりにとてつもなく巨大なライフルが止水に向けられている。

　片手で持てる様なサイズではない。

　だが、それを片手で軽々と歌乃は構えている。




　──ズドンッッ!!




　轟音ごうおんと共に衝撃波が全身を覆う。

　手にしたライフルで歌乃は止水を撃った。

　だが、止水の姿はそこにはない。

　元いた場所から二メートルほどズレた位置に立っている。

「速いねぇ──。

　止水はさぁ。外部に基礎能力アビリティが検出されない、だから固有領域の様なものを持っていない。

　にもかかわらず、止水の運動能力はあらゆる大メジャーアルカナの中でダントツだ。たぶん影になっている身体の中は漆黒スキロスで満たされているのだろうね。だからあり得ない加速にも耐えられる。

　それと、先ほども言ったけど、数ミリだけ止水は宙に浮いている。

　止水の身長が少しだけ伸びるのは、身体が地面に接地していないからだよね」

「だいたい正解。

　だとしてどうする？」

「どうするも何もないよ。

　私を誰だと思っているのかな？」




　──ガッ!!




　地面が砕ける様な音と共に、二人の姿が消えた。

「な、何？　どこに？」

　県が見渡すが、まったくその姿を捉えることが出来ない。

　ただ、羽玖だけが、二つの交差する影を見つめていた。

「多脚強化外骨格です」

「多脚？　強化外骨格？　って何ですか？」

「米軍が三十年ほど前に開発した、白兵戦用の兵器です。

　身体に纏まとうような形で使用します。

　ただ、今、あれを使っている人間はほとんどいないハズですが……」




　──ガン！　ゴン！　ズドンッッ!!　ガシィ！　ズドンッッ!!




　あちらこちらから、ビルの壁が砕ける音や発砲音だけが聞こえる。だがその姿を捉える事は出来ない。

　羽玖の守護アルカナが出現する。




『杯の女王クイーン　オブ　カップ』




「こちらに向かってきます。

　みなさん基礎能力アビリティを防御にまわしてください。

　二人の戦いに巻き込まれたら無傷ではいられません！」

　羽玖がさらに固有能力ユニークスキルを発動させる。




《固有領域強化プロテクションライジング》




　彼女の守護アルカナは治癒能力のみならず、パーティを守る系統の能力がほぼ使える。その中には魔力オーラを増大させて固有領域の防御力を高めるものもある。




　──ザッ!!




　二人が再び姿をあらわす。

　止水は黒い影をまとっている。彼の固有能力ユニークスキルである漆黒スキロスだ。

　それに対して、歌乃のスカートは近世ヨーロッパの貴族が着るロココ調ドレスの様なボリュームに膨れあがっている。

「なんだ？　あれは？」

　祁答院が指さす。

　そのスカートの下からは、いくつもの紅い足が地面を突き刺している。

　むしろ、その沢山の足の上に歌乃は乗り、自分の足は地面についていない。

「蜘蛛くもみたいな足が沢山！　あ、あれが多脚強化外骨格なのですか??」

　県もその姿を見て声をあげる。

「歌乃さんと詩乃さんがメイド服を着ているのは戯たわむれではないのでしょう。

　彼女は５４０の扉ヴァルハラゲートと言われる転送系能力を使います。

　転送するための出入り口には魔法陣があります。

　それらを縫い付けるために布面積が広いメイド服を着ているのでしょう」

「という事は歌乃さんの手から突然武器が出てくるのは？」

　県の問いに羽玖は冷静に答える。

「多くの武器転送用の魔法陣があのメイド服に縫い込まれているからです。

　それと、布面積が大きければ、暗器の様に武器をギリギリまで隠せます。

　事実、多脚強化外骨格は足下しか見えてません。その内部がどうなっているかまったくうかがい知れません」

「武器を隠すためにあえてあんな服を選んだんだ……」

「それにしても、多脚強化外骨格をあれほど使いこなすなんて、人間技ではありません」

「そうなんですか？」

「強化外骨格は飛躍的に身体能力を上げますが、大抵の場合は、その速度や力についていけないので人工知能による補助機能で動かしています。

　ましてや多脚の強化外骨格はその手足が非常に多いので、人間の脳では処理が追いつきません。

　だから、多脚強化外骨格は対人歩兵兵器として人工知能のみで動かすアンドロイド型が主流です」

　強化外骨格。

　この兵器の登場で白兵戦のスタイルがまったく変わってしまったといわれる。

　強化外骨格の登場以後、戦闘の大部分は人工知能が搭載された遠隔操作型に取って代わられた。

　遠隔操作はあくまでも大まかな命令を下すだけであり、基本戦闘そのものは人工知能が受け持つ形となる。

　何故その様な事になったのか？　理由は単純である。

　強化外骨格は人が操あやつるにはあまりにもオーバースペックだからである。

　たとえば跳躍力で考えてみればいいだろう。

　強化外骨格は推力偏向ベクタード・スラストノズルの力を加えると最高で百メートル相当の跳躍が可能である。

　ただし、そのぐらいの高さまでジャンプするとして、その初速はどのぐらいになるだろうか？　人に耐えられるレベルの加速度であろうか？

　ジャンプしたのであれば当然、着地をしなければならない。その高さからの降下はタワーマンションから飛び降りるに等しい。

　下がコンクリートであった場合、生身の人間は原型をとどめずにはぜる。

　さらに落下だけで考えるのであれば、強化外骨格は理論上はさらに数倍の高さから落ちても着地する事が出来る。

　この時、落下の終端速度は最高で300km/hに達すると言われているが、強化外骨格はその衝撃に耐えうるだけの強度も衝撃吸収力も持っている。

　だが、当然それは正しく着地した場合のみにかぎる。

　少しでも着地姿勢が崩れた場合、それらの性能が作動する保証は無い。

　着地に失敗した場合でも強化外骨格のダメージは深刻なものにならないが、中身が無事である事は絶対にない。頑丈な金庫に卵を入れて、高層ビルから落下させるのを想像すればいいだろう。

　もちろんオートバランサーなどの補助機能を使えば、人間が操作しながら数百メートルの高さの落下でも安全性は保証されている。

　だが、オートバランサーを使うのであれば、そもそもそれを制御している人工知能がすべて補う方が遙はるかに効率がいい。

　実際に、何度も各国で模擬実験がおこなわれている。

　人が扱う強化外骨格と人工知能が制御する強化外骨格の対戦。




『スコア平均：人工知能強化外骨格一機につき人体制御強化外骨格四十五機』




　一機の人工知能を倒すのに必要とされた強化外骨格の数である。

　人工知能は人間特有のニュアンスを摑つかむ「判断」などは苦手としていたが、こと「処理」となるとあらゆる分野で人間を圧倒していた。

　初期は計算、さらにチェスや将棋しょうぎなどのゲーム。自動運転システム、そして最後に自動戦闘システム。

　これら「最適解」を導き出す「処理」という作業は人工知能がもっとも得意とするところである。

　つまり、戦争から人間が消えたのだ。

　人工知能は殺しという職業を人間から奪った。

　ならば人工知能は万能なのであろうか？

　あまり知られていないが、これほど高度な「処理」能力を持つコンピューターの構造にもかかわらず、実はリス程度の小動物の脳と比べても、その複雑さは格段に落ちる。

　未いまだにこの太陽系でもっとも複雑かつ高性能な機械デバイスは〝脳〟だと言われている。

　その複雑さと情報量の多さにおいて、まだまだ人が生み出した機械はその足下にも及およばない。

　止水は県にこの様に説明していた。

『動物は驚異的な身体能力を持っている。

　たとえばハヤブサは自身の速度に落下速度を加え、時速400㎞近い速度で小動物を捕獲する。

　人間ならば、そんな速度で小さな獲物を見る事すら出来ないし、速さに反応できずに間違いなく地面に激突するだろう。

　ハヤブサの様な猛禽もうきん類はあらゆる動物の中で特定の部位がもっとも発達している』

　実はこの時代の人工知能と言えどもハヤブサほどの精度で「処理」する事は出来ない。

　彼らはとてつもない速度で森の中を飛ぶ。

　時に翼を畳んだ身体とほぼ同じ幅の枝の間をくぐり抜ける。

　環境という複雑な情報の束たばを、人工知能はまだ完全な形で「処理」しきれていなかった。

　もし仮に、猛禽類と同程度の小脳の機能を有している人間がいたらどうだろうか？

　脳には可塑性かそせいといわれる機能がある。

　これは、身体機能に合わせて、脳が最適化されて対応する事を言う。

　人がもし強化外骨格に合わせて脳を最適化する事が出来たとしたらどうだろうか？

　ノイマン型と言われるコンピューターが発明された時、その数学的裏付けをした天才フォン・ノイマンは、そのコンピューターよりも速く計算したという伝説が残っている。

　同じ様に人工知能の身体操作を大きく上回る人間がいる可能性はないだろうか？

　とある人物の模擬戦の記録が残っている。

　人工知能のアンドロイド型と人間が扱う多脚強化外骨格での模擬戦。




『スコア：人体制御多脚強化外骨格一機につき人工知能強化外骨格五十機×三十回』




　五十機もの人工知能強化外骨格を相手に一人の人間が纏った多脚強化外骨格が圧勝した。

　その模擬戦は三十回続けられ千五百もの連勝スコアをたたき出し、無敗のままに実験は終了した。

　そのデータは最新の人工知能強化外骨格にフィードバックされているが、ユニークすぎる処理が多いために、人工知能がいくら深層学習ディープラーニングしても反映される事がなかった。

　その強化外骨格のオートバランサーはすべてオフ状態であり、さらに限界性能制限リミッターをカットしている。

　猛禽類と同等かそれ以上の小脳を持ち、さらに人間としてユニークな意識も兼ね備えている存在。

　高速で流れ込む環境変化を五感すべてで処理する。

　高性能の量子コンピューターですらなし得ない環境への対処能力。

　その様な特殊な脳を持つ人物こそが小鳥遊歌乃なのである。





§






　止水の漆黒スキロスと歌乃の多脚強化外骨格は、広場から廃墟のアーケードの中に入っていく。

　横幅五メートルほど高さ八メートルほどのアーケード。

　この空間の壁と地面と天井てんじょうすべてを足場として、初速100km/hで段階的に速度をあげて終端速度を300km/hで物体が上下左右に移動したとする。

　当然。その様な移動物体はこの様になるだろう。




　──ガシィッ!!　ガシィッ!!　ガシィッ!!　ガシィッ!!




　轟音と衝撃波。

　床と天井と壁のコンクリートがひび割れて砕けていく。

　高速で飛び散る破片ですら、通常の人間ならば致命傷になりかねない。

　守護アルカナの加護がなければ死を意味する。

　アーケードという閉じられた空間を、とてつもない速度で移動する二つの影。




　多脚強化外骨格──小鳥遊歌乃

　愚者ザ　フール──昕門止水




　二人の姿を捉えることのできる者はほとんどいなかった。

　ただとてつもない速度の物体が衝撃波だけを残して上下左右に激しく動く。

　数十メートルの跳躍を可能とする強化外骨格だが、実はこの様に狭い空間でこそ能力を発揮する。

　高速で移動する多脚強化外骨格には重力という概念が存在しない。

　地面と同様に、壁や天井のすべては足場にすぎない。

　小鳥遊歌乃の異常発達した小脳にとっては四面すべてが足場な空間こそが、もっとも複雑で高速な戦いをさせてくれる。

　無制限に歌乃は加速を続けていく。

　その速度は大メジャーアルカナである昕門止水の漆黒スキロスとほぼ同格。

　さらに高速移動物体からはマズルフラッシュが飛び散る。

　詩乃から歌乃へ転送される数々の武器。

　その音は先ほどの９㎜パラベラム弾とは明らかに違う。たぶん大口径の拳銃が使われているのだろう。

　飛び散る破片には無数の薬莢と共に血が混ざっている。

「止水！」

　羽玖が叫ぶ。

　どうやら、飛び散る血は止水のものの様だ。

　漆黒スキロスとほぼ同格の移動力を持つ多脚強化外骨格。

　さらに、無制限に転送される武器の数々。

　止水の方がやや不利の様だ。

　いや、その見方はたぶん間違ったものだろう。

　止水が単独で戦っていれば歌乃に遅れなど取らない。

　歌乃が撃っている銃弾の雨の中には、固有領域を無効化する様な術式弾が混ざっている可能性が高い。

　それらが、流れ弾という形でネテスハイムパーティに当たらない様に止水は注意していた。

　これが、止水と歌乃の戦力差の微妙な開きとなっている。

　Jokerジョーカー ofオブ Deathデスはあえてアーケードを進む速度を抑えている。

　距離を一定間隔に保つ事によって、止水の意識をネテスハイムパーティに向けさせているのだ。

　もちろん、止水にとってもネテスハイムが目に入る範囲にいた方が安心出来る。

　つまり、相手が望む条件を維持しつつ、自分たちが有利な戦い方をしているのだ。

　やはり『大メジャーアルカナ喰い』の異名は伊達だてではない。

　この二枚のカードにとって、ランクも小レッサーアルカナも大メジャーアルカナも関係ない。

　小鳥遊歌乃にとっては、守護アルカナなどただ狩るための存在でしかない。

「す、すごい……」

　県はつぶやく。

　圧倒的である。

　あの太陽ザ　サンの杵島琉生との戦いと同格、いやそれ以上とも思えた。

　こんな戦いに自分の様な能力者が少しばかり特訓したからといって参加出来る様なものではない。

　ただそう思えてしまった。

　だが、羽玖は違った。

「小鳥遊歌乃さんはまだ遊んでいます。

　じゃれ合っている程度でしかありません」

「な、なぜ、そう思うのですか？」

　羽玖の言葉に県が質問を投げかける。

「私の考えでは、Jokerジョーカー ofオブ Deathデスの能力はあんなものではありません。もっと効率的に、もっと簡単に大メジャーアルカナを殺す方法がいくつも考えられます」

「そ、そうなのですか？」

「彼女たちは、止水と同系列の人間です。

　どんな優れた守護アルカナよりも、合理的に目的を遂行するでしょう。

　その手際はたぶん、魔術的ではなく奇術的なものです」

　その言葉を県は聞いた事がある。

　魔術的戦いから奇術的戦いへ。

　種も仕掛けもある戦い。

　それらを手際よく、相手に悟られない様に遂行する、相手は混乱し、気がつかない間に死んでいく。

　Jokerジョーカー ofオブ Deathデスにとって、今はまだそういう段階ですらないのだろう。

　これはあくまでもお遊び、殺し合いの前の軽い前戯にしか過ぎない。

「このアーケードの全長は七百メートルだ！　その後少し細道が続き、青梅街道おうめかいどうという巨大な幹線道路に出る！　そこまで歌乃を無理矢理連れ出す！」

　止水の声が聞こえる。

「巻き込まれない様に一定の距離を取りながら離れないでくれ！　Jokerジョーカー ofオブ Deathデスは近距離戦よりも遠距離戦の方が遙かに厄介なんだ。

　一度でも彼女たちを見失ったらかなり面倒になる！」

「わ、わかった！　出来るかぎりやってみる」

　祁答院が答えた。

「止水、安心してください。私には二人の動きはなんとか捉える事が出来ます。

　それはあちら側の詩乃さんも同じでしょうけど」

　羽玖と詩乃が見つめ合う。

　距離は離れているが、互いの力量は認め合っている。

　瞳ひとみの会話で十分だ。

　アーケード内部を破壊しながら交差する二つの影が急激に前に進み出す。

　崩れる天井を避けながらネテスハイムパーティが走ると、突然開ひらけた場所に出た。
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　開ひらけた場所に二人は立つ。

「青梅街道もそのままだねぇ。

　車がない幹線道路というのはただ広い」

「ああ、先ほどの狭い空間と大違いだ」

「ここだと、漆黒スキロスの方が圧倒的に有利。

　そう考えている？」

「それならば、どれだけ楽だったかとは考えている」

　漆黒スキロスは触手の様な能力を兼ね備えている。

　これは無制限に伸びるワイヤーの様な役割をする。

　その先端の錨アンカーが地面や壁面に突き刺さる。

　漆黒スキロスは空中戦が可能なのだ。

　それに対して、多脚強化外骨格は漆黒スキロスの様に空中戦が出来ない。

　つまり、この開けた空間での空中戦は止水が圧倒的に有利だと思えた。

　だが、止水はその様には考えていない。

「いいね。止水。やっぱり止水は最高だよ」

　歌乃が本当に幸せそうに笑う。

　いつもの笑顔とは違う。

　これに比べたら、彼女が教室で見せるのは仮象かしょうの笑顔であるとしかいいようがない。

「前に殺した大メジャーアルカナは火力に頼ってばかりで、大した駆け引きもなく勝負は簡単に終わったよ。

　基礎能力アビリティとやらは止水より上だったんだろうけどね。

　けど、殺し合いは違う。

　殺し合いはゲームとは根本的に違う。

　生への意思の削り合いなんだよね」

　歌乃の話などに惑わされず、ジリッと間合いを詰める止水。

　だが、そのたびに歌乃も間合いをゆっくりと広げていく。

「デスゲームなどと言われているらしいけど、私や止水からしたらこんな場所はアトラクションにすぎない」

　歌乃は止水から距離を取っている。

　その遙か後方に詩乃がいる。

　前衛の歌乃。

　彼女のあまりに派手な戦闘に目を奪われがちだが、後衛の詩乃の働きも大きい。

　転送と一口にいっても転送場所の決定はかなり厄介なのだ。

　県に止水は空間座標感覚を教え込んだ。

　というのも、任意の空間に物を出現させるというのはかなりの困難をともなうからである。

　転送能力がどこでも自由に物体を移動させられるというのは幻想にすぎない。

　ある程度ならば県がおこなった訓練によって空間座標感覚は向上するかもしれない。

　だが、それも相手が止まっている場合に限る。

　歌乃の様に高速で移動する物体に対して、視覚のみで正しく武器を転送するのは不可能である。

　数㎝転送がずれれば、肉体と重なって転送されるかもしれない。

　その場合、欠損するのは固い重火器ではなく柔らかい肉体であろう。

　物体転送は扱いが非常に厄介な能力である。

　さらに言えば跳弾五芒星リコシェディスクの様な具現化系能力よりも、物体そのものが転送される能力は空間安定にかなりの力が必要となる。

　目視で決めた適当な空間に瞬間転送させる事はほぼ不可能とされている。

　これに対して《５４０の扉ヴァルハラゲート》は番号が振り分けられた魔法陣に対して任意の武器が転送される。

《５４０の扉ヴァルハラゲート》は他の固有能力ユニークスキルと違い、発動時にまったく派手な動きがない。

　それがこの能力の優位性でもある。

　出現する前兆はまったく無く突然武器が転送されている。さらに服のみならず多脚にも縫い込まれた魔法陣はかなり計算されて配置されている。

　戦っている相手からすればどこからどんな武器が飛び出すのかまったく分からない。

　非常に戦いづらい相手なのである。
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　にらみ合い。

　しばしの静寂が続いた。

　素早く歌乃が魔法陣の札を袖そでから引き抜く。

　止水がしゃがむ。

　歌乃が後ろに一歩半下がる。

　魔法陣から転送される──

　それまでの武器とは明らかに違う巨大なもの。




《30㎜機関砲》

【諸元】全長1,638mm──55.9kg




　人が扱う様なものではない。

　攻撃ヘリに取り付けられる様な重火器だ。

　多脚強化外骨格の足の一部が枝分かれして指の様になる。

　数本の脚がこの巨大な重火器を軽々と扱い、照準を止水に定める。

　その時、止水の漆黒スキロスは刃の様な形で地面に多数突き刺さっていた。




　──ガバッシィ！




　漆黒スキロスが地面を抉えぐる。

　巨大な音を立てて、コンクリート塊が持ち上がる。

　30㎜機関砲のチェーンが回る。

　眩まばゆいばかりのマズルフラッシュ。

　その光で、まるで世界がコマ送りのアニメーションになった様にスローになる。

　それと共に、鼓膜がやぶける様な轟音。

　さらに砕け散る岩石。煙と化す大地。

　何重にも岩塊を持ち上げて盾とする止水。

　その岩の盾を砕くチェーンガン。

　無制限に薬莢が飛び散る。弾は魔法陣から流れる様に供給されている。

　岩の盾が次々に立ち上がる。

　盾は巨大な壁の様に、左右同時に伸びはじめる。

　左右に広がる岩の盾、その背後にいるだろう止水の姿を歌乃は捉える事が出来ない。

　だが、無制限に供給される30㎜の鉛が、それらを豆腐の様に砕いていく。

　真ん中の壁が完全に破壊され貫通する。

　そこに止水の姿はない。

　左右どちらかの岩の盾に隠れているのだろう。

　さらに、歌乃の30㎜機関砲が岩を砕く。

　左右の壁も徐々に砕け散っていく。

　盾を作る速度よりも、砕ける速度の方が速いらしい。

　最後の岩石も無くなり、いよいよ止水に30㎜機関砲の銃弾が届くと思われた。

「っッッ!!」

　歌乃は機関砲を放り投げて、後ろを向く。

　それより速く、歌乃の背後の地面を突き抜けて止水が姿をあらわす。

　左右に伸びた岩塊の盾は両方がフェイク。

　地面をえぐり大地を掘り進めて歌乃の背後にまわるための時間稼ぎでしかなかった。

　さすがの歌乃も止水の漆黒スキロスで穴を掘って裏側に回るとは思わなかった。

　ただ一瞬の違和感。

　背後からの気配。

　それだけで歌乃は反応した。

「漆黒の刃スキロス・クスィフォス!!」

《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》が歌乃に襲いかかる。

　詩乃はアサルトライフル二丁を転送させる。

　だが間に合わない。

《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》が歌乃を真っ二つに切り裂いた。

　──と思われた。
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「ナイスフォローだよ。詩乃」

　止水の遙か背後で声がする。

　歌乃は後衛の詩乃の横に立っている。

　瞬間移動した。

　これは詩乃の転送系能力だろう。

《５４０の扉ヴァルハラゲート》はかなり厄介な固有能力ユニークスキルだ。

「武器のみならず、人間までその速度で転送出来るとは……」

　詩乃は無言。

　ここでは無言こそ最良の選択となる。

　能力を使うという事は相手に手の内を明かすのと同じ事。

　詩乃が人間も転送させる事が出来るのは知っていた。

　だが、あれほど瞬間的に転送が出来るとなると厄介極きわまりない。

　転送能力は空間を安定させるのが難しく、失敗すると最悪、転送物を空間切断してしまう事がある。そのため対人用転送能力は通常ならば慎重に行われる。

　たぶん、歌乃の絶対的身体能力を信じているからこそ、詩乃はあの速度でも躊躇ちゅうちょ無く人体転送を行ったのだろう。

「それにしても厄介だ……」

　決定打クリティカルヒットのタイミングで姿を消されたのではたまったものではない。

　だが、万能な能力など存在しない。

　止水は改めてJokerジョーカー ofオブ Deathデスの戦力スペックを整理する。

《５４０の扉ヴァルハラゲート》は基本的には出口の魔法陣と入り口の魔法陣が合わせて五百四十の扉として存在している。

　それぞれが対となっているので、二百七十の転送扉がある能力だと考えられる。

　メイド服に魔法陣が編み込まれている事からも分かるように、転送される場所は魔法陣に限定される。好き勝手自由な場所に転送出来るわけではない。

　入り口の魔法陣が歌乃の靴の裏にあり、出口の魔法陣を札として詩乃が持っていたのであろう。

　歌乃が決定打クリティカルヒットを受けそうになったら、詩乃は出口のある魔法陣に彼女を転送させる。

　その出口は二人しか分からない。

　だとしたら──。

「めちゃくちゃ、厄介な能力でしかないな……」

　完全万能な能力など存在しない。

　だが、やはり小鳥遊歌乃という桁違いの前衛フォワードがいるかぎり、《５４０の扉ヴァルハラゲート》は極めて完全に近い能力のように思えてしまう。

　とは言っても、それはJokerジョーカー ofオブ Deathデスからしても変わらない。

「あの速度で地面掘り進めるとか、どんな能力だよ！　止水！　チートすぎだよ！」

　苦笑いしかない。

　お前らに言われたくはない。

「ったく、漆黒スキロスが影の中に隠れる事が出来るのは知ってたけど、穴まで掘るとかデタラメすぎだよ」

「漆黒スキロスの中に身を隠せる事は知られているのか……」

　止水は小さく呟つぶやいた。

　いや、前回の『ダイダロスの館』はその能力で身を潜めていたのだ、詩乃だったらすぐにその特性に気がつくであろう。

　戦闘中がもっとも多くの情報量を引き出せる。

　だからこそ戦いの中で相手の能力を出来るだけ正しく読み取ったものがより勝利に近づく事になる。

　ならばJokerジョーカー ofオブ Deathデスは止水の能力をどれほど解析しているだろうか？

　この駆け引きは徐々に綻ほころびが生まれていき、それが次第に致命的なものとなる。

　その綻びがどちらから先に起きるのかまだ分からない。

　この戦いはそう長くは続かない。

　あと数分も経たてば決着がつく。

　誰しもがそう思っていた。

　だが、その駆け引きはあっけなく終わる。

「まぁ、これだけ派手に戦っていたんだから、当然そうなるね」

　歌乃が呟く。

「仕切り直しとか考えてる？」

　止水が答える。

「三竦さんすくみの乱戦状態とか私はごめんだよ。

　止水を殺やるのなら、乱戦はもっとも避さけたいヤツだ」

「ボクは逃す気はないよ……」

　幹線道路の先から大声がする。

　遠くに人影が見える。

　真っ黒なドレスと真っ白なドレス。

　かなり小柄の少女と、かなり女性的な体型の少女。

「なんだ貴様らー。

　開始早々派手な戦いをしてるじゃないかぁ！」

「クロエさん。

　あえて大声でこちらの存在を知らせる事もないのですよ」

「うるさい！　クロエさまは正々堂々と戦いたいのだ！」

「そうですね。それでしたら、貴族らしく名乗りを上げてはいかがでしょうか？」

「そうだな。

　やい！　平民ども！

　クロエさまの名は、クロエ・フォン・ローゼンクロイツ！

　名門、ローゼンクロイツに名を連ねる者だ！

　女帝エンプレスの大メジャーアルカナさまだぞ!!」

　二人のパラメーターはすでに表示されている。
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　Ｎの表記の後に、ローマ数字で書かれた番号は、大メジャーアルカナを意味する。

　それは、出会ったら絶対に避けなければならない死の番号とよばれているものだ。
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「あの小っちゃい子は大メジャーアルカナだって名乗ってますけど、もう一人の方も大メジャーアルカナですよね。しかもあれって最上位じゃないですか？」

「その様ですね」

　県あがたの質問に羽玖はくが答える。

「たしかに小っちゃいですね……」

「え？」

「私よりも、確実に小さい！　様に見えます」

　いや、そこじゃない。

　と県は心の中で思った。

「おい！　そこの小さいの！　なんか今言っただろ!!」

「はい、身長が小さいなぁと言いました」

「なんだとチビ！　どう考えても貴様の方が身長ちっちゃいだろうが！」

　どんな地獄耳だろうか。敵との距離は優に百メートルを超えているのに聞こえたらしい。

「申し訳ありません。クロエ・フォン・ローゼンクロイツ様。

　ただ、相当な厚底靴の様に見えましたので、実身長は私より小さいと思います」

「厚底靴に見えるだけだ！　全部クロエさまの身長だ！　脚が長いんだ！」

「ほう、クロエさまは、足底がやたらに分厚いのですね」

「うるさい！

　エルネスティーネ！　あの平民なんか偉そうだぞ！　いちいち反論してくる！」

「あの方は実際に偉いのですよ」

「なんだと？　クロエさまより偉い人間などいないぞ」

「たしかにクロエさんは偉いですが、あの方はネテスハイムの次期当主です」

「な、なんだと！　つまり本家という事か？　だったら位としては〝姫〟になるのか？」

「あちらの世界に王室という概念が残っているかどうかは分かりませんので、姫であるかどうか分かりませんが……」

「ぐぬぬぬ、分家の分家の分家のクロエさまよりも偉いというのか！」

「いいえ、クロエさんは負けてませんよ。クロエさんはクロエさんとして偉いのですから」

「そうか。そうじゃよな！　うむ、そうだ！

　だいたい、ネテスハイムなんぞ、我がローゼンクロイツから比べたら小さな存在だ！」

「身長は私の方が大きい様ですが」

「そんな事はない！　クロエさまの方が大きい!!」

「はい、大きいですね。

　主に足の裏が十㎝ぐらい厚くて大きいと思います」

　笑顔で答える羽玖。

「な、なんじゃと!!」

　何故なぜか、戦闘の前に羽玖はくとクロエの口げんかが始まっている。

　だが、いつも詩乃しのにおちょくられている羽玖にとって『身長論争』は専門分野である。

　この分野の知識と論理すべてにおいて後れを取る事などない。

　特にクロエの様な甘やかされたお子様が勝てるわけがなかった。

　笑顔の羽玖。

　怒りのクロエ。

　この舌戦は羽玖の勝利に見えた。

　そんな中、県あがたと祁答院けどういんは状況を見極みきわめようとする。

「Jokerジョーカー ofオブ Deathデスに加えて、大メジャーアルカナ二人とか、どんな状況なんだよ」

「でも、三竦さんすくみになった方が有利だと昕門あさかどくんは考えているんだと思う」

「何故だ？」

　県は止水しすいを指さす。

　ローゼンクロイツなどいないかの様に、止水はJokerジョーカー ofオブ Deathデスから視線を外さない。

「私達を逃がさないつもりなのかな？」

「ああ、ここで勝負をつけておかないと、Jokerジョーカー ofオブ Deathデス戦は圧倒的にボクが不利になるからね」







[image: ]







「ふーん。

　たしかにお姫さまも、その意図をくみ取って相手を挑発して〝乱戦〟を狙ねらっているみたいだけどさぁ。そううまくいくかなぁ？」

　クロエが突然叫ぶ。

「もうクロエは怒ったぞ！　絶対許さないからな！」

　ローゼンクロイツから巨大な魔力オーラが沸き上がる。

「県さん！　全員を俺おれの背後に避難させろ！」

「え？　あ、はい!!」

《Rosenkreutzローゼンクロイツ　Rank[image: ]ランク３ N [image: ]ナンバー３》の背後にはすでに守護アルカナがあらわれている。




『王座に座る女帝エンプレス』





「チビを呪のろって死ぬがいい！　必殺!!　────!!」



「クロエさんの能力を堪能してください!!」

　クロエが能力名を叫ぶとほぼ同時に、エルネスティーネが大声を出す。

　そのためネテスハイムパーティの誰だれ一人として能力名が聞き取れなかった。

　次の瞬間、空気を斬きる音よりも速く着弾の轟音ごうおんに包まれる。





　──ドガガガガガガガガガッッッッッッっっ!!！






　とてつもない破壊力であった。

　敵が使った固有能力ユニークスキルは、まるで小型爆弾をまき散らすクラスター爆弾の様に辺り一面を粉砕していく。

　衝撃波はとてつもないものであった。




　──ズゴゴゴゴォォォ




　クラスター爆弾がまき散らされ、いくつものビルが倒壊していく。

　土煙の中、なんとか県は状況を把握しようとする。

「げふっ、げふっ、な、なにこの破壊力？」

「ごほっ、ごほっ、大丈夫か県！　雨宮あまみやさん！」

　祁答院が叫ぶ。

「大丈夫です」

　羽玖の声、どうやら三人とも無事であった様だ。

「こんな広範囲であれほどの破壊力なんて、下手に横とかに逃げてたら当たってたかもしれません」

　県の言う通り、あまりに広範囲に及およぶ攻撃であるためまともに逃げていたら爆発ばくはつに巻き込まれていた可能性が高い。

「挑発して乱戦にもつれ込む様に仕向けたのですが、いきなりあんな遠距離攻撃をしてくるなんて……。私のしたことが逆効果になりました。申し訳ありません」

　羽玖がパーティに謝る。

「そ、そうだ!!　昕門くんは!?」

　県は自分たちの盾になってくれた止水の方を見る。

　爆心地の中心にいた止水の右手からは血がしたたり落ちている。

「止水くん！」

「問題ない！」

「でも血が！」

「漆黒スキロスの展開範囲が広かったので、中心が少し脆弱ぜいじゃくだったみたいだ。

　だが極きわめて軽傷なので心配しなくていい」

　実際、止水が腕を振ると、血がかすかに飛び散るだけで、それほどの傷ではなかった様だ。

「それより……」

　ローゼンクロイツの攻撃などどうでも良い事であるかの様に、ただ止水は上空を見上げる。

　上空には無人戦闘機が飛んでいる。

「逃がしたか……」

　無人戦闘機には人影が見える。

　当然、小鳥遊たかなし姉妹しまいであろう。

「無人戦闘機まで用意出来るとは、５４０の扉ヴァルハラゲートは本当に厄介やっかいな固有能力ユニークスキルだな」

「なんだ！　あいつ!!

　クロエさまの攻撃を受けても無視しているぞ!!

　とっちめてやるからな！」

　前に飛びだそうとするクロエを白いドレスの女性が止める。

「クロエさん、ダメですよ。

　相手は大メジャーアルカナの最高位ランカーです」

「大メジャーアルカナの最高位ランカー??

　あいつのランクは０じゃないか？　それに守護アルカナがNOノーになっているぞ？」

「最上位ランカーでありながら、身体にほとんど基礎能力アビリティを宿さず、ランクを０と擬装させている大メジャーの噂を聞いた事があります。

　今日まで、その意図が分かりませんでしたが、彼を見て確信しました。

　彼は自らの守護アルカナ表記のＮ０エヌゼロを、ＮＯノーと誤読させるためにあえて身体に基礎能力アビリティを宿さずにランク０にしているのです。

　クロエさん、決して油断しないでください

　あれは、愚者ザ　フールの最上位ランカーです」

　止水は少し厄介な敵だな、と思った。

　とっさに漆黒スキロスを使って能力を見せてしまった。

　だとしても、短期間にあそこまで的確に分析が出来るものではない。

　あの、Rankランク[image: ]6　N [image: ]ナンバー１は基礎能力アビリティが高いだけの大メジャーアルカナ最上位では無さそうだ。

「大メジャーアルカナの最高位ランカー相手では、クロエさんの遠距離攻撃は決定打とはなりません」

「だったら近くで！」

「いいえ、安易に近づくのは危険です。

　もしあの愚者ザ　フールの最上位ランカーだとしたら、正面からぶつかれば基礎能力アビリティの差でクロエさんが不利です」

「そんな事ないぞ！　クロエさまは強いぞ」

「はい、その通りですよ。

　ですから、正面からぶつからなければいいだけです。相手の虚をつけば問題ありません」

「だったら、さらに追い打ちで今すぐ！」

「いいえ、その必要はありません。

　クロエさんの今の攻撃はとてもタイミングが良かったのですよ」

「本当か？　クロエさまは正しかったか？」

「はい、クロエさんは正しい判断をしました。

　今の攻撃でJokerジョーカー ofオブ Deathデスが去ってくれた様ですから」

「Jokerジョーカー ofオブ Deathデス？

　そういえば、なんか見たことがない守護アルカナがいたなぁ？

　エルネ、あれはなんなんだ？」

「あれは『大メジャーアルカナ喰くい』と言われる厄介な存在です。

　正直なところ、ネテスハイムとあの二人まで相手にしたら私達に勝ち目はなかったでしょう」

「そんな事はないぞ！　クロエは強い！

　そしてエルネスティーネ・クザーヌスはもっともっと強い!!

　クロエさまが唯一認めるクロエさまよりも凄すごい存在がエルネだ！」

「だといいのですが。

　正直、魔術師ザ　マジシャンは大メジャーアルカナの中では最弱と言われてます」

「何を言っている。クロエさまとエルネで何度も大メジャーアルカナを押しのけてきたではないか。クロエさまとエルネのコンビは最強だ！」

　止水が祁答院に指示を出す。

「祁答院くん！　今撃ち込まれた弾は固有能力ユニークスキルだ。

　地面にめり込んでいるものはただの弾じゃない。

　再び襲ってくるから次の攻撃に備えてくれ、冷静に対処すれば君の能力で十分防げるハズだ。

　決して焦あせりという感情にのみ込まれるな」

「わ、分かった」




　──ジャキィ!!




　祁答院が了解したのとほぼ同時に、地面から鋼鉄の棘とげがついた刃が飛び出す。

「火炎樹エクリクスィ！」

　祁答院が巨大な樹を召喚する。

　巨大な燃える幹がパーティを取り囲む。

　刃が一斉にネテスハイムに襲いかかる。




　──ドス！　ドス！　ドス！　ドス！　ドス！　ドス!!




《火炎樹エクリクスィ》に刃が突き刺さる。

　クラスター爆弾の様な能力とくらべ、さほどの威力がない様に感じられた。

　操作系の能力は、術者から距離が離れると、精度も威力も下がる。

　次の攻撃にも落ち着いて対処すれば問題ない。




　──ギュルルルルッッ!!




「な!?」

　突き刺さった刃が回転し始める。

　このまま幹を貫通させるつもりだろうか？

　とっさに祁答院はその刃をはねのけようと《火炎樹エクリクスィ》を振り回そうする。

　だが──。

「動かしてはなりません!!」

　かなりの大声に祁答院はビクリとしてしまう。

　振り向くと、羽玖が祁答院を見つめている。

　その時に、祁答院は止水の言葉を思い出した。

〝決して焦りという感情にのみ込まれるな〟

　焦りは禁物だ、ゆっくりと冷静に敵の能力を見極める。

　鋼鉄の刃は派手な音を立てて回転しているが一向に進むことが出来ていない。

　祁答院の《火炎樹エクリクスィ》は内部から無限に増殖する事で燃え上がる性質を持つ。

　その増殖の速度に追いつかない様だ。

「大メジャーアルカナ相手に戦えている！　これも特訓の成果か？」

「いいえ違います。

　今の攻撃は、単に堅い金属に見せかけるだけのパフォーマンスにすぎないと思われます」

「パフォーマンス??　何故そんな事を??」

「たしかに、あの能力者が使うのは重金属でしょう。ですがたぶん固体金属ではありません」

「固体じゃない？　どう見ても堅い金属に見えますよ！」

「いいえ、あれは液体でしょう」

「液体!?　いや、どう見ても金属です。事実、ああやってドリルの様に回転して火炎樹エクリクスィを貫通させ様としている」

「いいえ、よく見てください。あれは回転している様に見せているだけです。

　接地している刃からの木の破片が一切いっさい出ていません」

「そ、それはどういう事ですか？」

「火炎樹エクリクスィの守りを一旦いったん解かせて、再びクラスター爆弾の様な能力で襲う気なのでしよう。

　だから《火炎樹エクリクスィ》で振り払おうとするのは相手の思うつぼです。

　防御に穴が出来ます」

　羽玖の冷静な説明を遠くからローゼンクロイツパーティは聞いている。

「あの小さい少女、なかなか鋭いですね。

　私がクロエさんに指示した作戦があっさりバレました」

「身長が小さい癖くせに生意気だな！　クロエさまよりチビな分際で！」

　どうやらクロエも身長に関しては、羽玖並に気にしている様だ。

「だけどそれでいいじゃないか！　コソコソと自分の能力を隠す事なんてクロエさまの性に合わない!!

　クロエは強い。手の内が知れたところで、まったく問題ない！

　水銀の女帝メルクリウス・エンプレス!!」

　棘付きの刃だったものがどろりと溶ける。

　それがゆっくりと流れるように一カ所に集まる。

「あ、あの動き？　雨宮さまが言う様に液体だったのか??」

　今まで堅い金属だと思われていたものが液体である事に祁答院は驚愕きょうがくした。

　金属の液体が一カ所に集まる。

　その大きさはほぼ一辺が一メートルほどの立方体であった。

「な、なんだあれ？」

「水銀です」

「す、水銀？」

「重金属である水銀を扱う能力でしょう。

　先ほどのクラスター爆弾の様な攻撃は、超高速で水銀弾をまき散らしたものだと思います。

　大きさ的には14インチの野球ボールぐらい、数は約五千個ほど、水銀はかなり重い金属ですから、それを超加速させればあのぐらいの威力にはなると思われます」

　冷静に相手の能力を羽玖は分析する。

「ご、五千ですかぁ!?　ど、どんな数だ!!」

　祁答院が叫ぶ。

「そ、それだけあれば、たしかにあのクラスター爆弾並みの破壊力も頷うなずけますね」

　県が冷や汗を流しながら相手を見つめる。

「先ほども止水が言った様に操作系の能力は術者との距離に比例します。

　近ければ、かなりの力を生み出す事が出来ますが、これだけ距離が離れていれば、大した力を生み出す事は出来ません。

　刃物の様に見せかけて襲ってきたのはそういう理由でしょう」

「だったら、距離さえあれば問題ありませんね！」

　県の言葉に羽玖が強い口調で言う。

「そんな甘い相手ではありません」

　白いドレスの女性の守護アルカナが浮かんでいる。

　大メジャーアルカナ『魔術師《Theザ Magicianマジシャン》』

「瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー！」




　──シュン!!




　奇妙な音が鳴った。

　次の瞬間、ローゼンクロイツの二人は止水の目の前に立っている。

「瞬間転送!?」

　止水が声を出す。

　どういう能力だ!?　なんの前触れもなく出現した。

　よもや、自由気ままに移動先を決められる？

　いや、いくら何でも人を通す転送能力でそんな危うい事はしない。

　出口が定まらない転送能力ほど危険なものはないハズだ。

　だったら？　どの様な手段で？

　さすがの止水も相手の能力が分からない。

「ちっ」

　止水が後ろに後退する。

　眼前で立方体の水銀がどんどん巨大化していく。

　どうやら、クロエはまだ水銀をふんだんに隠し持っていた様だ。

　水銀の立方体はあり得ないほどの大きさになる。

「おいおい！　あんな大きさって!!」

　すでに一辺が数メートルほどの大きさになっている。

　重量がどのぐらいか想像も出来ない。

　クロエが叫ぶ。

「くらえ！　水銀立方体攻撃メルクリウス・キューブアタック!!」

　速度をあげて水銀の立方体がネテスハイムパーティめがけて落ちてくる。





　──ズドォォォォン！！！






　立方体が地面に接触すると、重さで道路が沈んでいく。

　地面が大きくたわむ。

「きゃっ」

　それほどの速度ではなかったので避さけることは容易たやすいと思われた、だが重金属である水銀の塊の落下は予想よりもはるかに巨大な破壊力であり、広範囲の地盤沈下を起こす。

「県!!」

　崩れる地盤に引きずり込まれそうになった県の手を祁答院が摑つかむ。

「あ、ありがとう！」

「水銀波メルクリウス・ウェーブ!!」

　先ほどから〝立方体〟やら〝波〟やら、かなり安直な名前の固有能力ユニークスキルを叫ぶクロエ。

　だが、水銀という並外れた重さを持つ物質が動くだけでかなりの脅威となる。

　単純な落下や波、これだけでも十分強力な固有能力ユニークスキルとなった。

　水銀はうねりからはじまり、徐々に波高になっていく。

　波の一部が崩れ始めると一気にネテスハイムパーティになだれ込んでくる。

「ま、まずい」

　横に避よけようとするが、すでに波幅は道の端まで達している。

　津波の様な水銀の波。

　重金属である水銀に押しつぶされれば、守護アルカナ持ちといえどもひとたまりもない。

　そもそも水銀波メルクリウス・ウェーブに対しては、一切の固有領域の恩恵オーラは働かない。

　その理由は固有領域の特性にある。

　基本的に高速で近づくものに対して固有領域は反応する。

　速ければ速いほどその物体に対して強い抵抗力を示す。

　その性質は水によく似ており、銃弾などの高速なものがぶつかると抵抗力が最大値になる。

　歌乃かのが言っていた「小レッサーアルカナのランク１でも、自らを覆おおう固有領域で９㎜パラベラム弾程度ならば無力化させる」というのは、この固有領域の特性についてである。

　逆にゆっくりと動くものに対しては固有領域は抵抗力を示さない。

　これは、守護アルカナの加護オーラが〝殺傷能力〟というあやふやな概念では反応出来ないという理由に起因する。

　ではこの水銀波メルクリウス・ウェーブに対して固有領域はどう働くであろうか？

　想像してみれば分かる。

　水に鉄球を落とす事を想像してみよう。

　鉄球は水の中を沈んでいくだろう。

　逆に、水銀に落とした場合だと鉄球は浮くのである。

　水銀は鉄球よりも遙はるかに重い。

　水銀波メルクリウス・ウェーブは相手がどれほど強固な固有領域だとしても簡単に流れ込んでいく。

「火炎樹エクリクスィ！」

　祁答院が巨大な樹を召喚させる。

「バカめ！　樹なんかで水銀の波を止める事など出来ない!!」




　──バキィ！　ボキィ!!　メキィ！




　水銀波メルクリウス・ウェーブに接触するやいなや《火炎樹エクリクスィ》がへし折られる音がする。

「そのまま時間を稼いでくれ!!」

　止水が叫ぶ。

　次の瞬間、ビルの高層階めがけて漆黒スキロスのワイヤーが撃ち出される。

　伸びきった漆黒スキロスが一気に縮まると、止水の身体からだが空高く跳ぶ。

　漆黒スキロスが上空からローゼンクロイツに襲いかかる。

「バカめ！　跳んだら格好の的でしかないぞ!!

　くらえ！　水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー!!」





　──ドガガガガガガガガガッッッッッッっっ！！！






　上空めがけて撃ち込まれた《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》はビルの上層階を吹き飛ばしていく。

　だが──、

「な、なにぃ!?」

　その様なものに当たる止水ではない。

　漆黒スキロスが生み出す遠心力で急降下し《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》をかわす。

「な、なんて速度だ！」

　たしかに、大メジャーアルカナの固有能力ユニークスキルは凄すさまじい。

　クラスター爆弾並みの破壊力を持つ水銀の大粒散弾。

　だが止水にとっては、ただそれだけでしかない。

　的確に、最速で、相手を破壊するためだけに、最善の道具を使うJokerジョーカー ofオブ Deathデスに比べたら、クロエの大雑把な攻撃など子供の火遊びでしかない。

「もらった!!　漆黒の刃スキロス・クスィフォス!!」

　漆黒スキロスが鋭い刃となる。




　──ガシシィィィン！




　刃がクロエを切断しアスファルトに突き刺さる。

《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を避けるほどの高速だ。

　鈍重な水銀使いなどにかわせる速度ではない。

　だから、止水の漆黒スキロスは確実に敵を貫いたかに思われた。

　だが──、

　人体を切り裂くのとはまったく違う感触がした。

　──この希薄な基礎能力アビリティは!?　本体ではない！　幻影!?

　止水がそれを言葉にする間もなく──。




　──ズドドォォォン!!




　クロエを引き裂いたハズの止水は、大爆発に巻き込まれた。

　その爆風は凄まじく、幸か不幸か水銀の波までも吹き飛ばしてしまった。

　皮肉にも、水銀の波と止水を仕留めた爆発が相殺する事によって、ネテスハイムパーティは救われた事になる。

「先ほどの戦いを見させて頂いてました。あなたの空中機動力は理解しています。

　残念ながら、あなたの行動を読んでおりました」

　悠然と立っているエルネスティーネの背後には守護アルカナが浮かんでいる。




『魔術師《Theザ Magicianマジシャン》』




「あ、昕門!!　昕門止水!!」

　叫ぶ祁答院。

「昕門くんの足下が爆発した!?　なんで？　なんでそんな事に??」

　動揺する二人に対して冷静に羽玖は指示を飛ばす。

「来ます！　祁答院さん！　正面に火炎樹エクリクスィを！　咲乃さくのさん跳弾五芒星リコシェディスクをいつでも出せように守護アルカナを出しておいてください！」

　爆煙に紛まぎれてネテスハイムに二人の能力者が近づく。

　一人は、水銀を操あやつる大メジャーアルカナであるクロエ。

　もう一人は大メジャーアルカナ最上位ランカー、エルネスティーネ。

　その能力の全貌ぜんぼうは未いまだ分からない。

　もし今の攻撃で止水がやられていたとしたら、この戦力差は埋めようがないものとなる。

　だが、羽玖はまったく動揺などしていなかった。

　昕門止水があんなものでやられるわけがない。

　今は、自分たちが出来る最善を尽くすべきだ。

　そうすれば、必ず止水が突破口を開いてくれる。

　羽玖は止水を信じていた。

「祁答院さん！　私が手をかざしますのでそのまま固有能力ユニークスキルを使ってください！」

　その意図は分からない。

　だが、祁答院は羽玖の言うとおりに能力を発動させる。

「火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス!!」

　祁答院がこれまで使った事がない固有能力ユニークスキルを叫ぶ。

「小レッサーアルカナどもに何が出来る！」

　クロエが啖呵たんかを切った。

　だが、そのクロエの表情が見る見るうちに変わっていく。

　それは幹みきではなかった。

　それは根。ただ広がる根であった。

　問題はその広がり方だ。

　まるで毛細血管の様に広がる無数の根が空を覆い尽くす。

　これは、止水によって考案され、祁答院が特訓して得た固有能力ユニークスキルだ。

《火炎樹エクリクスィ》は幹を具現化する。

　幹が具現化出来るのであれば、その根にあたる部分も具現化は可能なハズである。

　止水のその様な指摘から生まれたのが、この固有能力ユニークスキル《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》である。

　気根ラーディックスは火炎樹エクリクスィと比べものにならないほど広範囲に広がる。

　幹のような圧倒的な強度はないが、その広がりは比ではない──。

　たしかに、祁答院自身もその様な思いで特訓してきた。

　広範囲に広がる攻撃能力として自らの技を磨いてきた。

　だが、その能力者である祁答院自らが《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》の巨大さに驚く。

　気根ラーディックスはあり得ない速度で伸びていく。

「な、なんだ!?　この巨大さは!!」

　祁答院は思わず声を上げる。

　想定していたものよりも気根ラーディックスは遙かに大きく広がっていく。

　自分の基礎能力アビリティでこれほどの巨大な気根ラーディックスを具現化するのは不可能なハズである。

　祁答院自身混乱していると羽玖がその疑問に答えた。

「火炎樹エクリクスィは内部から幹が増殖する能力です。

　この増殖は再生に近いものと考えました」

「再生に近いもの？」

「はい、増殖する火炎樹エクリクスィに治癒能力を上から重ねれば、その速度は劇的に増えるハズです」

「だから、こんな巨大な大きさに!?」

「とは言っても、やってみるまでは成功率五分五分ぐらいで考えていたのですが、思いの外ほか……うまくいきましたねぇ」

　苦笑いする羽玖。

〝思いの外うまくいった〟

　そんな言葉で言い表せないほどに二つの固有能力ユニークスキルの合わせ技はハマった。

　際限なく広がる気根ラーディックスの全長はビルを超え、さらに横幅は幹線道路すべてをふさいでいく。

　その圧倒的なまでの巨大さは、まるで大メジャーアルカナの固有能力ユニークスキルの様であった。

　巨大な気根ラーディックスがゆっくりとローゼンクロイツパーティも覆い尽くしていく。

「で、でかいと言っても、所詮しょせん木の根っこだ!!

　水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマーでバラバラ粉砕してやるぞ!!」

　水銀が無数の球体の形になる。

《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》で粉々にする気だ。

　だがエルネスティーネはそれをやめさせる。

「だめです！　クロエさん!!　水銀をすべて防御にまわしなさい!!　あれは燃えます！　あの面積が一気に燃えだしたら──」





　──ドゴオオオォォォォォォォォオオ！！！






　エルネスティーネが言い終わらないウチに《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》が爆炎をあげる。

　それは燃えるというよりも、ほぼ爆発に近い炎だった。

　広大な面積を持ち、さらに編み目のように入り組んだ気根ラーディックスは、その内部にふんだんに空気を含んでいる。

　その気根ラーディックスが一気に燃えだしたのだ。

　巨大な炎の渦となった気根ラーディックスがそのままローゼンクロイツに崩れ落ちる。

《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》は羽玖の能力と合わさる事によって、大メジャーアルカナ級の固有能力ユニークスキルに化けた。





　──ゴゴゴォォォォォ…………。






　燃える炎は凄まじく、その熱量が強力な上昇気流を生み出す。

　上昇気流は炎の竜巻と化す。

　この現象は火災旋風と呼ばれている。

　火災旋風の中心部は優に摂氏千度を超え、さらにその膨大なエネルギーが生み出す輻射熱ふくしゃねつは辺り一面を焼き尽くす。

　クロエの《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》に匹敵ひってきする様な恐ろしい破壊力であった。

「な、なんだよ──」

　あまりの巨大な火炎に祁答院は声を失う。

　実際、炎が吹き出した時に、自分たちが巻き込まれない様にするだけでも一苦労であった。

　ランク５の《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》にランク６の魔力オーラを加えたという形だが、羽玖は節制テンペラスとの狭間はざまにあるため、その基礎能力アビリティは通常ランク６よりも遙かに高い。

　そのため大メジャーアルカナ級の固有能力ユニークスキルとして発動したのだろう。

　火災旋風はまわりの空気を急激に吸い込む。

　その風にのみ込まれない様にするのも一苦労なぐらいだ。

　空高くまで舞い上がる火災旋風。

　相手がどれほどの能力者だとしても、この内部にいて無傷であるとは考えづらい。

　摂氏千度を超える熱もさることながら、一瞬で失われる酸素、そして生まれ続ける大量の一酸化炭素。

　大メジャーアルカナがどれほど強力な固有領域を持っていたとしても、この状況から脱出するのは相当困難である様に思えた。




　──ガッッゴゴッ！




「え？」

　近くにあったマンホールがコンクリートを引き裂きめり込んだ。

　状況が摑めない。

　下水道で何かが起きている。

　羽玖がそう思った次の瞬間──、




　──ポンッ！




　遙か遠くで、甲高い音を立てて何かが跳ね上がった。





　──ブシャャャャャヤヤヤヤ!!






　跳ね上がった場所に水柱が立つ。

「マンホールが跳ね上がった??　それにあれは水柱!?」




　──ポンッ！　──ポンッ！　──ポンッ！　──ポンッ！




　いくつものマンホールが跳ね上がり、水柱が立っていく。

　その水柱はこちら側に確実に近づいてきている。

　すぐに羽玖は状況を理解する。

「下水管の中を高水圧で大量の水が近づいきています！」





　──ゴブブブッッオオォォッッゴブブブブッッッッォォォォォ!!






《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》から異質な音が鳴り響く。

　その直後、火災旋風が紅蓮ぐれんから白い竜巻に変化する。

「あれは水蒸気の竜巻です!!

　爆発します！　全員、基礎能力アビリティを防御にまわしてください!!」

　羽玖が叫ぶ。





　──ズゴゴゴゴォォォォォォォンっッッ！！！！！






　爆風。




　衝撃波で大地が揺れる。




　白い衝撃波が一瞬にして辺りを水蒸気で染める。

　相当な爆発であった。

　だが、羽玖の言葉通り基礎能力アビリティをすべて防御にまわしていたので、ネテスハイムパーティは誰一人として怪我けがはなかった。

「な、何故あんな爆発があったんだ？　自爆したのか!?」

「違います。あれは水蒸気爆発です」

　祁答院の疑問に羽玖が答える。

「す、水蒸気？」

「下水道の水を一気にこの場所に集中させたのです。

　飛び上がったマンホールが近づいてきたのは、急激に集められた水に耐えられずに噴射したのでしょう」

「つまり？」

「火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックスの下からとてつもない勢いで水を噴き上げられました。

　摂氏千度を超える高温です。

　そんな中に大量の水が入れば一瞬で気化します」

「つまりは水蒸気爆発というわけですか。

　という事はやはり自爆ではありませんか？」

「いいえ、祁答院さん、彼らはそんな事はしません。

　相手は大メジャーアルカナなのですよ」

　祁答院の甘い見立てを正す様に、羽玖は水蒸気で白く染まった先を指さした。





§






　真っ白い煙の中に銀色に光る球体があらわれる。

　それが水銀の球体である事はすぐに分かった。

　さすが大メジャーアルカナの固有能力ユニークスキル。

　あの水蒸気爆発でも無傷であった様だ。

「きさまらぁ。雑魚ざこの分際で……ゆるさない」

　球体が解体され中からクロエが姿をあらわす。

　まったくの無傷。

　ほとんどダメージを与えてないらしい。

「無傷かよ!!」

「もう、謝ってもゆるしてやんない！　泣いてもゆるしてやんない！

　最大限の痛みを与えて、全員なぶり殺しにしてやる!!」

　羽玖はクロエを見つめる。

　大メジャーアルカナならば、あの程度の爆発ならば固有能力ユニークスキルを使えば耐えられるのだろう。

　たぶん彼女にとって厄介だったのは、高熱そのものよりも、《火炎樹気根エクリクスィ・ラーディックス》の影響範囲があまりに広かった事と、それに伴う大規模な酸欠状況であったハズだ。

　だがそれも一気に吹き飛ばしてしまえば大メジャーアルカナにとっては脅威ではなかったのかもしれない。

「全然、ダメだったという事ですか？」

　県は愕然がくぜんとする。

　だが、羽玖は落ち着いた様子で指さす。

「いいえ、たしかに固有能力ユニークスキルを防御にまわしていれば、それほどの脅威ではなかったかもしれません。

　ですが、そうでない場合はそれなりにダメージがある様に見えます」

　羽玖の指さした先にはもう一つの人影が見えた。

　そこにはエルネスティーネの姿があった。

　あの水柱を作ったのは魔術師ザ　マジシャンの固有能力ユニークスキルであろう。

　魔術師ザ　マジシャンは特殊な大メジャーアルカナであり、複数の固有能力ユニークスキルを持っていると聞いた事がある。

　たぶん、あの大量の水を噴射させたのも彼女の能力だったのだろう。

　クロエと呼ばれる少女は固有能力ユニークスキルの水銀すべてを防御に使っていた。

　だがエルネスティーネはその能力を鎮火のために使った。

　あれだけの水量を短時間で集めたのだから、かなりの基礎能力アビリティを消費したハズである。

「くっ……」

　エルネスティーネがよろける。

「あ、エルネ大丈夫か！」

「はぁ、はぁ、はぁ、クロエさんは大丈夫でしたか？」

「クロエさまは大丈夫だ！　だけどエルネはあんな大量な水をここまで運んできたんだ。それに力を使ってたんだから怪我とかあるんじゃないか？」

「いいえ、問題ありま──っ」

　エルネスティーネはその場で片膝ひざを付くように倒れた。

「見てみろ！　県！

　大メジャーアルカナ最上位ランカーに相当なダメージを与えた様だぞ!!　これならいけるぞ!!」

「うるさいィ!!」

　クロエが叫ぶ。

「何を喜んでいる！

　次のターンで死ぬのは！

　確実にお前らだ!!」

　クロエが水銀を一瞬でバレーボールほどの大きさに変化させた。

　つまり、先ほどまでの《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》よりも格段に弾が大きい。

　だがそれ以上にネテスハイムを驚嘆させたのは──。

「な、なんて数なの──」

　その膨大な数の前に、県はただ立ち尽くす。

　羽玖は「五千個ほど」と言っていたが、実際に目で見ると絶望的な数だ。

　あんなものを喰らったら、今のネテスハイムは一瞬で壊滅する。

「くっ」

　祁答院はとっさに《火炎樹エクリクスィ》を出そうとする。

　当たり前だが、祁答院の固有能力ユニークスキルでクロエの《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を防げるものではない。

「クロエさまに反抗した事を後悔するんだな!!

　死ね！　雑魚ども」

　能力が発動される──その瞬間。

「それを待っていたんだよ」

「え!?」

　背後から声がした。

　とっさに振り向くクロエ。

　黒い影がこちらに突き進んでくる。

「な、なにぃ!?　影??」

　影から漆黒スキロスをまとった止水が姿を跳び出す。

「き、きさま!?　生きていたのか!?」

　漆黒スキロスを刃に変えてクロエに襲いかかる。

「お前が、すべてを攻撃に力をまわすこの瞬間を狙っていた!!

　くらえ!!　漆黒の刃スキロス・クスィフォス!!」

「わ、わぁぁぁ、やめッ!!」

　クロエは思わず悲鳴を上げる。

　間違いない、基礎能力アビリティが大メジャーのものだ。今度は幻影ではない！

　この近距離からの攻撃、しかも大メジャーアルカナ最上位ランカーの刃だ。

　クロエにはどうする事も出来ない。

　勝負は決した──、




　──ガシィ！




　かに思われた。

「なっ!?」

　たしかにクロエを捉とらえたハズである。

　だが、止水の刃はむなしく、地面に突き刺さっている。

「き、消えた!?」

　先ほどの幻影などの能力ではない。あれは触れた瞬間に爆発する。

　たしかに、直前までクロエは止水の目の前にいたのだ。

　遠くで声がする。





「エルネぇぇぇぇ!!　大丈夫なのかぁ!!」






　最初にローゼンクロイツの二人が立っていた位置にクロエの姿があった。

「て、転送能力!?」

　さすがの止水もあの絶妙なタイミングで敵が瞬間転送が出来るとは思わなかった。

　しかし、どうやって？

「く、クロエさんをみすみす殺させませんよ。

　昕門止水さん!!」

　エルネスティーネが止水を睨にらむ。

「くっ、今日は、瞬間転送に振り回されてばかりだな……」

　渾身こんしんの一撃であった。




　──ドサッ。




　すべての力を使った止水はその場で倒れてしまう。

「止水大丈夫ですか！」

　羽玖が駆け寄る。

「すみません。不覚をとりました。

　最初の水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマーは漆黒スキロスで十分避けられたのですが、よもや敵が幻影にすり替わっており、幻影に触れると爆発する能力だとは想像だにしませんでした……」

「幻影が爆発したのですか？

　なんて厄介な能力なのでしょう」

「いいえ、ボクの詰めが甘かった」

「とりあえず今は身体を落ち着けてください。これから治癒します！」

　羽玖が止水を治癒しはじめる。




　──ザッ！




　それを見てエルネスティーネは背中を見せて走り出す。

　ネテスハイムの脅威である愚者ザ　フールが倒れた今、全力で逃げるのが最良だと考えたのだろう。

「逃げる気だな！」

　祁答院も走り出す。

「で、でもなんで転送で逃げないのかしら？」

「そんなもんあれを見ればわかるだろ！

　基礎能力アビリティがほとんど残ってないんだ！

　咲乃！　一気に片を付けるぞ！

　跳弾五芒星リコシェディスクで跳ばしてくれ！」

「え？　う、うん」

　エルネスティーネに向かって走り出した祁答院の足下から跳弾五芒星リコシェディスクが姿をあらわす。




　──ビュンッ!!




《跳弾五芒星リコシェディスク》によって一気に加速し空を飛ぶ祁答院。

「な!?　なんですかあれ??」

　エルネスティーネは声をあげて驚く。

　これまで県は、固有能力ユニークスキルをほとんど見せていなかった。

　エルネスティーネはまだネテスハイムが固有能力ユニークスキルを隠していた事に大いに驚いた様であった。

《跳弾五芒星リコシェディスク》によって空高く飛び上がった祁答院は、そのままエルネスティーネめがけて落下する。

「もらったぁぁ!!　火炎樹破城槌エクリクスィ・シュトルムボック」

　落下速度と共に燃え上がる鋭い杭くいの様な《火炎樹エクリクスィ》を発動させる。

　これも特訓によって新しく覚えた固有能力ユニークスキルだ。

　ただ《火炎樹エクリクスィ》の先端を鋭くしたものだが、その質量故ゆえに強力な武器となる。

　その鏃やじりが確実にエルネスティーネを捉えていた。




　──ザクッッ!!




　肉が裂ける音。

　巨大な杭がそのままエルネスティーネを串刺しにした。




　──ボッ!!




　祁答院の着地と共に、串刺しの身体が燃え上がる。

《火炎樹破城槌エクリクスィ・シュトルムボック》は串刺しだけでは飽き足らず、相手の身体を燃やし尽くす。

《火炎樹エクリクスィ》を元にした能力であるから、その炎は止まる事がない。

　延々と燃えさかる。

　相手が大メジャーアルカナ最上位ランカーであろうと、これほど身体が破壊されて生きているハズがない。

「や、やったのか？

　俺は大メジャーアルカナ最上位ランカーを倒したのか??」

　祁答院は串刺しのエルネスティーネに駆け寄る。仕留めたかどうか一刻も早く確認したかったのだ。

　その姿を見た止水は叫ぶ。

「だめだ！　逃げろ！　罠わなだ！」

　羽玖によって治癒魔法をかけられていた止水が祁答院から目を離していたのは十秒もなかった。

　だが、その十秒が致命的な結果となった。

　止水の声に、振り返る祁答院。

　だが──、

　エルネスティーネから流れ出す大量の血に祁答院の靴先が触れてしまった。




　──ドゴゴゴォォォン!!




　エルネスティーネの死体が大爆発を起こした。

「け、祁答院くん!?」

　走り出そうとする県。

　だが、その手を止水に摑まれる。

「な、なんで!?」

「待て……」

　煙が風で消えていく。

　爆心地には倒れた祁答院の姿があった。

「祁答院くんを助けないと!!」

　止水はクロエの位置を確認する。

　思った通りだ。

　クロエの横にはエルネスティーネの姿があった。

　当たり前だ。

　大メジャーアルカナ最上位ランカーであれば、あの火災旋風の中でも固有能力ユニークスキルを使って基礎能力アビリティが尽きる事などあり得ない。

　大メジャーアルカナ最上位は四億八千万アビリティを有している。

　ネテスハイムが手こずっている水銀使いクロエの百三十倍も基礎能力アビリティを持っているのだ。

　そもそもクロエ一人転送する力しか残っておらず、自分は走って逃げるなど不自然極まりない。

　そんな中途半端ちゅうとはんぱな基礎能力アビリティが残る可能性よりも、その様に演じている可能性の方が格段に高い。

　幻影と本体の区別は、注意すればすぐに基礎能力アビリティの差で分かる。

　幻影は所詮幻影なので、ほとんど基礎能力アビリティが感じられない。

　だが、その姿や動きがあまりにも精巧にコピーされているため、そんな初歩的な事すら気がつかない。

　あの大メジャーアルカナはかなりの曲者くせものだ。

　幻影爆発、空間転移、そして大量の水を集めた能力。

　小出しにしているが、まだ能力を隠している。

「つまり、まだ終わってないんだよ……」

　止水が呟つぶやく。

　間違いなく何かを仕掛ける気だ。

「祁答院くんは生きてます！　はやく治療しないと！」

「相手は大メジャーアルカナ最上位ランカーだ。その気になれば彼の身体など跡形もなく吹き飛ばす事が可能だ」

「見捨てるのですか！」

「っ!?」




　──キィッン。




　その時に奇妙な音を止水は感じ取った。

「ど、どうしたのですか？」

　県の声など耳を貸さずに注意深くまわりを見る。

「なんだ、あれは」

　自分たちを取り囲む様に不気味な石像が出現しているのに気がつく。

　四方に散らばるその石像は、まるでトランプのキングの様な形をしていた。

「あれは……スペード、ハート、クラブ、ダイヤのマーク??

　四枚のキングのカード……」

　次の瞬間、止水が青ざめる。

「っッッ!!」

　四つの石像の間隔はおよそ五十メートル。

「跳弾五芒星リコシェディスクで全員をできる限り上空まで跳ね上げろ！」

「でも、祁答院くんが!!」

「はやく!!　全員死ぬぞ!!」

「え!?　は、はい!!」

　県は《跳弾五芒星リコシェディスク》を出現させる。




　──ボムッ！




　県、羽玖、止水、そして倒れている祁答院。

　それぞれの下から跳弾魔法が発現し、四人を空高く跳ね上げる。

「できる限り高くあげろ！　最低五十メートル以上だ!!」

「わ、わかりました！」

　止水の声から、緊急である事を悟った県は《跳弾五芒星リコシェディスク》の力をさらに強める。

　エルネスティーネの背後にある『魔術師《Theザ Magicianマジシャン》』がひときわ強く輝く。

「跳躍魔法！　その様な能力を隠し持っていたとは思いませんでした！

　ですが逃げられませんよ！　最大の魔力オーラをもって、全員に消えてもらいます!!」

　大メジャーアルカナ最上位の魔術師ザ　マジシャン。

　基礎能力アビリティが急激に跳ね上がっていく。

　その魔力オーラの増大に県の背筋が凍る。

　あの時と同じだ。

　杵島きしまの固有能力ユニークスキル《太陽を盗んだ男ザ・キッド・フー・ローブド・サン》の発動とほぼ同じ圧倒的な魔力オーラ量。




《四方喰王カニバル・カード》




　エルネスティーネが固有能力ユニークスキルの名を叫ぶ。

　それと同時に、四方の像は光線を放つ。

　光線は結ばれ、正立方体の形を作り出す。

　一辺が五十メートルの立方体。

　かなり巨大なものだ。

「県さん!!　光線で結ばれた空間の外に出るんだ!!」

　可視化されて、はじめて能力の巨大さを実感する。

　県は一刻も早くこの空間から脱出しようと試みるが、その焦りが致命的なミスを生む。

「あっ」

《跳弾五芒星リコシェディスク》は直径一メートルほどの円でしかない。

　祁答院の身長は一メートル九十センチほどある。

　そんな長身の祁答院を倒れている状態から跳ね上げたのである。

　加速を強めれば強めるほど、跳ね上げるのは困難となる。

「祁答院くんが!!」

　県はリカバーするために《跳弾五芒星リコシェディスク》を作り出していくが、一度制御を失ったものをうまく跳ね上げる事が出来ない。

　祁答院を上昇させる事が出来ない。

　空間全体が光り出す。

　その中に吸い込まれていく祁答院。

「いやぁぁぁ!!　祁答院くん！！！」

　手を伸ばそうとする県。

　止水はその県を無理矢理摑む。

「一気に跳ぶぞ！　爆縮が起きるハズだ！」

「ば、爆縮!?」

　漆黒スキロスのワイヤーが何本もビルに突き刺さる。


「うぉぉぉぉおおお」



　止水がうなり声を上げる。

　漆黒スキロスを高速で縮ませ、その勢いで一気に空高く飛び上がる。

　ビルより遙か高く、止水達は数百メートル先まで一気に跳んだ。

　次の瞬間。




　──カッ！




　立方体が強く光る。

　光が消えると、

　一瞬ですべてが無くなっていた。

　大地もビルも瓦礫がれきも祁答院も空気すらも──すべてが消え失せていた。







　──爆縮。







　喰われた空間は広範囲の真空と化して、とてつもない爆縮を生む。

　その巨大な爆縮は、ほぼ街すべてをのみ込む。

　ありとあらゆる物がその真空に吸い込まれていく。




　空高くから、県はその爆縮を見ていた。

　その絶望的なまでの破壊力に、県の心は恐怖で満たされた。
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　数百メートルにわたり平地が続いていた。

　ただ、中心部には爆縮によって圧壊されたものが固まっている。

　その荒野に立つのはローゼンクロイツの二人だけ。

　能力を発動させたエルネスティーネは複雑な表情を浮かべていた。

「あの状況下で四方喰王カニバル・カードから逃れるとは思いませんでした。

　少々迂闊うかつでしたね。跳躍能力を持っている人間がいたとは……」

　たしかに、《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》の初弾を、なんらかの方法でネテスハイムパーティが回避したのは見ていた。

　だが、クロエの能力があまりに広範囲に広がるもののため視界が良好とは言えず、どの様な手段であったのかまでは把握出来なかった。

　自分の幻影ファントムが祁答院に襲われる時に初めて相手の能力を知った。

《跳弾五芒星リコシェディスク》。

　どうやら、跳ね上げる能力らしい。

「大メジャーアルカナばかりに気を取られすぎていましたね」

「そうか？　あいつら這々ほうほうの体ていで逃げていった感じだったぞ。

　少なくとも一人は始末したし、問題ないだろ？」

「だといいのですが……」

　エルネスティーネは手に持った箱を撫なでながら、ネテスハイムが消え去った方向を見つめていた。
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　廃墟になったビルのフロア。

　机や椅子いすが散乱している中で、備え付けのソファだけがそのまま残されている。

　構造的にファミレスであった事は想像に難かたくない。

　その一角でネテスハイムは身体を休めていた。

　羽玖の治癒能力によって傷は癒いやされているが、止水の魔力オーラはかなり削られていた。

「止水、大丈夫ですか？」

「どうでしょうか。

　いろいろ手段は考えてます」

「そうではなくて、止水の身体です」

「身体は問題ありません。

　単にあまりの自分の不甲斐ふがいなさに落胆しているだけです」

「そんな事ありません。

　止水は良くやってくれています。

　感謝の言葉しかありません」

「光栄なお言葉ですが。素直に受け取る事は出来ません。

　やはり少し感覚が鈍っているのでしょう。

　幻影やら転送やらにことごとく引っかかってしまいました」

「初見の大メジャーアルカナ二人も相手にしたのです。

　完全に相手の動きを見抜く事など不可能です」

「いいえ、そうではないのです。

　端的に言えば意識がJokerジョーカー ofオブ Deathデスに向きすぎていました」

「歌乃さんと詩乃さんですか？」

「はい、少しは予想していたのですが、現実になると結構くるものがあります。

　おかしなものですね。

　元々彼女たちとは殺し合っていた関係だったのですが……。

　ネテスハイムの生活でそんな過去が薄らいでしまった様な感じがあります。

　だから、再び彼女たちと戦う事に葛藤かっとうがあったのかもしれません」

「それほど長い時間ではありませんが、私も詩乃さんと共にいました……」

「そういった感情が、今回の様な失態を招いたのでしょうね。

　ボクは魔術師ザ　マジシャンの能力に翻弄ほんろうされた。

　その結果、祁答院くんを失った」

「それは、違いますよ……」

　県がつぶやく。

「何が違うんだい？」

「昕門くんが悪いわけない。

　私のせいだよ……。どう考えても」

「何故、そこで県さんが出てくるんだ？」

「わ、私、正直に言うと……怖かったんです」

「怖かった？」

「はい、怖くて、怖くて、仕方が無かったんです」

「それは仕方が無いよ。

『門』をくぐって早々、相手は〝大メジャーアルカナ喰い〟と恐れられるJokerジョーカー ofオブ Deathデスだ。

　さらに次の相手は大メジャーアルカナ二人組、しかも片方は最上位ランカーだ。

　普通ならば、絶対に戦ってはいけない様な連中を相手にしたんだ。

　恐怖心を持たない方がおかしい」

「でも！　怖くて、全然動けませんでした！」

「恐怖で身体が動かなくなるのは普通の事だ、気に病むことではない」

「だけど！　祁答院くんは勇敢に戦ってました」

「ああ、祁答院くんは勇敢に戦っていたね。

　ただ、勇敢は無謀と隣り合わせでもある」

「そんな言い方するのですか！　祁答院くんは勇敢に戦いました！

　無謀な事などありません。

　ただ、私が無力だったから、だから彼は死んでしまった……」

「祁答院くんが死んだ……。

　なるほど、その事を悔やんでいるのかい？」

「昕門くんは普通でいられるのですか？

　一生懸命戦って、彼は死にました。

　しかも、私のミスで彼を殺してしまった……」

「咲乃さん、それは違いますよ。祁答院くんは──」

　羽玖の言葉を止水は遮さえぎる。

「あれは君のミスだと考えているのかい？」

「私のミス以外にありえないじゃないですか！

　跳弾五芒星リコシェディスクの操作を誤ったから彼を殺してしまったんです」

「正しく操作していたら、彼は死ななかったと？」

「そのために練習しました！　毎日毎日毎日、気が遠くなるほどの時間を跳弾五芒星リコシェディスクの特訓に費やしました。

　私は今まで役立たずで、いつでも、皇すめらぎくんや祁答院くんのお荷物でしかなかった。

　彼らが守ってくれたから私は今まで生きて来られたのです……」

「なるほど、その特訓の成果がなかったというわけか」

「はい──」

「私見を述べさせてもらえれば、あれはミスじゃない。

　三人も助かったのはむしろ奇跡だ。

　祁答院くんが救えなかったのは仕方が無い。

　彼は手負いだった。

　戦場において負傷者を救うのは非常に困難だ」

「祁答院くんの事は仕方が無いというのですか！」

「ああ、彼だけで済んだのは、不幸中の幸いだとは思っている」

　県が啞然あぜんとする。

「はっ、さすがですね。

　そんな言い方は私には出来ません……」

「ボクは言ったハズだ。

　君に降りろと」

「──」

「今後、天球儀アーミラリースフィアゲームは君が思っているよりも遙かに過酷になっていく。その事実を受け入れられないのならば辞めるべきだ」

「私が辞めてれば、

　それで、祁答院くんが助かったのならば……、

　たしかに昕門くんの言う通りだと思いますよ……」

「ただ、君が辞めていれば、単に全員が死んでいた。

　それが、正しいものの見方だとボクは思うけどね」

「そうでしょうか……。

　私には、そう思えません……」

「何故、思えない？」

「だって、私、怖かったのですもの！　すごく怖くて、怖くて、ほとんど動けなかった。

　私が能力を使えたのは、たった三回でした。しかも一度として自分で判断なんて出来なかった。

　最初は昕門くんの指示で、次は祁答院くんの指示で、最後はまた昕門くんの指示です。

　祁答院くんは小レッサーアルカナなのに、格上の大メジャーアルカナに果敢に挑んでいきました。

　ですが、私はすべて、他ほかの人の指示で動いていただけです……」

「祁答院くんは、自分の意思で動き、そして敵の罠にかかった。

　果たして、勇敢に自分の意思で戦うのが正しいのか？」

「私みたいに動けなかったり、最後の最後でミスをするよりはましですよ……」

「自分で動いてれば、もう少しマシな結果になっていたと言いたいのかい？」

「少なくとも、もう少し動けていれば結果は違ったと思います。

　私はずっと練習しつづけてました。

　ちゃんと戦えるように練習を重ねました」

「ああ、そうだね。初日は三分の一しかビーズが残ってなかった。

　けれども、最終日には一粒もビーズを無くさなかった」

「はい、百粒のビーズを何度も何度も跳弾五芒星リコシェディスクで跳弾させました。

　座標感覚の訓練とビーズの跳弾訓練、この一ヶ月間の大半はそれだけに費やしています」

「でなければ、あの速度で上達はしないと思う」

「ですが！　全然役に立たせることができませんでした。

　百粒のビーズを何百回跳弾させても一粒も落とさなかったのに──、

　あの時、たった四人すら──、

　まともに──、

　まともに跳ばす事が出来なかったのです」

「なるほど。そうやって悔やんで、自分を責めれば、君は楽になるというわけか」

「なんですか！　それ!?」

「そのままの意味だ。

　君はまるで特訓の成果がまったく無かった様な言い方じゃないか」

「実際ありませんでした。

　出来ると思ったんです。

　だけれども、練習した事を何一つ実戦に生かすことが出来ませんでした」

「何故だ？」

「やはり、私は──出来損ないです。

　たぶん、出来損ないだから、何をやってもダメなんです」

「県さんが言う〝ダメ〟ってなんだ？」

「結果が残せない事です！」

「結果がなぜ残せなかったと考えている？」

「たぶん、才能なんだと思います」

「なるほど才能か」

「はい。私は才能に恵まれていません。

　その自覚はずっとありました。

　人一倍努力して、努力し続けても、やっと普通のレベルです。

　みんなが当たり前にやっている事すら、私は人一倍努力して、なんとか成し遂げる事が出来るんです」

「君が通っている学校も、君のランクの高さも普通とは言えないと思うけどな」

「だって、それ以上に努力してきたから……。

　でも、いつも分かってしまうんですよ。

　皇くんを見た時、祁答院くんを見た時、詩乃さん、歌乃さん、羽玖さん、そして昕門くん。

　みんな、私とは違う。

　私に出来ない事が、皆には簡単に出来てしまう……」

「君は、人一倍努力しているが、まったく結果を残す事が出来ない。

　そう考えているわけか？」

「違いますか!?

　だって、祁答院くんも昕門くんに教わっていたのですよね!?

　私と同じ様に努力して、自分の能力をあれだけ変化させたのですよね!?」

「いいや、それは違う」

「何が違うのですか！」

「彼は、県さんのように努力なんてしていない。

　ボクは彼の相談に乗って、その訓練に何度かつきあっただけだ」

「え？」

「もう一度言おう。

　彼は努力なんてほとんどしていない。

　少しの助言で、あれだけの能力を開花させた」

「す、少しの助言で……ですか？」

「ああ、彼が新しく得た固有能力ユニークスキルはすべて火炎樹エクリクスィの応用でしかない。だからこれといって努力など必要無かった様だ」

「それって、どういう──」

「県咲乃は祁答院一馬かずまの数倍、いや数十倍の努力をこの一ヶ月間してきた。

　血のにじむような努力と言っていい」

「わ、わたしは、それだけ努力した……。

　にもかかわらず──」

　県の潤んだ瞳ひとみから涙がこぼれ落ちた。

「そんな事を言われたらぁ！

　そんな事実を伝えられたらぁ！

　私！　私は！　何を言っていいのか分からないじゃないですか!!」

　県はその場で崩れ落ちる。

　地面にボロボロと涙が落ちていくのが見えた。

「そんな事あるなんて……。

　祁答院くんがほとんど努力してなくて、私は死ぬ気で努力していた」

　泣き崩れる県を止水はただ見ている。

「まだ、祁答院くんは実は影で努力していた。

　お前なんかよりずっと努力してきた。

　泣き言なんて言うな！

　お前が弱いのは、まだまだ努力が足りないからだ！

　──そう言われた方が、よっぽど救われるじゃないですかぁ？」

　ボロボロと涙を流し、止水に問いかける県。

　だが、止水の答えは無情なものであった。

「〝救い〟の言葉など、この世界にはいらない。

　必要なのは〝事実〟という言葉だ」

「救いもなく、ただ冷酷な事実だけが必要な世界なんて……」

「だが、事実として、君は努力した。

　ボクの想像を超える努力家であった」

「にもかかわらず、何も出来なかった──」

「あれだけ努力して、自分は何も出来ず、世の中は理不尽すぎると思うのかい？」

「いいえ──

　私にとって、世の中が理不尽なのは今に始まった事じゃありません。

　いつだって、世界は不条理です。

　だけど──それでも、今回は、今回だけは──、

　もっと活躍出来ると思ってました！

　もう少しみんなの役に立つと思っていたのですよ!!」

「なるほど」

「私思うんですよ。

　結果なんて、才能と時間のかけ算でしかないんだって……」

「かけ算？」

「はい、ゼロにいくらかけてもゼロはゼロです。

　それが一だとしても二だとしても大した差なんてありません。

　私が百の努力をしたとします。

　もし私の才能が一しかなければ、百の努力は百にしかなりません。

　でも、もしその才能が十だったら、百の努力は千の結果になります。

　百の才能だったら、万の結果になります。

　そんな人達に追いつけるわけがないんですよ──」

「なるほど、祁答院くんは百の才能があった。だから十の努力で千の結果を得た。

　それに対して君は、一の才能しかなかった。だから百の努力で百の結果しか得られなかった」

「そうですよね！　まさにそれですよね！　違いますか!?

　事実、祁答院くんはほとんど努力しないで、あの力を手に入れたのですよね!?」

「君の言う通りだ。

　彼の能力変化は努力の結果ではない」

「だったら私の努力って何だったんでしょうか……」

「努力は裏切らない──。

　よもや、そんな言葉を信じているわけではないよね？」

「分かってますよ!!　そんな言葉は弱者の慰なぐさめでしかない事ぐらい！」

「弱者に慰めなどいらない。

　なぜならば、弱者などこの世界では殺されるだけの存在であるからだ。

　君が弱者であるのならば、君はこの世界に殺されるだけだろう」

「この世界に……私が……殺される？」

「ああ、そうだ。君が弱者ならば、殺されるだろう。

　価値がないものならば、無残な死を遂げるであろう」

「死、死ぬ？　私が？　祁答院くんの様に？」

「ああ、そうだ。県さんは死ぬよ。このままだったら間違いなく死ぬだ──」




　──ペチッ




　その瞬間乾いた音がした。

「えぁ？」

　あれほど冷酷な言葉を吐いていた止水が、情けない声を出した。

　止水を羽玖が見つめている。

　ソファに座っていた止水の頰ほおを小さな手で羽玖が叩たたいた様だ。

「止水。

　謝りなさい」

「え？　謝る？」

「止水が、私達ネテスハイム──いいえ。

　雨宮のためにもっとも合理的に働いているのは分かります。その事には感謝しています。

　ですが──」

　そのまま羽玖は県に近づく。

「県咲乃さん」

「は、はい……」




　──きゅっ。




「はへぇ？」

　思わず県は変な声を出してしまう。

　羽玖は県咲乃の頭を抱きしめていた。

「あ、雨宮さん？」

　見上げると羽玖の優しい笑顔があった。

　自分より遙かに年下の少女。

　だが、その表情は落ち着き、慈愛に満ちている。

　小さい頃ころ、泣き虫だった県は良く母親に抱かれていた。

　涙で冷たくなった頰が、温かい身体に包まれる感触。

　母親の感触。

　それを幼い少女から感じた。

「止水は、冷酷に合理的に物事を進めます。

　彼はそもそも同情心など持ち合わせていません」

「いや、お姫さま、それは言い過ぎですよ！　ぼ、僕だって」

「止水は黙っていなさい」

　止水を叱しかる声まで母親っぽい。

　なんだか、それらすべてが滑稽こっけいに思えて、県の心は少し軽くなった。

　幼女に慰められる自分、絶対強者と思われた昕門止水がその幼女に怒られて、シュンとしている。

　ちょっとすべてが可笑おかしすぎる。

「少し笑っているのですか？」

「はい……なんだか、ちょっと可笑しくて……」

「いいですね。笑うと気持ちが安らぎます。落ち着きます。

　笑いなさい。そして涙が出るのならすべて出してしまいなさい」

　県は羽玖の胸の中で笑った。

　ボロボロと涙がこぼれた。

　笑って泣いて、少しずつ、心が軽くなった。

「雨宮さんって強いんですね」

「そんな事ありませんよ。私はこんなに小さいのですよ。強いわけありません」

「でも強いです」

「そう見えますか？」

「そうにしか見えません」

「だとしたら信じているからですよ」

「信じている？　何をですか？」

　羽玖は県のその質問に答えない。

　ただ、話を続けた。

「止水は冷酷です。

　とても冷徹で合理的な考え方をします」

「いいえ、昕門くんはそんな事ありません。

　彼は優しいです。

　私みたいに才能が無い人間にあれだけ時間をかけて教えてくれたのですから」

「騙だまされてはいけません。

　それはあなたが利用出来ると思ったからですよ」

「私を利用？」

「はい、止水は利用出来るものは何でも利用します。

　そして、それが価値あるものであれば、手間暇を惜しみません」

「価値あるものだったら？　ですか？」

「はい、咲乃さんは、自分の力が信じられないのですよね」

「だ、だって、実際、何も出来ませんでした」

「自分の力が信じられない。

　自分は無力だ。

　自分なんて価値がない。

　そう咲乃さんが思っているのでしたら──。

　それを止める必要はありません」

「はい……それが事実ですし」

「ですが、良く覚えておいてください」

　羽玖は県の瞳を見つめる。

「昕門止水は、もっとも冷酷で合理的な人間です。

　そして、とてつもなく強く、頭が良く、与えられた使命を必ず成し遂げる人間でもあります。

　それは分かりますね？」

「はい……」

「でしたら、咲乃さんは昕門止水の強さを信じているのですよね」

「はい、彼は今まで出会ったどんな人間よりも凄い人です」

「だったら、昕門止水が信じた、あなたを信じてあげなさい」

「え？　昕門くんが、信じた？　私??」

「先ほども言いましたよね。

　止水は、利用できるもの、価値があるものには、時間も努力も惜しみません。

　逆に言えば、価値がないものに時間を決して割きません」

「ど、どういう事ですか？」

「そのままの意味です。私の言葉から考えてみてください」

「えっと、つまり……昕門くんは私に価値があると思ったから、訓練に付き合ってくれた」

「止水は、私の願いを叶かなえようとします。

　私の願いは誰も死なない事です」

「ですが！　祁答院くんが！」

「最後まで聞いてください」

　子供をあやす母親の様に県の疑問をいなす。

「もし仮に、咲乃さんが戦力とならないのであれば、止水はこのゲームにあなたを参加させなかったハズです。

　でもそれを彼はしなかった、何故ですか？」

「それは──」

　県は思い出していた。

　特訓の日々。

　たしかにつらかった、大変だった。

　毎日、何通も届くダイレクトメッセージ。

　そして、絶妙に難易度が上がっていく座標位置。

　だが、自分以上に昕門止水も大変だったハズだ。

「ほら、思い出しましたよね。

　どれだけ、止水があなたの事を信じているか。

　咲乃さんに価値があると思っているか」

「私に価値？」

「自分が信じられないのなら、昕門止水を信じなさい」

　羽玖は県の頰をなでる。

　小さな指だがとても柔らかく、そして優しい肌触りであった。

　県はまるで子供のように羽玖を見上げる。




「努力は人を裏切ります。

　簡単に裏切ります。

　でも、才能だって人を裏切ります。

　才能を持つ者は、その事を知っています」




「才能も努力も人を裏切ります。

　この二つはまるで信用できません」




「ですが、身体に染しみこませたものは簡単に抜けません。

　研鑽けんさんという染め物は、いくら洗おうとも、簡単に抜け落ちていく事がありません」




「努力は裏切ります。

　努力は報われません。

　ですが、身体に刻みつけた技術は裏切りません」




「それどころか身につけた技術は、いつまでもいつまでも、呪のろいの様にあなたに付きまといます。

　だって、それは身体に刻みつけたものなのですから。

　あなたそのものなのです」




「身体はあなたに使われたがっている。

　だから、あなたの言う通りに動いてくれます。

　それと同じです。

　あなたが身につけた技術は、あなたに使われたがっています」




　くるりと振り返る羽玖。

　止水の方を見つめる。

「そうですよね！　止水！」

　ばつの悪そうな顔を止水はしていた。

「止水は咲乃さんを信頼しています。

　彼はあなたが最後まで付いてこられると思ったからこそ過酷な訓練を課したのです」

　止水は、そっぽを向く。

「昕門止水という人間はたしかに知的で合理的で冷酷ではありますが、それ以上に単なるコミュ障でもあります」

「ちょっ！　お姫さま、それひどくないですか!?

　ぼ、僕のアレは全部演技ですよ！　陰いんキャラは単なる演技ですからね！」

「と、私も思っていた時期もありました。

　ですが、止水、あなたは善意などの感情をうまく表現出来ませんよね。

　それを合理性で自分を誤魔化ごまかしている節があります」

「ぐっ」

「だから咲乃さん」

　羽玖は県を強く抱きしめる。

「あなたは強いのです。

　あの昕門止水が信用するぐらい。

　とても、とても、あなたは強い」

「私が強い……？」

「はい、あなたの努力は、努力で終わってません。

　必ず、あなたに染みついているでしょう。

　あなたに刻み込まれているでしょう。

　だって、そう昕門止水が判断したのですから」

「昕門くんが？」

「今回の天球儀アーミラリースフィアゲームで大メジャーアルカナレベルの相手と交戦する事になるのは想定済みだったはずです。

　つまり、彼はあなたを信じた。

　咲乃さんが培った技術は、必ず、大メジャーアルカナを凌駕りょうがします」

「そ、そんな事、信じられません、だって大メジャーアルカナは私の何千万倍も強くて──」

「咲乃さんはたまにつまらない噓うそを言います」

「噓じゃありません。本当にそんな事ありえません」

「いいえ、あなたはあなたを信じてる。

　だからこそ、昕門止水の過酷な訓練にも耐えた。

　その先に、勝利があると信じたから」

「だけど──」

「だけど、どうしましたか？」

「だけど……だけど……」

　何かを言おうとしたが言葉がでない。

　そんな県をさらに強く羽玖は抱きしめた。

　なんて大きな温かさなのだろうか。

　反論という言葉は出ず、

　そのかわりに、ただ涙が出続けた。

「だって、だって、私があの時ちゃんとやってたら祁答院くんはっ、

　私の能力で彼を救う事が出来たハズなのに、

　私は、相手の能力に驚いて、足がすくんでしまって、なにも出来ず！」

「昕門止水はあなたを信じています。

　あなたが私達を救う鍵かぎとなる事を、

　そして祁答院さんを救い出す事を」

「祁答院くんを……救い出す？」

　その言葉の意味が県には分からなかった。

　だが、たしかに羽玖はそう言った。

「え??　えぇ!?」

「気がついてなかったのですよね。

　本当に止水は意地悪です。

　最初に私はその事を説明したかったのに、止められてしまったのです」

「け、祁答院くんは生きているのですか!?」

「止水も私もその様に考えています」

「でも、あんなすごい能力に巻き込まれたのですよ？」

「爆縮はあの空間が綺麗きれいに切り取られたから起きたものだ。

　逆に空間を綺麗に切り取ってなければあの規模の爆縮は起きない」

　そっぽを向きながら止水が説明する。

「ど、どういう事ですか？」

「切り取られた部分は空気も大地もすべてがほぼ元のまま存在しているだろう。

　つまり、祁答院くんは生きている」

「そ、そんな事あり得るのですか？」

「それ以外考えられない。

　あの能力は二種類、どちらかに分類される。

　空間転移か空間圧縮。

　空間圧縮の場合はかならず圧壊されていく空間が見える。

　逆に空間転移、空間を切り取ったならば、一瞬ですべてが消えて無くなる。

　事実、立方体で囲まれた部分が光を発した後に空間内のすべてが消えた。

　その事から類推するに、四方喰王カニバル・カードは空間転移の固有能力ユニークスキルだ」

「だとしたら？」

「止水の言うとおり祁答院くんは生きてます。

　止水がずっと黙り込んでいたのは、彼を助ける作戦を考えていたからです」

「そ、そうなのですか？」

「さらに言えば、あんな酷ひどい言い方をしたのも、あなたがネテスハイムのパーティから外れると困るからです」

「私が？　ですか？」

「昕門止水にとって、あなたは必要不可欠な切り札です」

「私が？　重要な切り札？」

「はい、そうですよ」

「そ、そんな事、あるわけが……」

「信じられませんか？

　だったら直接止水に聞くと良いでしょう。

　ほら……」

　そう言って羽玖は県の手を引いて立たせる。

「あ……」

　立ってみると羽玖は本当に小さい。

　なのに彼女の胸に抱かれている時は、とても大きな抱擁ほうようの様に感じられた。

「さぁ、聞いてみてください」

　県は止水の前に立たされる。

　止水はそっぽを向く。

「信じていいのでしょうか……」

　止水はそっぽを向いたまま動かない。

　なんだろう。

　いつでも冷静で、どこか近寄りがたく、完全な存在に思えた昕門止水が、少し困っている様にすら見える。

「あの、答えてくれなければ、私は何度でも尋ねますよ？」

「っ」

　止水は県を睨む。

　だが県咲乃はまったく動じない。

「私は結構しつこいのだけは自信があります。

　だから、答えてくれないのなら、何度でも聞きますよ？」

「お姫さまが説明してくれたじゃないか」

「昕門くんから聞かないと分かりません」

「なんでだよ。お姫さまがちゃんと説明したじゃん。

　それで正解だよ！」

「そんなの知りません！

　私は昕門くんから聞きたいのです！」

「誰からでも同じだよ」

「同じじゃありません」

「いや、説明なんて同じでしょ？」

「そんな事言われても……知りません。

　昕門くんが、信じていいって言ってくれなきゃ、私はまた泣きますよ」

「な、泣かれたって、別にかまわないし」

「でも、それでも聞き続けますよ？

　泣きながら、ずっと、ずっと、聞き続けますよ！」

「[image: ]っ……」

「昕門くん……」

　じわりと県の瞳に涙がにじむ。

「あー、分かった。分かったよ。

　し、信じてかまわない」

「本当ですか？」

「本当だよ。

　そんな噓ついて何の意味があるんだ？」

「私は、昕門くんが信じてくれるぐらい強いのですね」

「ああ、強い。

　事実、あの魔術師ザ　マジシャン攻略には君が欠かせない」

「だったら、そう言ってくれたら……」

「ボクはそういうの苦手なんだよ……。

　だから、手っ取り早く、洗脳の方法を使おうと思った」

「洗脳？」

　羽玖が後ろでクスリと笑った。

「古典的な手法ですよ。

　本人を追い詰める。

　自分で自分を否定ひていさせて、自分の考え方を一度壊してしまう。

　その後に、利用する人が良い様な価値観を植え付ける。

　止水はそれを途中からやろうとしていました」

「なんでそんな事するのですか!?」

「県さんが聞き分けがないからだろ！

　つーか、本来、それがボクの王道的なやり方であって、誠心誠意で説得するとか柄じゃない。

　だから洗脳で言うことを聞かせようとした」

「そんな事しなくても、私の価値観なんてすでに崩壊してますよ!!

　だから、最初っから、昕門くんが好きな様に、価値観なんて植え付ければ良かったのです!!」

「し、知らないよ。そんな事は……」

　ソファの上に座る止水に、県がソファに両手を付いて迫る。

「な、なんだよ！」

「私を洗脳してください」

「はぁ？」

　県の顔がさらに近づく。

「私を洗脳して、昕門くんが利用しやすい様に、価値観を押しつけてください!!」

「そんな洗脳聞いた事がない！」

「そんな事知りません！

　私は、私の事なんて信用してません！

　私の価値観だって全然ありません！

　だから欲しいのです。

　私は！　昕門くんの洗脳に従って生きたいです！」

「どこの世界に洗脳されたがるヤツがいるんだよ」

「ここにいますよ」

「洗脳というのは、洗脳者の命令で死ぬ事もいとわないって事だよ？」

「それでかまいません！

　昕門くんに利用されて死ぬのであれば本望です！」

　潤んだ瞳で止水を睨む。

「っッ！」
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　止水は身体を反らし距離を取る。

「私は元々そんなに頭が良くありません。

　洗脳なんてしなくても、簡単に騙されてしまいます。

　だから、騙すのなら徹底的に騙してください!!」

　止水はすでにソファの端まで追い詰められていた。

　徐々に迫る県の瞳。

　止水の動悸どうきが激しくなる。

　昕門止水。

　彼は、悪意に対してはめっぽう強い人間であるが、

　善意に対しては、まったく免疫がない人間であった。

　彼は陰キャラを演じている。

　だが実際のところ善意に対しては居心地が悪いようだ。

　ただ固まる事しか出来ない。

　その時の昕門止水は、どこからどう見てもただの陰キャラであった。

「昕門くんが一番大切にしているのは、お姫さまだって知ってます。

　だから、お姫さまのために私を捨て駒ごまにしても構いません！」

　県の顔が止水の直前まで近づく。

「たぶん、死んじゃったら、その時は恨みますよ。

　でも、私が恨んだとしても出来る事と言ったら、

　死んだあとも、ずっと、ずっと、昕門くんに憑ついてまわるだけです。

　それぐらいしか出来ません」

「それ十分怖いんだけど！　悪霊だよね！　それ！」

「悪霊みたいな力なんてありませんよ。

　ただ憑きまとうだけの幽霊です。

　そもそも呪ってますけど、私は昕門くんに悪意なんて抱けませんもの」

「だ、だったら、何で死んだ後に憑きまとうんだよ！　成仏するだろ」

「だって、ムカつくじゃないですか。

　生前、いいように使われたんですから、死んだらずっと憑きまとってやりますよ。

　師匠の側から離れませんもの」

「怖いよ！　その方が！　悪意がある悪霊の方がましだよ！」

「私を利用して殺すのですから、そのぐらい我慢してください」

「分かった。分かった!!」

　止水は県を押しのける。

「全部分かったから、君も死なないし、祁答院くんも助ける。

　だから、君はボクに憑きまとう必要なんてないから！」

「そうなのですか？」

「お姫さまの言う通りで、ローゼンクロイツを倒すためのキーストーンとなるのは県さんだ」

「何故私なのでしょうか？」

「ボクの能力は半分以上は見られている。

　あのエルネスティーネという人物は、ボクや小鳥遊詩乃と同種の人間だろう。

　相当な修羅場しゅらばをくぐってきている。

　彼女なら、ボクの能力を七割から八割は分析出来ているだろう」

「そ、そんなに分かるものなのですか？」

「あれだけ派手に能力を使えば、こちらの手の内を明かしている様なものだ。

　だからこそ、手の内が知られていない跳弾五芒星リコシェディスクの重要性が高まる」

「跳弾五芒星リコシェディスクですか？　でもあんな弱い力」

「何度も言うが、戦力の差で勝敗が決まるほど単純なものではない」

「相手の能力はどのぐらい分かっているのですか？」

「クロエと名乗った大メジャーアルカナは、ほぼ能力は出尽くしている。

　だが肝心のエルネスティーネはまだ完全に手の内を明かしていない」

「まだ能力が使えるのですか？」

「アルカナにおける『魔術師ザ　マジシャン』とは、実は〝魔法使い〟ではなく〝奇術師〟をあらわしている。

　それが根底にあるので、現実の奇術師マジシャンと似た能力となる」

「それって手品という事ですか？」

「移動、消失、幻術、彼女が使ったものはすべて手品に分類されているものだ。

　残りがあるとしたら、変身、変化、復元、貫通、浮揚、透視、念動、予言、そんなところかな？」

「そ、そんなに使えるのですか？　そんなの無敵じゃないですか」

「いいや、そうじゃない。前にも教えた通り、基礎能力アビリティには制限がある。

　彼女は四億八千万アビリティ内ですべての能力を配分しなければならない」

「その数を聞くといくらでも固有能力ユニークスキルを使い分けられそうですけど」

「いいや、彼女の四方喰王カニバル・カードはかなりの魔力オーラが使われる。他の固有能力ユニークスキルに基礎能力アビリティはそれほど割けないだろう」

「あの能力も手品を元にしているのですか？」

「カニバル・カードはトランプを使った有名な手品の名前だ」

「そうなのですか？」

「四枚のキングを使って、他のカードを喰わせて消失させるという手品だ。

　四方喰王カニバル・カードが四つの石像である事、その石像がトランプのキングの形をしていた事、それに挟まれたものが消失する事、すべてトランプ手品におけるカニバル・カードと同じだ」

「だったら、他も手品に関かかわる能力なのですか？」

「瞬間移動も手品に関わるものだろう。幻術なんかは昔から奇術師が得意とするところだしね」

「残りはどれぐらいの数だと思いますか？」

「一つか二つと言ったところだと思う。

　四方喰王カニバル・カードもだけど、水を大量に集めた能力もかなりの魔力オーラを必要とするだろうから、それほど手数が残っているわけではないだろう」

「か、勝てますか？」

「跳弾五芒星リコシェディスクの使い方次第だろうね」

「ですけど、私は小レッサーアルカナのランク４ですよ」

「そこがポイントだ。

　エルネスティーネは非常に頭がいい人間だ。

　跳弾五芒星リコシェディスクについてある程度考えるだろう。

　だけど、幸運にも見られた能力から彼女は誤った判断をするハズだ」

「何故、そう断言出来るのですか？」

「まず、特定の使い方しか見ていない事、

　次に、県さんが小レッサーアルカナのランク４である事、

　これらがエルネスティーネの判断を誤らせる」




　──パンッ！




　突然、県が自分の頰を両手で強く叩いた。

　さすがに止水も羽玖もその行動には驚いた。

「やります。私、今度こそやります。

　必ず、ローゼンクロイツから祁答院くんを助け出します」

　止水と羽玖はクスリと笑う。

　これなら出来ると確信していた。

　奇術師に対して、より奇術的な戦い。

　種も仕掛けもある戦い。

　そんな事を考えていた止水はふとある事に気がついた。

「あれ……」

　止水は地面をジッと見つめる。

「あっ……」

　羽玖も声を上げる。

「え？　ど、どうしたのですか？」

　県だけが分からずにいるらしい。

「窓から入る光の形が先ほどより伸びている事に気がついたのですよ」

　羽玖が説明した。

「どういう事ですか？」

「どういう事か、それは県さんも考えてみるといいさ」

　止水は立ち上がる。

「さてと、そろそろいいんじゃないかな？」

　窓から差し込む光が伸びていく。

　その色も微妙に変化していた。
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　爆心地から少し外れた場所に二人は立っていた。

　そこに一人の男が近づく。

「なんだ？　殺されにノコノコと出てくるとは驚きだな」

　ゆっくりと近づく止水しすいにクロエは声をかける。

「しかも一人で来たのか？」

「小レッサーアルカナは、大メジャーアルカナを見たら逃げろ！

　これって天球儀アーミラリースフィアゲームの鉄則じゃないか？」

「なるほど、他ほかの連中はクロエさまに恐れをなして逃げ出したという事だな？」

「実際、足手まといだったし」

「それで？　お前一人だったら戦えるというわけか。

　あれほど無様に逃げた分際で気丈にふるまうのだな」

「どうだろう？　エルネスティーネさんはどう思う？」

　白いドレスを着た魔術師ザ　マジシャンエルネスティーネ。

　彼女はジッと止水を見据えている。

「名前を覚えていただき光栄です。昕門あさかど止水さま」

「いえいえ、こちらこそローゼンクロイツの美しき魔術師さま」

「そう言っていただけると少しうれしいですね」

「まぁ、実際美しいですよ。あなたは、

　──戦い方が非常にスマートで美しい」

「そう言ってくださる方は稀まれですよ。

　みなさん私の戦い方は卑怯ひきょうで汚いと言われます」

「それは、戦術の美しさを解さないバカだからじゃないでしょうか？」

「私のあれは戦術などと言うほど高度なものではありませんよ。

　ただ、私はそれほど強いアルカナを所有していません。

　ですので、工夫を凝らしているまでです」

「歴代の魔術師ザ　マジシャンは大メジャーアルカナ最弱と言われてきた。

　実際、魔術師ザ　マジシャンの能力を使いこなすのは難しい。

　奇術師を元にしたアルカナは、現実の奇術師と同じ様に複数の魔術を使い分ける。

　だが、この複数というのが厄介やっかいだ。

　複数に分割された固有能力ユニークスキルはかなり貧弱なものとなる。

　そう言った意味ではエルネスティーネさんの工夫は素晴らしい」

「その様に評価してくださるのはうれしいですね」

「ええ、非常にやりづらい相手だと認識しております」

「でしたら、提案があります」

「なんでしょうか？」

「降伏をしていただけませんか？」

「何故なぜですか？」

「あなたのお仲間は生きています。

　あなた方が降伏して鍵かぎを渡してくだされば、お仲間はお返します」

「降伏した場合、そのダンジョン内では二度と守護アルカナは使えなくなります」

「降伏して守護アルカナが使用出来なくなった人間を襲うほど、愚かな戦士が十三血流じゅうさんけつりゅうにいるとは思えませんが？」

「少々ネテスハイムは訳ありでして、守護アルカナが使えなくなったからこそ、襲ってくる輩やからがいるのですよ」

「たしかに噂うわさは聞いております。

　節制テンペラスの卵の話」

「だったら、こちらが譲れない理由も分かるでしょう。

　──というか、分かって話を引き延ばしていますよね？　エルネスティーネさん」

　止水しすいはちらりと横を見る。

　すでに、《四方喰王カニバル・カード》の石像に囲まれている。

「申し訳ありません。

　脅すような真似まねをしてしまって……、ですがどうあっても降伏していただきたいのです。

　あなたは強い。だから殺す気で戦わないといけない」

「お優しいのですね。

　今まで殺さない様に手を抜いていたというわけですか？」

「手を抜いていたわけではないのですが、やはり人を殺あやめる事に抵抗があります」

「ですが、この天球儀アーミラリースフィアゲームは殺し合いのゲームですよ？」

「だとしても、無益な殺生は避さけるべきでしょう」

「嫌だと言ったら？」

「残念ですが、四方喰王カニバル・カードを発動させます」

「ほう、この位置で発動させればあなた方も巻き込まれますよ」

「そうなるかもしれませんね。

　だからこそ、降伏してくださいませんか？」

「いいや、そうならないでしょう。

　そんなバカな事をあなたがするわけがない。

　すでに、転送先に印になるものを置いているのでしょう」

　その言葉を聞いてエルネスティーネの眉まゆが動く。

「やはり、恐ろしい方ですね。

　能力を一度でも見せれば、その手の内を理解してしまう」

「それはお互い様です。

　ボクからすれば、あなたほど察しが良すぎる相手も珍しい」

「お互い、戦うたびに、手の内が明かされていく。

　その先にあるのは何でしょうか？　昕門止水さま」

「どちらかの死ではないですか？」

　止水とエルネスティーネは見つめ合う。

　エルネスティーネは少しだけ苦笑いした後に言葉を続ける。

「交渉条件を変えましょう」

「どの様に？」

「実は、あなた方の降伏には私はたいして興味がありません。

　ただ、あまりにあなたが脅威だから提案したまでです。

　無理だと言うのであれば撤回します」

「なるほど、でしたら新しい交渉条件は？」

「至宝の鍵をいただけますか？

　このゲームを諦あきらめていただくだけで十分です」

「いきなりハードルが低くなりましたね」

「それだけ譲歩したと理解していただければうれしいです」

「たしかに、我々ネテスハイムは今回の至宝にそれほど興味がありません。

　といいますか、むしろ青銅ブロンズ級ダンジョンの至宝にそれほどこだわる大メジャーがいる事が不思議でなりませんが？」

「いろいろと都合があるのですよ」

「なるほど……」

　止水は目をつぶる。

　そして──

「ボクは君ほど物わかりが良くないんだよ。

　こんな楽しい戦いを辞める理由がない！」

「でしたら──」

　エルネスティーネが答えると同時に、止水が手をパチリと鳴らす。




　──ボムッ！




「きゃっ！」

　エルネスティーネは足下から跳ね上げられる。

「な、なんですか!?　こ、これ??　あの跳弾魔法??　きゃっ」




　──ボムッ！




　さらに上空にはね飛ばされる。

「なっ、これ？　きぁっ、あ、だめ、パンツがっ」

　エルネスティーネという人物はなかなか悠長な性格の様だ。

　はね飛ばされているのにスカートがめくれてしまう事を気にしている。

　殺しに関しても消極的である様だが、もしそれが本心だとしたら止水とはまるで違う人種という事になる。

　だとしたら止水が持った「自分と同種の人間」と感じたのは何だったのだろうか。

「この程度の跳躍魔法ぐらいならばっ──!?」




　──ガッン！　──ガッン！　──ガッン！




　真横から《跳弾五芒星リコシェディスク》が出現し、さらに左右前後にシェイクされる。

「な？　こ、これってこんな能力だったの??

　って、きゃ、あっ、やだ、ま、まる見えになっちゃうっっ!!」

　まだスカートを気に出来るとは凄すさまじい精神力だ。

　だが、《跳弾五芒星リコシェディスク》に一度跳弾されはじめたら最後。

　初速から考えられないほどの速度に達する。

　上下左右あらゆる方向にエルネスティーネは高速で跳弾され続ける。

　この状態が十秒でも続けば、守護アルカナがどんな加護オーラを持っていても平衡感覚は完全に失われるだろう。

「エ、エルネぇ!!

　貴様、謀はかったな!!　不意を突くなんて汚いぞ!!」

「どっちがだよ。

　先に能力を発動させていたのは君たちじゃないか？」

「あんな薄っぺらい魔法陣なんか壊してやる!!」

　クロエは固有能力ユニークスキルを発動させようとする。

　その瞬間、止水が間合いを詰めようとする。

　漆黒スキロスがクロエを襲う。

「お前の固有能力ユニークスキルは速いが軽すぎる!!」

　愚者ザ　フールの動きは、あらゆる守護アルカナでもダントツに速い。

　漆黒スキロスは止水を覆おおうだけではなく、影で覆われた身体からだの中身、特にその神経回路に影響を与えている。

　その反応速度は、人の限界を優に超えている。

　クロエの水銀では昕門止水を決して捕まえる事が出来ない。

　その様に、クロエは教わっていた。

　エルネスティーネはクロエに対愚者ザ　フール戦における、あらゆる攻略方法をすでに授さずけていた。

「っッ!?」

　止水の足下が何かに摑まれている。

　それは水銀の触手であった。

「すでに水銀を地面に潜らせていたのか」

「エルネとの話が長かったからなぁ。

　四方に根の様に水銀を張り巡らせてもらっていた。

　一度摑つかめばすべての水銀を貴様の足に集中出来る。

　そうすればお前に逃げる術すべはない!!」

「なるほど、あの美人さんが考えそうな事だな」





　──ズガガガガッッッッ!!






　無数の漆黒スキロスが地面に突き刺さる。




　──ズゴッッッ!!




「なっ!?」

　漆黒スキロスがむき出しになった岩盤ごと抉えぐり出した。

　えぐり出された岩石はそのまま空高く投げ飛ばされる。

「あの巨大な落下物に君の固有領域は耐えられるのかな？」

　かなり高度まで岩石は飛び上がり、そのまま落下してくる。

「くそぉ!!」

　止水を逃がさない様に最低限の力で固有能力ユニークスキルを発動させる。

「水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー！」




　──ズガガガガッッッ!!




　水銀のクラスター爆弾が岩石を砕く。

　最低限の基礎能力アビリティで作った《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》だ、止水を逃す事はないはずだ。

　事実、まだ止水は逃れられていない。

「今度はお前がバラバラに砕かれる番だ!!」

「ご自由に、心置きなく今の技を撃つがいいさ」

「喰くらえ!!」

　止水がその場でしゃがむ。

　そんな事で《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》をかわせるわけがない。

　クロエが、昕門止水はなんて愚かなヤツであろうか、と思った矢先。


「え？　なぁっッッ!!」



　クロエは全力で、すべての水銀を解除する。




　──ズドン!!




　止水がしゃがんだのは、《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を避よけるためではない。

　後方から飛んできたエルネスティーネを避けるためだった。

《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を撃つ寸前だったので、強制的に終了させるためクロエは咄嗟とっさに固有能力ユニークスキルを解除した。




　──ドカッ！




　間一髪、能力の解除が間に合ったものの、クロエとエルネスティーネは正面衝突してしまう。

「き、汚いまねを!!」

　すぐにクロエは立ち上がる。

　大メジャーアルカナの強大な固有領域で守られた二人は《跳弾五芒星リコシェディスク》による加速で致命傷を受ける事はない。


「う、うぅぅ、だ、だめ、目が目がまわって、まわってしまってぇぇ……」



　だが、エルネスティーネの方は様子が違った。

　何百回も空中で跳弾され続けている。大メジャーアルカナだろうとあれだけ跳弾すれば平衡感覚は完全に失われる。

　事実エルネスティーネはまともに立つ事が出来ない様子であった。

「だ、大丈夫か？　エルネ!!」

「だ、大丈夫だけど、目がまわってしまって、うまく立てないみたい……」

「怒ったぞ！　お前を殺してやる！」

　再び能力を発動した──その刹那せつな。




　──ヒュン!!




「な!?」

　大量の弾丸が空気を切り裂く音が聞こえた。

　これはクロエにとって聞き慣れた音だ。

「な、なんだ？　この音はまるで？」

　大量に空気を切り裂きながら敵を殲滅せんめつする能力の音。

　そう、クロエが得意とする《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》の音に似ている。

「くっ!!」

　瞬間的に固有能力ユニークスキルをすべて防御にまわす。




　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!




　だが、その音は延々と続き、なかなか着弾しない。

「な、なんだ？」

　まるで、水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマーが何度も空中を行き来している様な奇妙な音。

　しかもよくよく聞くと、空気を切り裂く音以外もする。

「あ、あの音は!?」

　跳弾の音。

　エルネスティーネを跳ね上げていた敵の能力の音だ。

「すごい勢いで左右上下に動いている!?

　なんだ、どこから攻撃が来るんだぁ??」

　水銀の盾の濃度をどこに集めるか、それとも全方位に広げるべきかクロエは悩んだ。

「上か!?」

　クロエの読み通り直上から敵の攻撃はやってくる。

「水銀女帝の盾メルクリウス・エンペラス・シールド！」




　──ズダダダダダダン!!




　土煙が上がる。

　たしかに雨の様に散弾が降ふり注そそいでいる。

　その数は数え切れないものだ。

　だが、クロエは、自らの判断の誤りに気がつく。

「ほ、ほとんど威力がない??」

　足下に転がるものを見てクロエは愕然がくぜんとする。

「な、なんだこれ？　ぱ、パチンコ玉??」

　パチンコ玉など通常の物理攻撃にしかすぎない。

　しかもクロエの《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》などと比べられる様な代物ではない、威力はせいぜい散弾銃程度のものだ。

　その程度の威力など守護アルカナにとってなんら脅威とならない。

「目眩めくらましか!?」

　クロエはとっさに止水の方を見る。

「し、しまった！」

《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》がすぐ目の前まで迫っていた。

　このパチンコ玉になんら殺傷能力などない。

　雨の様に降り注ぐ散弾に紛まぎれて、漆黒スキロスの攻撃範囲内まで近づくのが目的であった。

　クロエの水銀では漆黒スキロスの速度に反応出来ない。

　そもそもランクⅢの盾とランクⅥの矛。

　三十六万アビリティの盾と四千万アビリティの矛。

　絶対的な力差。

　まともに防御など出来るわけもない。

　──死

　その言葉がクロエによぎった瞬間──、

「瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー！」

　気がつくと、クロエは瞬間移動していた。

「はぁはぁ、目眩めまいがするぅぅ!!」

「エルネ？　エルネが助けてくれたのか？」

「目眩で全然状況が分からなかったけど、絶対昕門さんならあのタイミングで攻撃してくると思ったから、後先考えないで転送能力つかっちゃった。あー、目がまわるぅぅよぉぉぉ」

「エルネ、エルネ、大丈夫なのか!?」

「全然だめかも。

　それでもとりあえず、ピンチからは脱出出来たのかしら？」

「うん！　さすがエルネだ。すごく危なかった」

　転送能力。

　あいかわらず厄介な能力だと止水は思った。と同時に二回もその能力を見せてくれた事にも感謝もした。

「仕留め損なったのかしら？」

　県あがたの声がする。

　止水の後方十数メートルの場所に県咲乃さくのが立っている。

　さらにその後方に雨宮あまみや羽玖はくが立っている。

　前衛の止水、中衛の県、そして後衛の羽玖といった陣形だ。

「いや、上出来だ」

　ローゼンクロイツとネテスハイムは互いに目視出来る地点に立っている。

「うーん。少し目眩が収まったかも。

　クロエさんごめんね。お姉ちゃんうっかりしてたよ」

「それはいいんだけどさ！　それ二人っきりの時の話し方だよ。

　だめだよ。エルネは私の姉さまだけど、でも私は貴族の娘なんだから！」

「あ！　ご、ごめん。んじゃなくてごめんなさいっッ。

　頭が朦朧もうろうとしてて、お姉ちゃん少し判断おかしくなってるみたい」

　どうやら、相当目眩が激しいようだ。

　言葉遣いが変わっている。

「県さん！　やつらの足下に跳弾五芒星リコシェディスクを出すんだ！」

「クロエさん!!　水銀を広げてください!!」

「わ、分かった!!」

　一瞬でローゼンクロイツの足下が重金属の液体で満たされる。

《跳弾五芒星リコシェディスク》が一瞬発光するが、すぐに水銀の力で押さえ込まれて消えてしまう。

　大メジャーアルカナの恩恵スートで満たされた水銀ならばどんなに薄くても小レッサーアルカナの県の能力など簡単に打ち消してしまう。

「さすがに同じ手は効かないか」





§






　エルネスティーネは自分の頰ほおをパチパチ叩たたく。

「ふぅ。申し訳ありません。クロエさん、お見苦しいところを見せてしまいました」

「あ、クロエ的にはいつもの姉さまだから問題ないんだけど、でもでも、他ほかのヤツにあの姉さまを見られるの困る！　困るから!!」

「あはは、ごめんなさい。本当にどうしようもないですね、私。

　でも、もう大丈夫です！　あ、それよりも説明しなきゃ──きゃっ!!」




　──ズダダダダダダン!!




　再び《散弾スチールショット》が降り注ぐ。

「無駄だ！　すでにそれが目眩ましでしかない事は分かっている！」

　散弾の正体は《跳弾五芒星リコシェディスク》で跳弾させている大量のパチンコ玉である。

　鉄の散弾はスチールショットと呼ばれている。

　県咲乃が使う《跳弾五芒星リコシェディスク：散弾スチールショット》は通常の散弾銃に使うスチールショットよりも遙はるかに大きいパチンコ玉を使っている。

　たしかに守護アルカナ相手では目眩まし程度の威力と言えるが、決してバカに出来る威力ではない。

　県は止水から、座標感覚強化の訓練指示と共に、小さな七色のビーズを渡された。

　その命令内容は「一粒も無くさずに返す事」であった。

　県は、連日、ビーズの玉を跳弾させる練習をした。

　百粒のビーズを何度も跳弾させるのは至難の業である。

　連日県はビーズを無くし、止水から何度も何度も新しい百粒のビーズを受け取った。

　この一ヶ月間、ずっとその訓練をやり続けてきた。

　授業中ですら、教科書で隠して小さな跳弾をやり続けた。

　三週目でビーズを一粒も失わずに跳弾を繰り返す事に成功した。

　その後もこの能力に磨きをかけた。

　跳弾するたびにビーズは《跳弾五芒星リコシェディスク》の恩恵スートを受ける。

　今まではその恩恵スートは武器の強化に当てていたが、県は恩恵スートを跳弾の安定に振り分けた。

　つまり、跳弾が続けば続くほど加速していき安定して精確な場所に撃ち込む事が出来る。

　その様な形で完成したのがこの《跳弾五芒星リコシェディスク：散弾スチールショット》なのである。

　だとしても、やはりただ跳弾されただけのパチンコ玉は物理攻撃であり、まさにクロエが言う様に目眩ましにすぎない。

　守護アルカナ持ちにとって、それは避ける必要もなければ、気にする必要すらない。まさに無駄弾という事になる。

　止水は、県に膨大な時間と努力を払わせて、その様な無意味な技を習得させたのであろうか？




　──ズダダダダダダン!!




　三弾目の《散弾スチールショット》が着弾する。

　クロエは一切いっさい防御しない。

　当たり前の様に、県の《散弾スチールショット》はまったくクロエ達を傷つける事など出来ない。

「貧弱！　貧弱！　貧弱！　守護アルカナの固有能力ユニークスキルというのはこういうのを言うんだぞ!!」

　クロエが水銀を弾丸状にする。

「水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー！」

　水銀の集束爆弾が発射される。

　──だが。

「跳弾五芒星リコシェディスク!!」

　県がクロエの声と同時に固有能力ユニークスキルを発動させる。

　ネテスハイムパーティの足下に《跳弾五芒星リコシェディスク》があらわれる。





　──ドガガガガガガガガガッッッッッッっっ！！！






《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》は辺り一面を破壊しつく。

　凄まじい威力ではあるが、威力が最初の時よりも圧倒的に弱い。

　空高く舞い上がり、《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を避けたネテスハイムを睨にらむクロエ。

《跳弾五芒星リコシェディスク》の使い方を前回の戦いでエルネスティーネは見ている。

《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》に対して空中に逃げるのは想定済みである。

　だからクロエは、百分の一以下の水銀しか使わなかった。

「バカめ！　そんなの見切っているわ!!」

　跳ね上がった敵をクロエは確実に捉とらえる。

　百分の一まで水銀の数を減らしたのは連射する事を想定しての事だ。

　宙に浮いた人間などいい的でしかない。

　すかさず次弾の《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を撃ち込んだ。

　確実にやった。

　そう思ったが──




　──ボンッ！




「え？！」

　予想外の方向にネテスハイムパーティが跳んだ。

「なっ!?　なんで??」

「ご、ごめんなさい。それを今説明しようとしてたの！　あの能力は空中を自在にとてつもない速度で移動できたの！」

　エルネスティーネは《跳弾五芒星リコシェディスク》の特性を見誤っていた。

　彼女が見たのは二回とも人間を上空に舞いあげる《跳弾五芒星リコシェディスク》であった。

　特に《四方喰王カニバル・カード》の空域から脱出する時に、ネテスハイムパーティは《跳弾五芒星リコシェディスク》で上昇したものの、最後は昕門止水の漆黒スキロスで横方向に離脱している。

　もし仮に《跳弾五芒星リコシェディスク》が縦方向のみならず、真横方向にも人間を移動させる事が出来るのあれば、あの様な行動をとるわけがない。

　いや、この説明は不適切かもしれない。

　そもそも、エルネスティーネは《跳弾五芒星リコシェディスク》のトランポリンの様な使い方しか見ていないのだ。

　だから《四方喰王カニバル・カード》から離脱した時に、最後は漆黒スキロスで離脱したのはごく自然なことに見えた。

　エルネスティーネは《跳弾五芒星リコシェディスク》をトランポリンの様に人を上に跳ね上げる能力の延長としか考えていなかった。

　だが、それは大きな間違いなのである。

《跳弾五芒星リコシェディスク》はそもそもが高速で動く武器を跳弾させ、強制的に向きを変更させる固有能力ユニークスキルである。

《跳弾五芒星リコシェディスク》は人間に使った場合でも、武器の跳弾同様に、変則的かつ高速空中移動が出来る。

《跳弾五芒星リコシェディスク》はトランポリンなどとは似ても似つかない、跳弾魔法なのである。

　だとして、もし仮にクロエが《跳弾五芒星リコシェディスク》の性能を知っていても、やはりクロエの能力で跳弾している人間に当てる事は難しい。

　その速度をまともに目で追うことなど常人では出来ない。

　ネテスハイムは二手に分かれて散開していた。

　小レッサーアルカナの二人は、県が中衛距離、羽玖が後衛距離に、それぞれ待避する。

　愚者ザ　フールは──




　──ドガッっ!!




　ビルのコンクリートが飛び散るほどの衝撃で壁面に着地する愚者ザ　フール。

　漆黒スキロスをまとった止水が壁面を駆ける。

「こ、来させるか!!　水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー!!」

　ビルを狙ねらって撃ち込む。

　だが、百分の一の量では止水を捕まえる事は出来ない。

　あまりの速さでクロエには残像しか見えない。

「出し惜しみは終わりだ!!」

　数千の水銀弾が姿をあらわす。

「この量ならば逃げる場所などない!!」

　一斉に放たれる水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー。





　──ドガガガガガガガガガッッッッッッっっ！！！






　巨大な音を立ててビルが倒壊していく。

　逃げ場などない。

　たしかに当てたハズだ。

　愚者ザ　フールは蜂の巣──いや、肉塊となって散らばっているだろう。

　そうクロエが思った──だが爆煙から止水が姿をあらわす。

　止水は無傷だ。

　何故!?

　クロエはそう思った。

　だが、その疑問は根本的に間違っている。

　たしかに、初見での戦いで《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を受けた止水は怪我けがを負っていた。

　それはあくまでもネテスハイムのメンバー全員を守るためにスキロスを広げたからに過ぎない。

　そもそも、クロエと止水では百倍以上基礎能力アビリティの差がある。

　クロエがすべての力を使った《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》だとしても止水を仕留める事は出来ない。

　仮に、百倍もの差を埋めるのだったら、すべての水銀を集めた超重量の弾一つを超高速で撃ち出すぐらいしかない。

　だが、たった一発で止水を仕留められているのならば、こんな苦労はしていない。

　一対一の勝負でランクⅢの大メジャーアルカナがランクⅥの大メジャーアルカナに勝てるわけがない。

　クロエの頭は真っ白になる。

　捕食される瞬間の獲物の気持ちだった──だがそれもエルネスティーネの大声で吹き飛ぶ。

「クロエさん！　すべての水銀を防御にまわしてください！　大声で固有能力ユニークスキルを叫びなさい！」

「水銀女帝の盾メルクリウス・エンペラス・シールド!!!」

　クロエが大声で詠唱する。

「──」

　同時にエルネスティーネも何か詠唱した。

　水銀が集まり巨大な壁の様な盾になる。

　だが、止水はそのまま《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》を撃ち込む。

　クロエが全すべての力を防御にまわしたとしても、止水の攻撃は確実に貫通する。

　想像通り《水銀女帝の盾メルクリウス・エンペラス・シールド》は《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》で切り裂かれる。

　そのままクロエを貫こうとしたが──、

「な!?」

　クロエとエルネスティーネが立っていた場所には、見たことが無い直方体の箱が立っている。




　──グシャ!!




　止水はその直方体の箱を破壊するが、当然中には誰だれもいない。

　止水が視線をあげると、二十メートルほど先に同じ直方体の箱が二つ立っている。

　それが〝ふわり〟と浮き上がると、中からクロエとエルネスティーネが姿をあらわす。

「その能力はカップアンドボールか？」

　カップアンドボールとはかなり古くからある手品で、四千年以上前から人類の歴史に存在している。

　実際、タロットカードの魔術師ザ　マジシャンの図像にもカップアンドボールが描かれる事が多い。

　カップアンドボールとは、複数のボールにカップをかぶせて、移動させたり、消したりするという様な、もっとも知られた手品の一つである。

　その事に止水は少なからず違和感を覚えた。

　なぜ『カップアンドボール』と『ウィングド・シルバー』を使う？

　だが、そんな考えなど中断せざる得ない。

　止水のまわりに複数の直方体の箱が落ちてくる。

　止水の真上からも落ちてきたが、当然破壊する。

　止水を取り囲むのは五つの直方体の箱。

　ふと、見ると、ローゼンクロイツの二人が立っていた場所にも直方体の箱が立っている。

　手品のカップアンドボールであるならば、どこか違う直方体カップに移動しているハズだ。

　こちらに落ちてきた五つの直方体カップのどれか。

　直方体カップがゆっくりとあがる。

　止水は五つの直方体カップからの攻撃に備える。

　だが、その五つにはローゼンクロイツの姿は無かった。

「なに!?」




　──シュン！




　止水の真横を一発の水銀弾が通過する。

　それは県の目の前で静止する。

　その弾から何かが落ちる。

　それは銀貨であった。

「し、しまった!!」

「瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー」

　エルネスティーネが転送の固有能力ユニークスキルを唱える。

　止水が覚えた違和感は正しかった。

『カップアンドボール』と『ウィングド・シルバー』の両方を固有能力ユニークスキルにするわけがない。

　この二つは手品としては同じく〝移動〟に分類されるものであり能力の重複を意味している。

　エルネスティーネはクロエに大声で固有能力ユニークスキルを叫ばせる事で自分の声を打ち消した。

　何故か？

　理由は簡単だ。

　移動したのはあくまでも《瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー》の力であり、あの直方体の箱は関係していない。

　あれはまったく別の能力だ。

　初手の戦いでの瞬間転送も今とまったく同じ手を使ったのだろう。

《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》に紛れて一つだけ銀貨を包んだ水銀弾を飛ばし、目的の場所に落とす。

　あたかも、自由にどこでも移動出来そうに見せていた《瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー》だが、明確に入口と出口が決められた能力だ。

　原理はほぼ詩乃しのの《５４０の扉ヴァルハラゲート》と同じだろう。

　一枚の銀貨が入口であり、もう片方の銀貨が出口となる。

　入口の銀貨はかならずクロエとエルネスティーネが所有している。

　出口となる銀貨を任意の場所に置く、するとその場所が転送の出口となる。

《５４０の扉ヴァルハラゲート》との大きな差があるとすれば、小レッサーアルカナである詩乃に比べると大メジャーアルカナ最上位のエルネスティーネは巨大な基礎能力アビリティを持っている。

　故に空間転送の安定性は段違いであり、場所の指定さえしっかり行えれば、安心して使える能力なのだろう。

　これまでも、あらゆる場所を移動している様に見えたが、実際は今の様にクロエの水銀弾によって銀貨が運ばれていたのであろう。

「くそっ！」

　急いで県のフォローに回ろうとする止水。

　だが、再び足下を水銀で摑まれていた。

　やはりエルネスティーネの作戦に抜け目などない。

「逃げろ!!　県さん!!」

　止水の声もむなしく、県のすぐ側でエルネスティーネとクロエが出現する。

　突然の事で県は反応出来ない。

「直方体レクタングル！」

　エルネスティーネが能力を詠唱した。

　県に直方体レクタングルが覆い被かぶさる。

「きゃぁ！」

　県が叫ぶ。

「切断クリーヴ！」

　切断の詠唱と共に箱が中央から分離する。

　県の身体が真っ二つになる。

「咲乃さん!!」

　羽玖が悲鳴に似た叫び声をあげる。

「な、何？　何が起きてるの？　ねぇ、雨宮さん！　昕門くん！」

　分離した箱の中から県の声がする。

「え？　ま、まだ咲乃さんは生きている??」

　エルネスティーネの表情が険しくなる。

「エルネ！　やれ!!　あいつをいつまでも水銀で縛り付けられないぞ!!」

　エルネスティーネは躊躇ちゅうちょしていた。

　目の前の人間は今は生きている。

　だが、自分が能力を解除した瞬間。

「くそぉ!!」

　止水が水銀の触手をやっと断ち切る。

「昕門止水がこっちに来る!!」

　その言葉を聞いて咄嗟にエルネスティーネは能力解除を詠唱した。

「奇術解除キャントリップ・リリース!!」

　その言葉と共に箱が消える。

　消えた瞬間。




　──ボト。




　最初に県の下半身が落ちた。

　そして、時間差で県の上半身も地面に落ちる。

　県咲乃は胴体から真っ二つに切断される。


「ごプッっォ……」



　何か喋しゃべろうとしたの口から大量の血が吹き出る。

「諦めるな!!　県咲乃!!　まだ死ぬな!!」

　止水が悲鳴にも似た声を上げる。


「ごプッ……り、跳弾リコシェ…………五芒星ディスク」



　口から大量の血を吐き出しながら、県は固有能力ユニークスキルを詠唱する。




　──ボンッ。




　上半身だけが空中に飛び上がる。

　大量の血が飛び散る。

　次のディスクが県の上半身を後衛の羽玖の元に届ける。




　──ガシィッ！




　かなりの衝撃であったが、羽玖は恩恵スートを上手うまく使いしっかりと受け止めとめた。


「ごプッゴポッっっ……」



　ただ血を吐き出し続ける県、意識がなくなりつつある。

「絶対治癒能力オムニレストレーション」

　羽玖の全身が眩まばゆく光る。

「な、なに!?」

　その光にローゼンクロイツは警戒する。

　その時に止水は水銀の触手を切り落とし、一気にネテスハイムの後衛まで跳ぶ。




　──ザッ!!




「い、今さら戻っても、一人は死んでいるぞ！」

「それはどうかな？」

「なんだと……」

　スクリと立ち上がる影。

　クロエは信じられないものを見た。

「大丈夫ですか？　咲乃さん？」

「あ、うん……」

　先ほどまで下半身を切断され死に絶える寸前だった女の下半身が元に戻っていたのだ。

「な、なんだあれ？」

「オ、絶対治癒能力オムニレストレーション……」

　エルネスティーネが小さな声で呟つぶやいた。

「え？　なにそれ？」

「噂には聞いてましたが……さすが節制テンペラスの卵と言われるだけの少女ですね。

　あんな状態から治してしまうのですから……」

「な、治した??　え？　下半身丸ごと無くなったのにぃ？」

　県が脳天気な声で笑う。

「あはは、さすがの私も今のは死んだと思いましたよ!!」

「よ、良く、最後まで意識を保ちましたね……。すごいです咲乃さん!!」

　県に羽玖は抱きつく。

「良かったちゃんと生きてますね！」

　触ってその感触を確かめているかの様だった。

「咲乃さんが真っ二つになった時は、本当に頭が真っ白になってしまいましたよ！　本当に、本当に驚いたのですから！」

「ごめん、ごめん、でも結構痛くないもんですねぇ。びっくりしたけど。

　けどもう大丈夫だから」

　そう言って県は抱きつく羽玖の頭に手を添えた。

「おっとと……」

　だが、まだふらつく様で、県は少しよろけた。

「あれだけ血を失ったのです。血オーラを分けてはいますが、それでも十全ではないはずですよ」

「うん、まぁ、でも大丈夫そうだよ。ほら、元気！」

　ピョンピョン跳ねる県。

「さぁ、復活した県咲乃ちゃんは!!

　跳弾五芒星リコシェディスクでまだまだいろいろなものを跳ばすよぉ!!」

　ファイティングポーズを取る県。

　だが、そんな県の袖そでを羽玖が引っ張る。

「あ、あの、咲乃さん。その前にですね……」

「ん？　どうしましたか？」

「えっとですねぇ……咲乃さんは下半身ごと切断されたのですよ」

「はい、死ぬかと思いました」

「私は身体は再生出来るのですが……」

「そうですよね」

「だから、再生されているのは身体だけでして……」

「身体だけが……再生される……はぁ」

「再生されているのは身体だけなんです！　それ以外の物は無くなったままなんですよ!!」


「身体だけが再生して……それ以外の物は無くなったま……………まぁっッッ!!」



　県咲乃はその場で下半身を手で確認する。

　無い。

　確実に無い！

　何も無い！

　スカートも無い！

　パンツも無い！

　それどころか上着も下側が無くなっている！

　上着を伸ばして隠す事すら出来ない！

　つまり、今の県の状態は──。


「な、なんですかぁぁぁこれぇぇぇぇぇ!!



　ちょっ、ちょっと、待ってください！

　昕門くん、こっち見ないでくださいよ!!

　絶対見ないでくださいよ!!」




　──ばさっ。




「わっ」

　県の頭に何か被さる。

「そんなもの、誰も見ないよ」
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「そ、そんなものって何ですか！」

「それでも巻いてろ」

「な、なんですか、その塩対応！

　今、ちょっとはラッキースケベ的な感じじゃないんですか？」

「良くもまぁ。下半身切断されて、血をまき散らしながら回転した人間が言うものだな。

　どう考えても、数十秒前の県さんはＢ級スプラッターでしかなかったけど？」

「た、たしかにさっきまではそうかもしれませんけど!!　今は違います！」

「お姫さまの服が血で台無しだけどな」

「[image: ]っ……。それはすみません。雨宮さん」

「い、いいえ、何を言っているのですか、助かったのですからいいじゃないですか」

「巻かないのか？　だったら上着を返してもらえる？」

「何言っているんですか！　巻きますよ!!　巻くに決まってますよ!!

　だいたい、このまま下丸出しでなんか戦えませんから!!」

「巻かない方が機動力は増すだろうけどね」

「なんですかその言い方!!　昕門くん！　私もさ！　一応年頃としごろの娘さんなんですけど!!」

「それなら問題ない。

　ここには県さんの裸に興味がある人間などいない。

　当然、ボクは君の裸などにまったく興味などない」

「ま、ま、まったくって!!　な、何ですか!?　それ!!」

「そのままの意味だ」

「だ、だったら！　下半身丸出しで戦いますよ!!　昕門くん気にしないのですよね!!」

「当たり前だ」

「なんですとぉぉ！　そこまで断言しますかぁ？　普通??

　本当にこのままで戦ってやりますからね!!

　下すっぽんぽんですよ！」

「好きにしろ」

「好きにしますよ！　どうせこんなもの見えたって、どーでもいいみたいですし。

　昕門くん曰いわく、機動力が上がるみたいですからね！」

「だ、だめですよ。ちゃんと巻きましょう。横に結び目をつければなんとか隠れますから」

「でも、ここに私の裸なんか気にする人いないしー」

「だからって、はしたなさすぎですよ!!」

　羽玖が県に上着を巻きはじめる。

「だいたい！　あの時から不満だったんですよ！」

「どの時？」

「小鳥遊たかなしさんの屋敷で、歌乃かのさんに私パンツ下ろされたじゃないですか!!」

「知らない」

「なんでそうなるんですか！」

「見てないから」

「普通、あの時見ますよね！　超ラッキースケベじゃないですか！」

「いや、お約束回収程度にしか思わない」

「お約束って何ですか!?　私ってソレ要員みたいな扱いなんですか!!」

「どうでもいいから、早く上着を巻け！」

「はい巻けましたよ！　これでばっちりです」

　羽玖が上手に上着をスカート状にする。

「はいはい、お約束要員は、どうせノーパンでチラチラ見えそうな状態で戦いますよ。ええ戦いますともさ！」

「大丈夫ですよ。見えない様に恩恵スートを与えましたから」

「そんな事も出来るのですか？　雨宮さん」

「えっと……」

　目をゆっくりとそらす羽玖。

「おまじない的なヤツですけど……」

「ああ、もう、バンバン戦ってやりますよ！　お約束要員ですもの！　私！　脱がされてなんぼです!!

　しょせんはエロいもの見られてこその県咲乃ちゃんですからね!!」
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　敵を目の前に大騒ぎしているネテスハイム。

　エルネスティーネの額から冷や汗が落ちる。

　自分は相当厄介な敵と戦っているのではないか？

　クロエを守る事が出来るだろうか？

　二人で生きて帰る事が出来るのだろうか？

　そんな事を思い始めていた。

　エルネスティーネは初めて人を殺す覚悟で能力を使った。

　にもかからず殺す事が出来なかった。

　それどころか、ほとんど無傷と言っていい。

　どう考えても、エルネスティーネがこれまで戦ってきたどの敵よりも強い。

　たしかに、あの大メジャーアルカナ愚者ザ　フールは手強てごわい。

　基礎能力アビリティ配分が絶妙だ。

　だが、問題は愚者ザ　フールの強さではない。

　一番の問題は、昕門止水を司令塔として、的確に動く二人の小レッサーアルカナの存在である。

　県咲乃と呼ばれる少女。

　彼女の《跳弾五芒星リコシェディスク》は非常に厄介だ。

　あんな最小の力で、あれほどの効果をもたらす能力など見たことがない。

　時に、敵を足下から跳ね上げ、地面にたたきつける。

　時に、武器を跳弾させて、あらぬ方向からたたきつけてくる。

　時に、回避のため、高速で跳ねて逃げる。

　それだけならば対策出来る。

　実際に、エルネスティーネは県咲乃を真っ二つに切り裂いたのだから。

　クロエを守るために非情となり、《切断直方体奇術レクタングル・クリーヴ・キャントリップ》を発動させた。

　にもかかわらず、彼女は死ななかった。

　少しだけ残った意識で、後衛の雨宮羽玖に自らの上半身を《跳弾五芒星リコシェディスク》で送った。

　その後に、ほぼ死にかけていたハズの県咲乃は復活をとげた。

《絶対治癒能力オムニレストレーション》。

　噂では聞いた事があった。

　どんな怪我でも、死んでいなければ回復出来るという固有能力ユニークスキル。

　たしかに凄まじい能力ではある。

　だが、この能力単体では欠点が多い。

　自らが触らなければ能力を発動する事が出来ない。

　特に、前衛が瀕死の場合、後衛の能力者が駆けつけるのは困難だ。

　ましてや、ほぼ即死といえるあの状態では《絶対治癒能力オムニレストレーション》など使えない。

　だが、その不可能も《跳弾五芒星リコシェディスク》と合わさる事で可能となる。

《絶対治癒能力オムニレストレーション》の弱点は、能力者が移動しなければならない事につきる。

《跳弾五芒星リコシェディスク》と《絶対治癒能力オムニレストレーション》の合わせ技。

　理論的には、何度致命傷を与えても治癒されてしまう。

　完璧かんぺきなまでの即死でないかぎり目の前の敵は誰も倒せない。

　完璧なまでの即死、そんな言葉を使う事自体が不条理だ。

　たとえば、首を一刀両断されれば、普通なら即死と考えるだろう。

　だが実際は、首を落とされた人間の意識は数秒ほど残っているという。

　これが事実ならば、ネテスハイムパーティの誰かの首を刎はねたとしても完全再生される可能性がある。

　一瞬で肉塊にするほどのダメージを与えなければネテスハイムの誰も倒すことが出来ない。

「クロエさんの水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマーを直撃させて、破片すら残らないぐらいに破壊出来れば……」

　想像するだに恐ろしい。

　だが、そのぐらいしなければ相手を倒す事は出来ない。

　やはり《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》で粉々に……。

「バカか私は……。

　それが出来ているのなら、クロエさんがすでに仕留めているはずじゃないですか……」

　そもそも《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》は当たらないのだ。

　高速移動が可能な《跳弾五芒星リコシェディスク》、さらに漆黒スキロスのワイヤー。

　この二つの高速移動能力に対して、ローゼンクロイツは突破口を開けていない。

「しかし、厄介な敵だよ。君たちは……」

　止水がエルネスティーネに話しかける。

「こちらの台詞せりふですよ」

「いや、さすがに仲間が真っ二つにされた時はボクも青ざめたよ。

　まさかウィングド・シルバーのマジックをカップアンドボールに見せかけて、まったく違う能力を発動させていたとは思わなかったよ」

「それが効かないとは思いませんでしたけどね」

「運が大きい。でも同じ手はもう使えない。

　しかし、考えてみれば四方喰王カニバル・カードはかなりの基礎能力アビリティを必要とするハズだ。

　さらに、あの大量の水を操あやつる能力まで使ったら、残りの固有能力ユニークスキルにまわせる基礎能力アビリティはほとんど残ってない」

　止水の言葉をエルネスティーネはただ黙って聞いている。

「あの水を大量に呼び寄せたのはそれ専用の能力ではない。あれは四方喰王カニバル・カードによって水を集めたものだろう。

　たぶん四方喰王カニバル・カードは正方形にだけ空間を切り取るのではなく、決まった容積分の空間を切り取る能力だ。

　下水管でかなりの全長の空気を一気に削り取った。

　水が吹き出る前に、マンホールが地面にめり込んでいったのは、下が真空状態になっていたからだ。

　まるで水を扱う能力の様に見えたが、一部を真空にする事によって下水管の水が一気に集まり吹き上げたにすぎない」

「直方体レクタングル!!」

　空から無数の直方体レクタングルが落ちてくる。




　──バキィ！　グシャ！　ドカ！　バキィ！　バキィィン！　ドガ！




　だが、そのすべてを漆黒スキロスは一瞬で破壊してしまう。

「水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー！」

「跳弾五芒星リコシェディスク!!」

　空高く舞い上がる県と羽玖。

　クロエの水銀も完全に県咲乃に見切られている。

　だが、すぐに異変に気がつき止水が大声で指示を出す。

「県さん！　できる限り高速でこの場を離脱しろ！」

「え??　は、はい!!」

　県は羽玖と共に《跳弾五芒星リコシェディスク》で戦線を離脱する。

　水銀の弾の半分ぐらいが空中に静止している。

　そして、鳥の形に変化して羽ばたく。

　その鳥たちが県達の元に向かった。

「祁答院けどういんくんやボクを騙だました幻影と同じ能力だろう。

　クロエさんが固有能力ユニークスキルを大声で詠唱した時に、エルネスティーネさんの口元が動いているのを見ていた。

　能力名は《幻影爆弾奇術ファントム・キャントリップ・ボマー》。

　幻影を爆弾にする能力だ」

「分かったとしてどうするのですか？　幻影ファントムは追尾し続けますよ。彼女達を殺すまで……」

　エルネスティーネの言葉に対して、止水はなんでもない事かの様に答える。

「だろうね。だけどあの能力は〝物体〟に触れたら爆発するだろ？

　うまく出来ている。あれは固有能力ユニークスキルに触れても爆発しない。

　あくまでも物体に触れる事で爆発する」

　幻影ファントムは固有能力ユニークスキルに触れても爆発しない。

　これは、魔力スートを帯びた遠距離攻撃などで誘爆させないための工夫である。

　守護アルカナ同士の戦いで、通常の「物理攻撃」はあり得ない、ほとんど魔力スートを帯びた攻撃である。

《漆黒の刃スキロス・クスィフォス》でクロエの幻影ファントムを切り裂いた瞬間は爆発しなかった。止水がその幻影に少し触れた瞬間に爆発を起こした。

　エルネスティーネの幻影ファントムを《火炎樹破城槌エクリクスィ・シュトルムボック》で串刺しにした時も爆発はしなかった。

　だが、幻影（ファントム）が流す血が祁答院の靴に触れた時に初めて爆発した。




　──ドドドドド!!




　遠くで、連続する爆破ばくは音がこだました。

「県さんなら君の幻影爆弾奇術ファントム・キャントリップ・ボマーより速く跳び、十分に距離を取ってからすべての鳥を散弾スチールショットで打ち落とすぐらいわけがない。

　さらに、彼女の散弾スチールショットは固有能力ユニークスキルではなく、あくまでも通常攻撃だ。《跳弾五芒星リコシェディスク》で跳ね上げられた高速で襲いかかるパチンコ弾にすぎない」

「さらに──」




　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!　──ヒュン!!




　止水とエルネスティーネの上空で《跳弾五芒星リコシェディスク》が散弾スチールショットを何度も跳弾し続けている。

「何度同じ事を!!　今さらそんな目眩ましなど通じないぞ!!」

　クロエが、《跳弾五芒星リコシェディスク》を破壊しようと能力を発動させようとする。

「っッッ!!　だめですクロエさん!!」

　エルネスティーネがクロエに抱きつき、そのまま倒れる。





　──ドガガガガガガガガガッッッッッッっっ






　着弾する散弾スチールショットが土煙をあげる。

　それに耐えるようにエルネスティーネはクロエに覆い被さる。

「え？　エルネ？　ど、どうして??」

「ク、クロエさんの固有領域ではあれに耐えられません……よ……」

「え？　ええ？　なんで？　だって、あんなの単なるパチンコ玉でしょ？」

「昕門止水さんが、無駄な事なんてするわけがなかったんですよ。

　魔力オーラの違いに気がつくのが遅すぎました……」

　ポタッ。

「な!?」

　クロエの顔に何か落ちてきた。

「な、なんで!?」

　エルネスティーネが血を流している。

「なんで？　あんな攻撃で!?　あんな技でエルネの固有領域を突破出来るわけないのに!!」

「私の固有領域だから、この程度で済んだのですよ。

　あれはただのパチンコ玉ではありません……」

　そう言って一つの弾をクロエに見せる。

　大きさは先ほどのパチンコ玉と一緒だ、だが色が違う。

　それは真っ黒い弾であった。

「な、なに？　この黒いの？」

「愚者ザ　フールの漆黒スキロスです」

　エルネスティーネがその弾の正体を明かすと、漆黒スキロスは消えて無くなった。

「最初から昕門止水さんはこれを狙っていた。

　高濃度の漆黒スキロスを弾にして、私達に撃ち込むタイミングを狙っていた。

　私は始終防御に基礎能力アビリティをまわしていたから、たぶんその状態だと撃ち抜けないと判断したのでしょう。

　だから散弾スチールショットを無害だと思わせ続け、そこから私が攻撃に転じるのを待っていた……油断していました」

「エルネ!!　大丈夫なの!?　すごく血が出てるよ!!」

「大丈夫ですよ。

　たしかに防壁は突破されて弾は届いたけれども致命傷を与えるほどじゃないですから」

「でも、でも、すごく痛そうだよ。すごく血が出てるよ！」

「大丈夫ですよ。クロエさん……ほとんどが痣あざになる程度のもの。ただ頭だけは切れてしまったみたい。

　だけど、良かった。私じゃなくてクロエさんが直撃受けてたら大変な事になっていたから……」

「くそぉ！　格下の分際で！」

　クロエが吼ほえた。

　だが、それは悲痛な叫びの様にしか聞こえない。

「それよりも退却戦です。ちゃんと戦ってくださいクロエさん」

「わ、分かった！」

　エルネスティーネが立ち上がると同時にクロエが固有能力ユニークスキルを発動させ、止水をけん制する。

　その間にエルネスティーネが後方に銀貨を投げる。

「瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー」

　投げられた銀貨の場所に転送されている。

　数多く見えた、エルネスティーネの能力は、実際のところ、《瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー》《幻影爆弾奇術ファントム・キャントリップ・ボマー》《四方喰王カニバル・カード》、そして《切断直方体奇術レクタングル・クリーヴ・キャントリップ》の四つであった。

　それらをうまく使い回し、多くの能力を隠し持っている様に見せていたに過ぎない。

　銀貨を投げて逃げていく姿を止水はただ見つめていた。

　もう、クロエと連携して能力を発動させる事も出来ない様だ……。
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「はぁはぁはぁ……」

「本当に大丈夫なの？　すごく具合悪そうだよ。姉さまぁ！」

「大丈夫です──」

　まったく大丈夫では無かった。

　傷口がズキズキする。

　普通の痛み方ではない。

　漆黒スキロスがまるで毒の様に自分の身体を侵食していっている。

　恐ろしい能力だ。

　浸食する能力まであるとは……、

　こんなものをクロエさんがくらっていたら……考えるだけで恐ろしい。

「はぁ……」

　エルネスティーネはため息をついた。

　何も分かっていなかったとエルネスティーネは思い知った。

　昕門止水の漆黒スキロスは、その全貌ぜんぼうを見せているかの様に錯覚させているに過ぎない。

　彼も大メジャーアルカナ最上位なのだ、その膨大な基礎能力アビリティを使っているにしては漆黒スキロスはあまりに小さすぎる。

　あれだけの能力ならば、大メジャーアルカナのランクⅠかⅡ程度の基礎能力アビリティがあれば十分だ。

　そんな初歩的な事を見落としていた。

　たぶん、見えている部分は影でしかなかった。

　その本質はほとんど見えてなかったのだ。

　エルネスティーネは目をつぶる。

　ああ、怖いなぁ。と思った。

　凄すごく痛いし、嫌だなぁ。と思った。

　こんな場所から、一刻も早くクロエさんと逃げ出したいなぁ。とも思った。

　天球儀アーミラリースフィアゲームを少し舐なめていたのかもしれない。

　今まで上手くやってきた。

　だから、今後もクロエさんを守っていけるだろうと考えていた。

　だが、そう世の中は甘くない。

　自分の様な素人しろうとが気軽に手を出して良い世界では無かったのだ。

「あー、嫌だなぁ。帰りたいなぁ。帰って暖かいお風呂ふろ入りたいなぁ」

「クロエも入りたい……姉さまと一緒に暖かいお風呂に入りたい……それでゆっくりおしゃべりしたりしたい……」

「そうだねぇ。お風呂上がりに冷たいミルクを飲んで美味おいしいクッキー食べて……」

「それいいね。クロエも飲みたい！」

「うん、帰ったら、一緒にお風呂ふろ入って、冷たいミルクと美味おいしいクッキー食べよう」

「うん!!」

　エルネスティーネはクロエの頭をなでる。

　こんないい子を、この様な酷ひどい場所に送り込むなんて、ローゼンクロイツの連中は狂っている。

　何が至宝だ。

　何が節制テンペラスだ。

　世界秩序とか私の知った事ではない。

　この戦いが終わったら、二度とクロエさんをこんな場所に向かわせたりしない。

　必ず、この娘こを無事に地上へ帰す。

　どんな手を使っても。

「クロエさん──最後の手を使います」

「最後の手？」

「はい、あまりスマートなやり方ではありませんが、躊躇している場合ではない様です」

　エルネスティーネは空を見上げる。

　ダンジョンなのに日が傾いている。

　たぶん、このまま夜になるのだろう。

「日が暮れる前に用意しましょう。クロエさん。これが最後の戦いになります」

「あ、うん──」
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「交渉です！　昕門止水さん!!」

　爆心地の中心、圧壊された山の上にクロエとエルネスティーネは立つ。

　その足下には祁答院が倒れている。

「あなた方の捕虜ほりょを解放します。彼はまだ生きてます！」

「だ、だめだ……昕門、これは罠わなだ……」

「日が完全に落ちたら、今度こそ彼を殺します！

　ですが、鍵だけ頂ければ何もしません。

　降伏もしなくていいです。

　ただ、鍵を渡してください！」

「何故、鍵にこだわる！

　この様な低級ダンジョンの至宝などたかだかしれているハズだ。

　何故、エルネスティーネさんほどの守護アルカナ使いが、この鍵にこだわるんだ！」

　止水の声がビルの間から聞こえる。

「うるさい！　こっちには、こっちの事情があるんだ！

　お前達は黙って鍵をよこせばいい！」

「あ、昕門ぉ……く、来るなぁ！」

　祁答院が弱々しく叫ぶ。

　沈む太陽を背にネテスハイムパーティがあらわれる。

「ボク達は至宝に対して興味がない。

　逆に何故君たちがそんなものにこだわるのかが分からない」

「分からないとしても悪い条件ではないと思いますが？」

「ああ、悪くはないと思うよ」

「でしたら鍵を渡してください！　そうしたらあなた達の仲間はお返します！」

「分かった。その取引に応じよう」

　徐々にネテスハイムパーティが近づく。

　クロエがエルネスティーネに視線を送る。

「やったね。ちゃんと近づいているよ！」

「そうですね。なんとかうまくいきそうです」

　相手には、こちらの様な幻影能力はないハズだ。

　つまり、人質に近づいてきているのは、間違いなくネテスハイムという事になる。

　二人はその光景を雑居ビルの陰かげから見守る。
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　最後にエルネスティーネが考えたのは、自分たちの幻影ファントムを作り出し、人質の前に立たせるという作戦だ。

　かなり幼稚な作戦ではあるが、それでも勝算は高い。

　一つは、自分たちは物陰に隠れているので決して見つからない。

　もう一つは、人質がいるため、罠だと分かっていても出てこざるを得ない。

　もし仮に失敗したとしても、こちらに被害は無い。

　あの人質すらも幻影ファントムであるのだから。

「本当はここまで卑怯ひきょうなまねはしたくなかったのですが……」

「ごめんなさい……姉さま」

「え？　なにがですか？」

「クロエのために姉さまに無茶させた」

「何を言っているのですか、全然無茶なんかではありません。

　今までだって、一緒にやってきたではないですか」

「でも、今回のは違った。全然違った。

　クロエがあんな約束なんかしなければ良かったんだよ……」

「いいえ、それは違いますよ。クロエさん。

　クロエさんがローゼンクロイツの後継者候補になれるのですから、これぐらいの無理は問題ありません」

「でも、そもそも姉さまはクロエの家に関係ない。ただ優しくしてくれたお姉さんで！」

「いいえ、家が関係なくとも、クロエさんの幸せは私にとっては大切な事です。

　私はクロエさんを自分の妹だと思ってます」

「姉さまぁ」

「でも良かった。

　最初はネテスハイムの殲滅命令でしたが、私が〝人を殺すのは嫌です〟と言ったら、至宝の鍵を奪うだけでいいという事になったのですから」

「だけど、ほとんど殺し合いじゃないか！　こんなのぉ！」

「あははは、それはねぇ。さすがにお姉ちゃんでも分からなかったよ。

　相手がこんな強いなんて……。

　全員、閉じ込めてしまえば、鍵ぐらい簡単に手に入ると思っていたのですが。

　まぁ、ローゼンクロイツのお偉い様方はこうなる事をお見通しだったのでしょうね。

　昕門止水さんは決して鍵など渡さない。

　必ず、殺し合いに発展する……と」

　クロエと話しながらもエルネスティーネはネテスハイムの動きを見守る。

　幻影ファントムを通して視界が得られれば良いのだが、そんな器用な能力ではない。

　あくまでも、形を似せた爆弾に過ぎない。

　だが、成功しそうだ。

　かなり近づいている。

　すでに《四方喰王カニバル・カード》は発動させている。

　最小限の力に抑えているので、魔力の独特な音はほとんど出ていないはずだ。

　隠れているので守護アルカナが出現しているのを見られる事はない。

　発動したまま待ち続けるのはかなりの魔力オーラを消費する。

　だがやむ得ない。

　エルネスティーネのみならず、クロエの守護アルカナも出現している。

　水銀はこちらには一切無い。

　すべて、幻影ファントムの場所に張っている。

　つまり──、

「姉さま！　かかったよ!!　手応てごたえあった！」

「なっ!?　だ、騙したな!!」

　昕門止水が動揺している。

「きゃ、何これ!?」

「う、動けない！」

　ネテスハイムパーティは混乱している様だ。

　どうやら、全員を水銀の触手で捕まえる事が出来たらしい。

　もちろん彼ならばそれをすべて切断する事ぐらい造作も無いだろう。

　だが、切断して、全員をその場から一瞬で離脱させる事は出来ない。

　ネテスハイムパーティの声がした瞬間に《四方喰王カニバル・カード》が光を発する。

　能力が発動した。

　あと一秒足らずで、あの空間は根こそぎ自分が手にしている箱の中に封印される。

　勝ったと思った。

　その瞬間──、

「え!?」




　──ボンッ！




　音と共に強烈な加速を感じる。

　その後、ふわりと宙を浮く様な感覚。

（何これ??）

　状況がまったく分からない。

　ただ奇妙な浮遊感のみ。

　声が聞こえる。

　遙か下から、クロエさんが叫ぶ声。

　一瞬何が何だか分からない。

　目の前が、真まっ赤かな夕日だけになっている。




　──ボンッ！




　何かに弾かれる。

　この感触は知っている。

「な、なんで!?　なんで跳弾五芒星リコシェディスクが!?　隠れていたのに!!」

　地面が見えた。

　自分の幻影ファントムとネテスハイムの姿。

　その時にはじめて、自分が一杯食わされた事に気がついた。

　やはり、一枚上手だ。

　何をやっても昕門止水には勝てない。

　なるほど、だから太陽を背にして歩いていたのか……。

　ちょうど、私達の視線からネテスハイムパーティの姿が黒く見える様に……。

　だが、それがすでに罠であった。

　ネテスハイムパーティの姿は上空から見ても黒かった。

　でも、なぜ昕門止水にはそれが出来たのか分からない。

　幻影ファントムからではなく、隠れていた私達の場所から見て、ネテスハイムパーティは太陽を背にしていた。

　だから、最後の最後までその姿が黒くても気がつかなかった。

（幻影能力がないって決めつけてたのがまずかったか──）

　たしかに相手には幻影ファントムの様な能力はない。

　だが、漆黒スキロスはいくらでも形を変えられる。

　色などが変えられないとしても、シルエットだけまったく同じにする事も、動かす事も可能だったのだろう。

　夕方という真横からの光が徒あだとなった。

　夜になると漆黒スキロスが厄介になりそうなのは分かっていた。

　けれども、夕方でも十分脅威となりうるとは思わなかった。

　何度か跳弾され、《四方喰王カニバル・カード》の中にエルネスティーネは墜おとされる。

　まだ光線が出ている。

　なんとか発動を止めていた。

「私だって、まだ奥の手を考えてます！

　瞬間転送銀貨ウィングド・シルバー!!」




　──瞬間移動。




　手元に持った銀貨。

　それと対になる銀貨。

　それを置いた場所に転送出来る。

　どうやって自分の居場所を突き止めたか分からないが、瞬間転送してしまえば問題ない。

《四方喰王カニバル・カード》は暴発するけれども、ただ先ほどの状態に戻るだけだ。

　そう思った。

　思ったが、移動した瞬間にまた《跳弾五芒星リコシェディスク》で跳ね上げられる。

　エルネスティーネは再び空中に投げ出される。




「な、何故!?」




　声がした。

　しかも、自分の耳元だ。

「君に撃ち込んだ漆黒スキロスは、ダメージを与えるためじゃない。

　紐ひも付けが一番の目的だよ」

「ひ、紐付け？」

「漆黒スキロスはボクの身体を満たしている。

　漆黒スキロスは纏まとうものではなく、ボクの身体の一部なんだよ。

　つまり、君に撃ち込まれたのはボクの一部だ」

「まさか？　あんな少量でそんな高性能な探知能力を？」

「いやいや、そこまで高性能じゃないよ。

　最後だから説明しよう。

　撃ち込んだ量じゃ大した探知能力なんて無いさ。

　だが、君が一度でも建物の影に入れば話は違う。

　大量の漆黒スキロスが君の影に流れ込むだろう」

「っ!?」

「窓から入る光を見ていたらね。

　それが移動している事に気がついたんだよ。

　つまり、このダンジョンでは太陽が動いている。

　もし仮に昼間ならば、ボクの能力は制限される。

　真上から差し込む太陽は影を分断してしまうからね。

　だけれども日が沈むにつれて影は伸びていく。

　このビルだらけの廃墟の都市は長い影で覆い尽くされる」

「ま、まさか」

「誰かが漆黒スキロスを踏んだかどうか分かる程度ならば、数㎞の範囲で広げる事が出来る。

　もちろん、それだけ広げれば普通ならば〝誰か〟かまでは分からない。

　だが、少量でも漆黒スキロスが纏まとわり付いた相手ならばどうだろうか？」

「す、すべて、あなたの計算通りだったのですか!?」

「まぁ、リスクはあったよ。君がもし銀貨を影に隠さなければ、瞬間転送銀貨ウィングド・シルバーの転送先は分からない。

　だけど、十分勝算はあったよ。

　今まで隠れていたのに、わざわざ瞬間転送を使って逃げる時に建物の陰に隠れないわけがない。

　君は必ず、どこか隠れられる場所に銀貨を置くハズだ。

　だが、逆なんだよ。

　陰に隠れるんじゃなくて、ボクから逃れるのなら陽ひに隠れなきゃいけない」

　──ああ、そうか。

　だからクロエさんは跳ばされなかったのか。

　良かった。

　あの時に、すべての漆黒スキロスを自分が受けておいて……。

　エルネスティーネの集中力が途切れていく。

　それに合わせて、《四方喰王カニバル・カード》の光が強くなる。

　もう、能力を止める事は不可能であった。

「姉さまぁぁぁあ！！！」

　クロエが飛び出そうとしている。

　ああ、良かった。

　彼女を巻き込まないで能力を発動させる事が出来たみたい。

　最後の最後でファインプレイだな。

　我ながら良くやった。

　消えるのは自分だけだ。

　残念だけど。

　昕門止水には勝てなかった。

「心の読み合いだったら、負けないと思ったんだけどなぁ。

　おもてなしの心がまだまだ足りないという感じですかねぇ」

　全てが光に包まれる。
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　爆心地の中心部で箱を抱いて少女が泣いていた。

　そこにゆっくりと昕門あさかど止水しすいが近づく。

「チェックメイトだ。ローゼンクロイツの貴族様。

　負けを認めるがいい……」

「うるさい！」

「戦ってもいいが、間違いなく貴様は死ぬぞ？」

「うるさい！　死んでも負けなんて認めるか！」

「だったらこうしよう。

　その箱だけ渡してくれればいい。

　負けを認めなくていいだろう」

「うるさい！　この箱に触れる事は断じてクロエさまが許さぬ！」

「なるほど、でも、この通り」

「え？」

　握りしめていた箱が消えている。

　そのかわりに黒い箱を握りしめていた。

　無情にも漆黒スキロスと箱が入れ替わっている。

「姉さまに触るな!!」

「姉さまねぇ」

「殺す！」

　クロエが《水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマー》を発動させようとする。

　だが、止水は箱をクロエの目の前に突き出す。

「この箱ごとボクを粉々にしてみるか？　クロエ？」

「き、汚いぞ！　貴様ぁ!!」

「汚い？　どこがだ？　ここは天球儀アーミラリースフィアダンジョンだぞ。

　死ぬ者か生きる者かの二択しかない。

　貴様らは負けたんだよ。

　残された選択肢など、そう多くはないぞ。クロエ！」

　止水がクロエの手を摑つかむ。

「痛いっっ!!」

「ははは、どうした？　水銀集束爆弾メルクリウス・クラスターボマーでボクごと粉々にするのではないのか？　なぁクロエ!!」

「止水……」

　静かな声が後ろからした。

　場違いな声にクロエも止水も声の方向を見る。

　羽玖はくが止水の真後ろに立っていた。

「止水、少しだけ身を屈かがめていただけますか？」

「あ、はい……」

　良く分からず、止水は身を屈める。




　──バシィ！




「痛いぃぃ!!」

　羽玖の強烈な平手打ちが炸裂さくれつした。

　いつも温厚な羽玖だが、かなり怒っているらしい。

「もう十分でしょう！　何故なぜ、その様な事をするのですか？

　当初の計画から逸脱してます!!」

「で、ですが、こいつがまだ反抗的だったから……」

「反抗的になるのは!!　止水が煽あおるからでしょう!!」

　羽玖が止水を怒鳴りつける。

「で、ですが……」

「ですが。なんですか？」

「い、いいえ……何でもありません」

　羽玖はくの怒りに止水しすいは黙るしかなかった。

「その箱を貸してください、止水」

「は、はい……」

　羽玖はそれを受け取ると、そのままクロエの方に歩いて行く。

「ちょ、お、お姫さま！　危険ですよ!!」

「な、なんだお前！　やる気か！」

　クロエのすぐ近くまで羽玖が歩み寄る。

　そして言った。

「ふむ……もしかしてクロエさんの方が、少し身長高いかもしれませんね」

「へ？」

「実は、私の靴も少し厚底になっているのですよ」

「厚底？　そういう風には見えないけど……」

「詩乃しのさんという、私にとってはお姉さんみたいな人がいましてね。

　意地悪ばかりするのですが、時に優しくしてくれるのですよ。

　この靴は、他ほかの人からバレない様に身長を高くしてくれる靴なのです」

　羽玖がにっこりと笑う。

「そんな靴があるのか!?」

「ありますよ。どこで売っているのかまでは分かりませんけど、詩乃さんに頼めばクロエさんのものも買ってくれるハズです」

「クロエに？」

「はい。

　それにしても、エルネスティーネさんは良い人ですね。

　あんな人がお姉さんだったらさぞかし幸せでしょう」

「当たり前だ！　エルネは最高に素晴らしく優しい姉さまなんだから！」

「詩乃さんだって最高に素晴らしく優しいお姉さんでしたよ。本当に優しかったのですから……」

　羽玖は少しだけ悲しそうな顔をする。

「なんで過去形なんだ？」

「まぁ、いろいろありましてね……。

　この天球儀アーミラリースフィアゲームというのは本当にめんどくさいものです。

　みんなの心をズタズタにする事ばかりで嫌になりますよ！」

「死んだのか？」

「いいえ、生きてますよ。

　そして詩乃さんとは一緒に帰る約束をしました」

「帰る約束？」

「はい、クロエさんもしたのではないですか？

　エルネスティーネさんと一緒に帰る約束」

「いつもしてる！　必ずしてる！

　二人でちゃんと帰ってくるって約束して『門』をくぐっている！」

「そうですか、だったら約束は守らないといけませんね」

　そう言って、箱をクロエに差し出す。

「な、何の真似まねだ？」

「はい、お返しします」

「お、お姫さまぁぁぁあああ!!」

　止水の叫び声が後ろから聞こえる。

　羽玖はそんな叫び声など完全に無視をする。

「四方喰王カニバル・カードによって喰べられた空間はその箱に封印されます。

　合ってますよね」

「あ、うん」

「そして、中からはどんな固有能力ユニークスキルを使っても出られない。

　──いいえ、たぶん、中では一切いっさいの能力が使えないのだと思います。

　だから、エルネスティーネさんは自分の能力なのにその箱から出てこられない」

「そうだ……、この王の箱キングスボックスからは出られない」

「クロエさん。右手を出してください」

「なんでだ？」

「いいですから、とりあえず出してください」

「ま、また騙だます気だろ？」

「いいえ、騙したりしませんよ。

　だって、箱はクロエさんが持っているのですし、私とクロエさんが戦ったら、私など一瞬で殺されてしまいます」

「う、うむ……たしかに、クロエさまの方が強いけど……」

「だったらいいじゃないですか、さぁ、手を出してください」

「え？　こ、こうか？」

　クロエは右手を差し出す。

　そこに羽玖も右手をのせる。

「我、ネテスハイムの鍵かぎの守護者なり、その守護を放棄し、クロエ・フォン・ローゼンクロイツに鍵の守護の役割を譲り渡す事を宣言する」

「え？　そ、その詠唱って……」
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　──ボウッ。




　二人の手が眩まばゆく光る。

「さぁ、受け取ってください。クロエさん」

「う、うん！

　クロエさまは、クロエ・フォン・ローゼンクロイツなり、ネテスハイムよりその鍵の守護を譲り受ける事を宣言する」




　──シュバッ!!




　光がひときわ大きくなった後、羽玖の鍵がクロエの手に宿る。

「お、お姫さまぁぁああ!!」

　止水がその場で崩れ落ちる。

「はい、これで鍵はあなたのものです」

「な、なんでこんな事をするんだ!!　目的はなんだ!!」

「目的ですか？　目的はですね。

　二人の約束をかなえる事ですかね」

「二人の？　約束を??」

「聞こえてますか？　エルネスティーネさん。

　鍵はクロエさんに渡しましたよ。

　後はあなたが決断するだけです」

「け、決断って何だ？　何をエルネスティーネに言っているんだ？」

「以後、あなたが能力を失っても、私達が守ります。

　クロエさんもそしてエルネスティーネさんも、

　必ず、この昕門止水が守ってくれます」

「あー、もう!!　なんでそんな事になるんですか!!　お姫さまぁぁ!!」

「エルネスティーネさんならば、昕門止水の力は良く分かっているハズです。

　それともこのまま、自分が封印されたままでクロエさんを守れると思っているのですか？

　ここにはJokerジョーカー ofオブ Deathデスがいます。

　彼女たちはとてつもなく強いです。

　たぶんあなたたちよりも遙はるかに──」

　少しの沈黙があった後、箱が強く光り出す。

「な、何!?」

　箱を持っているクロエが動揺する。

　光る箱の上から『魔術師《Theザ Magicianマジシャン》』の守護アルカナが姿をあらわす。

「な、なんで魔術師ザ　マジシャンのアルカナが??」

　守護アルカナは一瞬大きく光って、それが青い炎となって燃えていく。

「え？　ええ？　なんで？　なんで姉さまの守護アルカナが燃えちゃうの??」

「守護アルカナを放棄したのです」

「ほ、放棄？」

「守護アルカナを放棄すれば、すべての能力は解除されます」

「という事は？」

　クロエが羽玖に尋ねる。

　だが、それに答えたのは止水であった。

「吸い込んだもんが全部出てくるんだよ!!　お姫さま!!　落下物に注意してください！　ビルとか落ちてきますよ!!　道とかも落ちてきますからね!!」

「はい、分かりました。止水は落ちてくる、祁答院けどういんさんとエルネスティーネさんをちゃんとキャッチしてくださいね」

　にっこりとわらう。

　上空から、《四方喰王カニバル・カード》によってこれまで喰くわれたすべてのものが落ちてくる。
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「完敗です……」

「うわぁぁああん!!　姉さまぁぁぁあ！！！　姉さまぁぁぁあ！！！」

　エルネスティーネに抱きついて泣くクロエ。

　いつもの様な尊大な姿はそこに無い。

「ああ、そんなに泣かないでくださいよ。もう大丈夫ですから」

「でも、でも姉さま、姉さまの能力を失っちゃって！」

「いいですよ。私が守護アルカナを手にしたのはクロエさんを守るためだけにですから、あんなもので救っていただけるのでしたら、いくらでも差し上げますよ」

　大泣きするクロエの横で、ネテスハイムの一人が大声を上げる。

「くそぉ、酷ひどい目にあったぁ」

「良かった。祁答院くん本当に生きてたんだね！」

「いや、生きた心地がしなかったよ。

　完全な暗闇くらやみだし、能力は使えないし、怪我けがはしてたし」

「でも、気絶させるぐらいの爆発ばくはつに調整したハズですよ」

　エルネスティーネが祁答院に語りかけた。

「分かってる！　あの爆発にしては怪我があまりにも浅かったから驚いたぐらいだ!!　くそ!!」

　祁答院は自らの不甲斐ふがいなさが恥ずかしくなり大声で答えた。

　エルネスティーネは昕門止水を見つめる。

「それで、どうする気なのですか？　本当に私達を守ってくれるとは、さすがに思ってませんが、鍵を今から奪い返す気でしたら、私達はもう戦いません。降伏いたします」

「な、なんで！　これは姉さまが能力を失ってまで手に入れた鍵だよ！　こいつらが奪い返す気ならば、クロエは死ぬ気で守るから!!」

「だめです！　だめですからね!!

　そんな事言うと怒りますよ。クロエさん!!」

　エルネスティーネがクロエを叱しかりつける。

「でも、でも、でもっ」

　エルネスティーネの前に止水は立ち、そしてその場で跪ひざまずく。

「約束を履行致します。

　今後、あなた方ローゼンクロイツを我が命をかけて守る事を誓います」

「え？　でも、昕門さん、私達の事が憎いのではないのですか？」

「いいえ、我が主、雨宮あまみや羽玖姫さまの命令は絶対です。

　あなた方もネテスハイムの人間同様に守ります」

「え？　ほ、本気で言っているのですか？」

「はい、本気です。

　本当はボク的には、二人とも二度三度は殺したいぐらいなのですが……」

　羽玖が止水を見つめている。

「お、お姫さまの命令は絶対ですので……遵守じゅんしゅします」

「あははは……、困ったなぁ。

　そこまでしてもらうと、あんなひどい事したのに、どう責任を取っていいのか」

　苦笑いをして困るエルネ。

　彼女の仕草やしゃべり方の変化を止水は見て取った。

　たぶん、これが本来のエルネスティーネという人なのだろう。

　緊張感がほぐれ、戦いの中では隠されていた、彼女らしさが出たのかもしれない。

　そんな事を考えていると、　止水とエルネスティーネの間に、一人の人物が割り込む。

「おほほほほ、ひどい事したと思ってるのなら、責任取ってもらいたい事があるのだけど、いいかしら？」

　県あがた咲乃さくのがエルネスティーネの前に立つ。

　恐ろしく邪悪な笑顔だ。

　さすがのエルネスティーネも恐怖で顔が引きつった。
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「あ、あの……ノーパンというのは少し……」

　エルネスティーネが柱に隠れている。

「スカートとパンツを要求しなかっただけマシだと思ってください！

　さすがにあなたを男子がいる中ですっぽんぽんで歩かせる気にはなれなかったので」

「でもクロエさまはスカートを奪われたぞ!!」

「あなたはいいの、お子ちゃまのパンツなんか見て欲情する人なんか──はっ!?」

　県は止水の方を見つめる。

　見つめられた止水は、一瞬不可解な顔をしたが、すぐに何かを悟ったのか不機嫌な表情をする。

「あのさぁ。県さん。もしかしてボクの事をロリコンだと思ってるの？」

「え？　でも、昕門くんは私の裸にすら興味を示さないし、それに雨宮さん大好きすぎだし、だとしたら、もうロリかペドしかありえなくて」

「咲乃さん！　それ私に失礼です！」

　羽玖が怒る。

「あとクロエさまも不服だぞ！　なんでクロエさまに欲情するとロリコンになるんだ！　あとお子ちゃまパンツじゃないぞ！　ちゃんとしたパンツだぞ！」

　クロエも怒っている。

「あ、いや、それは……」

　当たり前じゃないですか！

　といいたいところだが、片や自分が所属する学園都市の次期当主、片や敵といえどもローゼンクロイツの貴族。

　平民の県は何も言い返せなかった。

「まぁ、いいじゃない。パンツとスカートは調達出来たのだから」

　止水は適当に県をなだめておく。

「うーん。そうですねぇ。

　たしかに、クロエちゃんのスカートのウエストがゴムだったのは助かりましたが、結構ギチギチなんですよね」

「それでも、あの人に比べればだいぶマシにはなったでしょ？」

　そう言って止水は、まだ柱から出てこられないエルネスティーネを指さした。

「うう……パンツがないと不安ですね」

　その姿を見た県は、てくてくとエルネスティーネの前まで歩いていく。

「エルネスティーネさん、いい加減出てきてください」

「あっ」

　県がエルネスティーネの手を思いっきり引くと、内股のエルネスティーネは倒れてしまう。

「ひゃうっっ」

　みんなの前で倒れたエルネは急いでスカートを押さえる。

「ふぅ、いい加減、慣れてください」

「ですが……その、私のスカートは後ろが長いのですが、前は案外短くて……」

「だから、どうしたのですか？」

「見えそうといいますか……」

「見えそう？　ほう……」

　県は両手を組んで少し考えたそぶりを見せた後に、止水の上着を指さす。

「私なんてパンツ無しで、あの上着を腰に巻き付けて戦ってたんですよ！

　跳弾五芒星リコシェディスクでバンバン上空を飛んだり跳ねたり、実際ほとんど下半身なんて丸見えでした！　そうでしたよね。雨宮さん！」

「い、いいえ、かなりちゃんと結んでいたので、そんな事は無かったと思いますよ……たぶん……ですけど」

「そもそも見えそうって何がですか？　何が見えちゃうのですか？　エルネさん!!」

「パ、パンツをはいて無いのですから、なんといいますか、大事な部分といいますか……それは、ねぇ」

　なんか、笑顔でエルネが返した。

　それに対して県が凄すごむ。

「私は〝見えそう〟とかじゃなくて、〝見えてた〟んですよ！

　エルネさんに下半身をすっぽんぽんにされて、丸見えだったんです！」

「ごめんね。本当にごめんなさいっ。

　でも、怒るところそこかなぁ？

　私は咲乃さんの身体を真っ二つにしてしまったのですから、殺されても文句は言えないと思ってますよ」

「いいえ、わりかしその事はどうでもいいんです！」

「どうでもいい事はないんじゃないかなぁ？　痛かったと思いますし」

「全然！　そんなものは痛くもかゆくもありません！

　私はもっともっと痛い事がありましたから！」

「え？　身体を引き裂かれるより痛い事ですか？」

「はい、私は身体よりももっと大事なものを引き裂かれたのです」

「身体からだよりも？　わ、私、他に何か引き裂きましたか？」

「エルネさんは、私の女の子として尊厳を引き裂いたのです」

「女の子としての尊厳……」

「そうですよ！　私は下半身すっぽんぽんになったあげく、昕門くんからお約束要員認定されたのですから！」

「あ、いや、咲乃さん、別に止水はお約束要員認定したわけではないと思うのですよ……」

　羽玖がフォローを入れる。

「いいえ、お姫さま、だいたいそんな感じですよ……。

　だって、うるさいんですもん、県さん」

　そのフォローを、止水が台無しにする。

「ギッ!!」

「っッ！」

　すごい顔で羽玖に睨にらまれた止水はその場で目を伏せる。

「そうです！　私はお約束要員だったのです!!

　私という存在は、お約束でパンツ脱がされたり、下がすっぽんぽんになったり！　その程度のものだったのですよ！」

「本当に、本当に、ごめんね。ごめんなさい。咲乃さん」

　ぺこりと丁寧に頭をさげて謝るエルネスティーネ。

「いいえ、いいえ、お詫わびなど必要ありません。

　これからは、そのお約束要員の役割をエルネさんが引き受けてくださるのですから」

「そ、そもそもお約束要員とはなんなのでしょうか？　咲乃さんが引き裂かれたものは分かりました。

　その責任でしたら引き受けたいと思いますので、教えていただけたら、ちゃんとやりますよ」

「要所要所で、下半身丸出しになったり、その大きな胸が飛び出したり、とりあえずお約束をどんどん消化していく人ですよ。こういう冒険のパーティに一人は欠かせませんからね！」

「そうなのですか？　ネテスハイムさんは変わった制度があるのですねぇ」

「あるわけないじゃないですか!!　そんな役割がある制度なんてあるわけないですよ!!　ネテスハイムをなんだと思っているのですか!!」


「あ、あうぅぅぅ……」



　エルネスティーネは意味が分からず、その場で縮こまるしか無かった。

　とは言っても、ノーパンなだけであれほどエルネスティーネに不安がられたら、それまで下半身すっぽんぽんで戦わされていた県が不満を持つのも仕方が無いだろう。

「か、下半身が……ま、丸出し……だった……」

　県は気がついていなかったが、その後ろでは祁答院がただ固まっていた。

　県にとっては過去の話なのだが、それでも祁答院には十分刺激が強すぎた。

　祁答院一馬かずま、彼は極きわめて純な男なのである。

「祁答院くん……鼻血が出てるよ」

「あ！　こ、これは……、ち、違うんだ、昕門！」

「はい、ティッシュ……」

　止水にテッシュを渡される祁答院。

「鼻に詰めておいた方がいいよ」

「す、すまない……こんな時まで借りを作ってしまった」

　たかだかテッシュで〝借り〟などと言ってしまうとは……、本当に祁答院は律儀だなぁと止水は思った。

「咲乃さん、そのぐらいにしてあげてください。

　たしかに、あの時、咲乃さんはかわいそうでしたが、今のエルネさんもそれはそれでかわいそうな状態です」

「雨宮さんがそう言うのでしたら、とりあえず私は今後のお約束要員をエルネさんが引き受けてくれるのでしたら別に構いませんけど」

「よく分かりませんが、責任をとれるのでしたら、その役目を果たしましょう……」

　そもそもそんな要員制度などないのだが……。

　止水が余計な事を言うからややこしくなった。

　天球儀アーミラリースフィアゲームから帰ることが出来たら、止水には文句を沢山言おうと羽玖は思った。

　矢先──、

「それよりも県さんパラメーターを出してほしい、確認するから」

「え？　何をですか？　昕門くん」

「最終的に跳弾五芒星リコシェディスクで大メジャーアルカナを倒した事になっている」

「は？　何故なぜ？」

「勝負を決めたのは跳弾五芒星リコシェディスクだからだ」

「え？　あれはエルネさんが自分の四方喰王カニバル・カードに巻き込まれただけですから、自爆扱いでは？」

「そう判定されないはずだ。

　あくまでも、大メジャーアルカナを倒したのは県咲乃の跳弾五芒星リコシェディスクとなっている」

「いやいや、さすがにそんな判定にはならないと思いますけど……」

「いいから！　とりあえずパラメーターを出してくれないか？」

　やや、いらつきを見せて止水がパラメーターを出す様に促す。

「は、はい……」

　県は言われた通りにパラメーターを表示させる。

　一瞬紅く燃え上がった後に青くかわり──、
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　と表示された。

「な、なんですか？　このジョーカーランクって!?」

「それが通常Jokerジョーカーのパラメーター表示だよ。

　Jokerジョーカー ofオブ Deathデスは特殊中の特殊だからあんな事になるけど、普通はランクがジョーカーとなるんだ。

　ちなみに、そのランクは小レッサーアルカナでは最高の四万アビリティに相当する」

「よ、四万ですか!?　え？　それって今までの何倍ですか？」

「さぁ、計算してみなよ。

　能力の割り振りにその数字は重要なんだからさ」

「あ、は、はい！

　えっと、元々が二十四で、それが四万になったのだから……」

　県はその場で暗算を始める。

　だが、状況が状況のため混乱している様だ。

　県の意識がエルネスティーネから完全に離れた。

　羽玖は止水のその行為に少し驚いた。

　やはり、彼は自分に向けられた〝善意〟に弱いだけで、人の心を操あやつるのはうまい。

「それにしても、エルネスティーネさんは本当にお強いですね」

「あはは、その前にありがとうございました。

　今、助け船を出してくれましたよね」

「いや、あんな不毛な会話してても、埒らちがあかないので……」

「不毛言わないでください！　昕門くん!!　そんな事言われたら私！　泣きますよ!!　マジ泣きしますからね！」

「はいはい、ごめんなさい。

　それより元の基礎能力アビリティとの比較が出来る様に数値化しておいてよ。

　その数を元に、固有能力ユニークスキルの使い方を再検討けんとうするから」

「え？　あ、はいっ」

　止水の言葉に、県は素直に従い計算をはじめる。

　なんやかんや言って県咲乃は素直な娘こなのだ。

　再びエルネスティーネと向かい合う。

「エルネスティーネさんみたいな相手はそうそういません。

　どんな修羅場しゅらばをくぐってきたら、あんな風になるのでしょうか？」

「そうですねぇ。結構大変な生活をしてきました」

「でしょうね。

　かなりの戦歴でしょう」

「戦歴といいますか、たしかに同時に料理しなければいけない事ばかりでしたので」

「同時に料理？　そんな多数と戦っていたのですか？」

「ええ、お客さまも多いですし、いろいろなタイプがいますしねぇ」

　ん？

　止水は少し会話がかみ合ってない事に気がつく。

「お客さま??　それって敵の事ですよね？」

「いいえ、お客さまは、お客さまですよ」

「えっと……つまり……」

　止水の前にクロエがふんぞり返って立ちはだかる。

「エルネはなぁ！　料理屋の店主なんだぞ!!」

「りょ、料理屋!?」

「はい、父が亡くなってしまったので、二年ほど前から急遽きゅうきょ後を継ぐ事になったのです。

　これが案外繁盛してまして……」

「エルネのお父上が有名な料理人でな。

　よくクロエさまの屋敷に呼ばれて料理を作っていたのだ」

「私は小さな時から手伝いをしてましたので、よく屋敷に呼ばれていました。

　だから、クロエさんが小っさい時から知っているのです」

　エルネスティーネは朗らかに話す。

「ま、待って……どうやってエルネスティーネさんは、あれほど凄すさまじい戦術を覚えたのですか？　ボクと互角なんてどう考えても、相当な戦いをこなさないと出来ないと思うんだけど??」

「ああ、あれですか？　お店を切り盛りしてますからね。

　お客さんの考えてる事を想像して対処するのが得意なのですよ。

　料理の作り方は、案外守護アルカナの能力スキルの配分とかに近いのですよ。

　スパイスの分量や調合、これってそのまま固有能力ユニークスキルの分配と合わせで使うのに似ています。

　あとは、相手を気遣う心ですね。

　相手が何を考えているか想像すれば、自ずと答えは出てきますから」

「ま、マジで？　そ、そんなもんで、このボクと互角に張り合えてたの？」

「あ、ですから、負けてしまったではないですか。

　やはり、おもてなしの心では、本職の殺し屋さんには勝てませんね」

　そう言ってエルネスティーネは微笑ほほえんだ。

　ああ、そう言われてみれば、そんな感じの女性だよなぁ。

　自分や詩乃と似ている様な気がしたけれども、似ている事はやたら笑う事だけで、止水と詩乃は基本邪悪な笑顔しか出来ない。

　我々はエルネスティーネの様に優しくなど笑えない。





§






「はぁ……」

　エルネスティーネの正体を知って、愕然がくぜんとした止水だが、落ちようとしている夕日を見て、表情が変わる。

　夜が来る。

　これだけの時間を彼女たちに与えてしまった。

　ローゼンクロイツとの戦いを静視していた彼女たちは、決して無駄な時間を過ごしているわけではない。

　たぶん夜を待っていたのだろう。

　詩乃の《５４０の扉ヴァルハラゲート》は出口と入口の数が決まっている。

　だから、無人飛行機も無作為に武器として選んでいるハズがない。

「上空から何かを確かめるため……と考えるのが無難か」

　無人飛行機によって戦場を上空から正しく俯瞰ふかんする。

　戦術の基礎は地形の確認だ。

　当然、戦いの勝敗は、地の利を手にした方に有利傾く。

　もっと合理的な殺やり方で、手間をかけずに人を殺あやめる。

　殺し合いのプロであるJokerジョーカー ofオブ Deathデスとの戦いは、殺し合いの素人しろうとでしかない大メジャーアルカナとは次元が違うものだ。

　夜が来る。

　闇やみが来る。




　夜は、『愚者《Theザ Foolフール》』に味方するか。

　闇は、《Jokerジョーカー ofオブ Deathデス》に味方するか。




　そのどちらかになるか──。

　日が沈み、完全な闇夜やみよが訪れた時に答えが分かる。

　夕日が沈み、街が暗闇に包まれる。




　暗闇の第四閉鎖空間阿佐ヶ谷あさがやは彼ら三人の遊び場だった。

　その遊びの時が再び訪れる。

















あとがき






　二巻目でございますお久しぶりでございます。

　一巻目が叙述トリックでございましたが、今回は王道能力バトルです。

　石ノ森章太郎先生の漫画に『サイボーグ００９』という名作があります。

　子供の頃（昭和）にテレビアニメで見てまして「超強くて格好いいなぁ」と思っておりました。

　大学に入ってから古本で初期『サイボーグ００９』がまとめられた秋田サンデーコミックス版を買って読んだのですが、その内容に驚いたものです。

　アニメで見た００９は、加速装置のみで戦う超強いサイボーグ戦士というイメージだったのですが、実は先に改造されていた七人の技術の良いところ取りをしたのが００９島村ジョーであり、彼はメンバー最強なのです（読んでて超能力幼児００１がどう考えても最強に見えますけど）。

　ですから組織を裏切った００９達は、その後に００１０やら００１１やら００１２やらもっと完成されたサイボーグ戦士どもと戦うのです（どうでもいいのですが、０１０や０１１ではないところをみると００はナンバリングではなく接頭語みたいなもんなのでしょうか？　ファイル管理する仕事が多いボクは気になって仕方がありません）。

　第１期では、００９は仲間の中では最強ですが、敵から見ると最弱のサイボーグとして描かれており、この最弱な戦士が知恵で格上のサイボーグ達と戦うという話なのです。

　これの何がすごいかと言いますと、第１期ですでに敵が格上なのに、第２期やら第３期では敵のみがインフレを起こし、最弱主人公との戦力差は開く一方なのです。

　それがとうとうある限界を越えたのか、神々の手下である天使と戦うという『天使編』に至り、突然「少し時間がほしい、かならず完結させるから」的なコメントを残して漫画は終わってました。

　その本の初刷りから三十年以上経ってボクは読んだのですが、その後も『天使編』は描かれることがなく、数年後に石ノ森章太郎先生はお亡くなりになりました（※１）。

　今となっては国民的漫画家である石ノ森章太郎先生ですが、当初はかなりマニアウケの漫画しか描いておられず、この『サイボーグ００９』は大衆に受け入れられるエンタメ作品を！　と先生は意気込んで描かれたそうですが、持ち込み拒否されたり、「複雑すぎて連載に向いてない」とか言われ打ち切りになったそうです。

　ボクはわりかし、インフレバトルが好きなのですが、『サイボーグ００９』の様に、インフレする世界で主人公は最弱、というのが特に好きだったりします。

　前巻ではあたかも〝最強〟である様に書かれた昕門止水ですが、実は大メジャーアルカナの基礎能力アビリティでは最弱という設定にしています。

　今回、魔術師ザ　マジシャンのエルネさんはそのアルカナの操作の難しさから大メジャーアルカナでは最弱という話が出てきますが、それでも止水よりは遙かに強い基礎能力アビリティを持っております。

　今後、この作品が続いていくと、敵は無制限にインフレして行く予定ですが、止水は漆黒スキロスを使ってちまちま戦っていく予定です。がんばれ昕門止水！　漆黒スキロスを操る陰いんキャラの鑑かがみ!!

　今回は、県あがた咲乃さくのさんが二千万倍の力を持つエルネさんやら千五百倍の力を持つクロエちゃんやらを翻弄ほんろうする話です。

　二十六アビリティしか無いヤツがウン億アビリティのヤツに勝てるのかよ！　と思われるかもしれませんが、実際、エネルギー量が必ずしも殺傷能力の高さには結びつかない様です。

　兵器をエネルギー量であるジュールで比較しているサイトなどを見ていたのですが、噓か誠か知りませんが、ヘビー級ボクサーのパンチが実は拳銃よりエネルギー量が多かったり、雷の平均のエネルギーはＴＮＴ火薬１キロの爆発の三百六十倍近くあったりと、現実世界でもエネルギー量と殺傷能力は決して比例しない様です。

　12.7x99mm弾が直撃すれば人はほぼ死にますが、落雷を喰らっても生きている人間はわりかし多いです（七割ぐらい生きているらしい）。ですが、そのエネルギー量は圧倒的に雷の方が高く、その差は十万倍以上だそうです。

　破壊力の代名詞であるレールガンですら雷のエネルギー量より下なぐらいです。

　そんなこんなで、現実世界でもエネルギー量が必ずしも殺傷能力の高さには結びつかないという感じではあります。

　ましてや、フィクションの世界なのですから、使えるエネルギー量が高ければ強いというわけではないと思います。

　少佐も言ってましたよ。「モ○ルスーツの性能の違いが、戦力の決定的差でないということを教えてやる」と天パ少年に。ただ少佐は大佐になったあとも総帥になったあとも天パに全然勝てませんでしたけど……。だいたい総帥はなんでサイ○フレームをあの天パに……（以下略）。

　あとがきがいつも古い漫画やアニメの話になるのはなんなんだろうかと疑問も残りますが、そんなこんなで今回はお別れです。

　次回、二枚のカード〝死の道化師ジョーカー　オブ　デス〟対〝愚者ザ　フール〟の戦いとなります。

　次回、あとがきはウィザード○ィの予定となります。

　次回、あとがきは百二十頁ほど予定してます（噓です）。




（※１）「石ノ森章太郎デジタル大全」を確認したら、文章で『天使編』のアイディアが断片的に語られてますが、インフレは主人公達にも及ぶ予定だった様です。
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